

  [image: ]



  
    小学館ｅＢｏｏｋｓ


    猫にはなれないご職業


    
      竹林七草

    


    
      イラスト　藤ちょこ

    

  


  [image: ]


  [image: ]


  [image: ]


  [image: ]


  [image: ]



  
    目次


    



     前 説　


     巻ノ一　それぞれの想い


     巻ノ二　妖狐八尾の復活


     巻ノ三　命はアホの子？　


     巻ノ四　圧倒的戦力差を埋めるもの


     巻ノ五　残されていた脅威


     巻ノ六　命は痛い子？　


     巻ノ七　化け猫の決意


     巻ノ八　清十郎の念


     後 説


     あとがき

  


  [image: ]


  [image: ]



  
    



    主要登場人物


    



    タマ


    昔から藤里家にいる猫又陰陽師。普段は飼い猫として暮らしている。酒とタバコは猫又のたしなみらしい。


    



    神かん波ば命みこと


    桜子の幼なじみ。腐女子なことを隠しているが、全く隠せていない。桜子にだけ、ばれていないのがもはや謎。


    



    藤ふじ里さと桜さくら子こ


    藤里家の末裔。自分の家柄が陰陽師の家系であることを知らない。色々残念で、やや露出癖（？）のある少女。


    



    ヤクモ


    タマに協力している狢むじなの妖異。人間に自分の住処である山からおわれたが、「人間の流儀で取り戻す！」と株やＦＸに精を出す。


    



    八はち尾び


    かつて、藤里家を襲撃し、桜子の両親を惨殺し、春子とタマに封印された妖異。


    



    犬いぬ神がみ（清せい十じゅう郎ろう）


    タマに命を救われて以来、藤里家の一員だったが、八尾を倒すため式神となる。

  



  
     前 説


    



    　吾わが輩はいは猫又である。名前はまだない。


    



    　──と、始められたら、かの大文豪の処女作とおおむね同じ出だしになるのだが、残念ながら吾輩にはれっきとした名がある。


    　とはいうものの少しゆえあって吾輩、本当の名を迂う闊かつに他ひ人と様さまに教えることはできん。


    　そこで吾輩の名は、仮に『タマ』としておこう。


    　タマなどという古こ式しきゆかしい名は、今では日曜の夕方六時半でもなければなかなか聞くこともできんが、何事もひと回りして還かえってくれば新しいものである。


    　これはこれである種、斬ざん新しんな名と受け取れよう──というか、受け取ってほしい。


    　体裁上は〝飼い主〟となっている桜さくら子こでさえ、吾輩のことをタマと呼んでいるわけであり、この名で覚えていただいて特に問題はない。


    　ちなみに聡そう明めいな諸君のことであるから、世に名高き猫ねこ又またはご存じだと思うが、ざっくりと説明しておこう。


    　猫又に関して記された書物をひもとけば、古くは『明めい月げつ記き』や『徒つれ然づれ草ぐさ』にも当たることから、いかに昔から名の知れた存在であったかがわかろうものである。


    　いまだ英知授からぬ凡ぼん猫びようと猫又を区別する特徴は、人じん語ごを解かいするなどを筆頭に数あま多たあれど、まあ身体的な最大の違いは、やはりこの二つに分かれたチャーミングな尾である。


    　不ふ遜そんな猫がときに死人を『また』ぐゆえ、猫『また』と称するようになった──という説もあるにはあるのだが、吾輩としては愛らしい尾の分かれ際の『また』を名の由来として、がぜん推おしたい。


    　機会があれば是ぜ非ひともこの愛らしさを、諸君にも生で見てほしいものである。一目見れば犬ごときでさえ持ちうる肉球なんぞより断然上等で、瞬またたく間まに虜とりこになること請け合いだ。


    　ちなみにきゅっと尻しりをすぼめると、ぴったり尾がくっつき一本のように見せられるのは、ここだけの秘密である。


    　それと俗に年を経へた猫が猫又になるというが、吾輩の出しゆつ生しようはちと違う。まあ吾輩が特殊な例なのであろうな。吾輩も自分しか猫又は知らぬゆえ、年齢説の正否はわからんのだが昨今は猫も長生きが増えているので、案外諸君のすぐ近くにも同どう胞ほうが隠れていたりするやもしれん。


    　そんな吾輩の御おん年としなんかも気になるところだろうが、あまり野や暮ぼなことは言わぬが花である。


    　おっと、あまり長く講こう釈しやくを垂れて諸君を退屈させるのもいかがなものかと思うので、今はここらにしておこうか。とにもかくにも吾輩は、猫又なのである。

  



  
    　──ああ、そうそう。一つ大事なことを言い忘れていた。


    　吾わが輩はい、猫ねこ又またであると同時に実は『陰おん陽みよう師じ』であったりもする。
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     巻ノ一　それぞれの想い


    



    「ただいまー」


    　古めかしい引き戸の玄関をがらりと開け、桜さくら子この声が平屋の藤ふじ里さと邸ていに響き渡る。


    　されど「おかえり」と声を返してくれる人間は、もういない。


    　古い日本家屋特有のしっとりとした薄うす闇やみと、しんとした無味で冷たい静せい寂じやくだけが、たった一人になってしまった桜子を迎えていた。


    　だから吾わが輩はいが、声を返してやることにした。


    　わざとらしく「にゃあ」と、大きく一鳴き。


    　それを聞き、すぐ横の下足箱の上に丸くなっていた吾輩に気づいた桜子は、一瞬驚いたものの苦笑を浮かべながら吾輩の頭を撫なで始めた。


    　──ひどい顔つきだった。


    　瞳ひとみの大きな誰もが愛らしいと認めるその顔は、今や色濃い疲労の色で沈んでいる。深めにシャギーを入れたセミロングの髪も千ち々ぢに乱れ、笑えば目め尻じりの下がる目の下には深いクマが浮かび上がっていた。質たちの悪い魍もう魎りようにでも憑つかれているかのような、そんな表情だった。


    　──無理もない、まだ高二。


    　たかが十六の、尻しりが青い小娘なのである。


    　それにもかかわらず桜子は祖母の──春はる子この、遺産を狙ねらう親しん戚せきをはねのけ、誰の手も借りず、見事に一人で喪も主しゆを務め上げたのである。終始、亡き祖母を彷ほう彿ふつとさせる威い厳げんある立ち居い振ふる舞いを崩すことなく、ただの一度ですら人前でしゃくりあげることさえもなかった。


    　弱みは見せられぬと、藤里の当主であった祖母の春子は既におらずとも、その嫡ちやく子しはここにいるのだと、周りに誇こ示じし、顕けん示じし、春子との思い出に埋め尽くされたこの藤里邸を徹てつ頭とう徹てつ尾び、柱の一本すらもそこなわずに守り抜いたのである。


    　屋敷をハイエナのような目で物ぶつ色しよくしていた親戚たちを、法要が終わるなりやんわりと、しかし決して異論を認めぬ微び笑しようで駅まで追いやって、そして今ようやく藤里邸の玄関に帰ってきたのだ。


    　吾輩はできるものなら今すぐにでも諸もろ手てを上げて、桜子を褒ほめてやりたかった。この両前足についた肉球を桜子の頭にそっとのせ、物を知らぬ幼おさな子ごにするのと同じように撫でてやりたかった。


    　しかし、それは叶かなわぬこと。


    　吾輩の正体を、桜子は知らんのである。


    　共に藤里邸の大きな屋根の下に住みながらそれでも桜子は、吾輩を祖母の代からのただの飼い猫としか思っておらんのだ。


    　ひとしきり吾わが輩はいの頭を撫なでてから、桜さくら子こは靴くつを脱ぎ捨てて廊下に上がり、喪も服ふくのまま仏壇のある居間へと向かう。


    　吾輩もひょいと下足箱から飛び降りると、こっそりと桜子の後を追った。


    　居間に入った桜子は仏壇の横に組まれた新しん仏ぼとけ用の白しら木きの壇（中ちゆう陰いん壇というのだが）の前に座り、淀よどんだ黒目の無表情で、火を点ともした線香を香こう炉ろに差す。


    　──が、立たない。


    　気がつけば、灰の詰まった香炉に線香一本立てられないほど、桜子の手は震えていた。


    「…………おばあちゃん」


    　ぴんと立った吾輩の耳ですら、聞き逃のがしそうな小さな掠かすれた声。


    「……あたし……一人になっちゃったよ。とうとう、一人になっちゃった……」


    　たった一人で自分を育ててくれた祖母の遺影を前に、俯うつむいた桜子の肩が小刻みに震える。


    　──そうだ、それでいいのだ。


    　おまえが泣いたって、春はる子こは責めはせんよ。


    　そのまま泣け。むしろ泣いてやれ。


    　あの業ごう突つく張りな親しん戚せきどもは、泣かぬおまえを「冷血だ」「鬼おに子ごだ」と侮ぶ蔑べつしていたがな、そんなものはただの痴しれ言ごとだ。鏡を覗のぞいても面つらの皮が厚すぎて、強ごう欲よくな鬼が映っていることに気がつきもしない、そんな恥知らずな連中の負け惜しみだ。


    　そんな連中を前に、おまえが涙を──弱みを見せられなかった理由はよくわかる。


    　それは確かに、正しかった。


    　しかしな、もういいのだ。


    　もうここには、おまえから春子の思い出を奪おうとするような不ふ心こころ得え者ものはおらんのだ。


    　だから、もう泣いてしまえ。前後不覚になるほどに、魂たましいすら擦すり切れるほどに。


    　吾輩は知っている。春子を失って、この世で一番悲しんでいるのはおまえだ。もう何年も前から、覚悟を決めてきた吾輩ではない。祖母を──そして同時に父と母でもあった人を一度に失ったに等しい、おまえなのだ。


    　誰にも何も言わせやせん。一夜でも二夜でも気がすむまで泣き続ければいい。春子の死に際し、そうしていい権利が、おまえにだけはある。


    　桜子の肩がいよいよ激しくわななく。唇くちびるまでもが震え、膝ひざの上に置いた手の指が膝の皿の周りの薄い肉に食い込む。


    　いくらなんでもここから先を見るのは無ぶ粋すいが過ぎるな、と隙すき間まから覗いていたふすまを閉めようとしたとき、


    　桜子は天井を仰あおぐようにして──砕けそうなほど、ぎりりと奥歯を嚙かみしめた。


    　そして、


    「ごめんね、おばあちゃん。泣き言なんか言っちゃってさ。でも、だいじょうぶだよ。心配しないでいいからね」


    　祖母の遺影に向き直った桜さくら子この顔は、満面の笑みだったのだ。


    　それは涙が流れていないのが不思議なほどの、しかし頰ほおの形だけはしっかりと相そう好ごうを崩した、されど見るだけでたまらなく胸が締めつけられる、そんなどうにもならないほど痛々しい、笑え顔がおだったのだ。


    　閉めかけていたふすまを、吾わが輩はいはとっさに開けてしまった。


    「タマ？」


    　急に室内に飛び込んできた吾輩に驚いた声を出す桜子だが、そんなものは意にも介さず吾輩はちょこちょこと小走りし、そのままひょいと正座した膝ひざの上に飛び乗った。


    　そして面食らう桜子の顔の前で「ぶにゃあぁぁ」と気の抜ける、寝起きの豚のような不細工な大おお欠伸あくびを一つした。


    　──放っては、おけなかった。とてもじっとしてなど、いられなかった。


    　今の、涙を堪こらえきった瞬間に、まるで張り詰めた心ごと桜子の体もぼきりと折れてしまうような、そんな錯さつ覚かくと恐ろしさを吾輩は感じたのだ。


    　吾輩は桜子の太ももの上で招き猫の姿勢をとり、次に阿あ呆ほうのように首を傾かしげながら顔を洗い、ついでにいつも以上に鼻と髭ひげを無駄にひくつかせる。


    　鼻先で行おこなわれる唐突な吾輩の奇き行こうに桜子は目を丸くし、それでようやく目め尻じりから険けわしさがとれた。


    「…………ありがとう、タマ」


    　やや肩の力が抜けた腕で、未いまだ必死に顔を舐なめ回そうとしている吾輩を桜子が抱きしめる。


    　桜子は、吾輩の正体を知らん。吾輩も、正体を晒さらす気はない。


    　つまりこの屋敷に住まうのは、ただの飼い猫と小娘である。だから今の「ありがとう」は、桜子の独り言だ。


    　しかしながら不思議なもので、どうやら心というのは通じ合うようにできているらしい。


    「慰なぐさめてくれたんだね。ごめんね、気を遣わせて。タマも心配なんかしなくていいんだよ。私がいるからね、私がいるから……だいじょうぶ……だから、ね…………」


    　吾輩を抱える桜子の両腕が、ぐいぐいと背骨を締めつける。吾輩が猫であることさえ忘れたかのような力の入れ具合だが、桜子の胸の中、吾輩は呻うめき一つあげなかった。


    　背骨なんぞ痛くはない。おまえは一人ではない。ここに吾輩がいるのだ──そう言える体と知性があるのに、告げることはできない。本当に痛いのは、吾輩の心だった。


    「ねぇ、タマ。人を生き返らせる方法ってさ────どこかに、落ちてないのかなぁ？」


    　──拾えるものなら、拾ってこい。生き返らせることができるものならば、生き返らせてやるさ。


    　でもな、偉大なる大だい陰おん陽みよう師じ、安あ倍べの晴せい明めいですら、物語の中でしか死人を生き返らせることはできんかったのだ。


    　まして春はる子この場合は往おう生じようだ。人である限りそれは逃のがれられんし、それを逃れるのはきっと生命いのちへの冒ぼう涜とくでもある。これは順なのだ、人であるならば当然訪れる順番だ。


    　むしろそれをしっかりと守った桜さくら子こは立派なのだ。おまえは今日きようまで生きて、そして春子を送ってやったことで育ててくれた春子の恩に報むくいたのだ。


    　春子は間違いなく満足しておるさ。あいつのことだ、自分の葬儀を取り仕切るおまえの立派な姿を見下ろしながら、きっと閻えん魔まに自慢しとるだろうよ。「私にはこんな立派な孫がいるのよ」とな。


    　だからな──それ以上もう、堪こらえんでいい。


    　泣きたければな、人は泣いていいのだ。


    　喉のどまでせり上がる言葉を吾わが輩はいは必死で呑のみ込む。


    　伝えたい、されど伝えられない。


    　そんな思いを込めて、吾輩は桜子の額ひたいにそっと肉球をのせる。


    　桜子は吾輩のその小さな前足を縋すがるように握り締め、微び笑しようを浮かべ続ける春子の遺影に向け、


    「ほら、タマ。あんまり変なことするから、おばあちゃんに笑われてるよ」


    　歯の根を嚙かみ締め、滴しずくが垂れぬよう眦まなじりをすぼめる、そんなぎこちない笑え顔がおを返していた。


    　──泣きたいときに泣かなければ、きっと後悔するぞ。


    　いつまでも白黒の春子の顔に向かって、桜子は微笑ほほえみ続ける。


    　しょせん人の身ならぬ吾輩には、震え続ける桜子の腕に抱かれ続けてやることしかできなかった。


    



    
      ◆ ◆ ◆

    


    



    　中ちゆう陰いん壇の前で横になった桜子が寝息を立てているのを確認してから、ようやく吾輩はその腕の中からするりと抜け出した。


    　その顔は寝てもなお、ぎこちない笑みのままだ。


    　──まったく、春子に似て強情な娘だ、おまえは。結局、泣かんかったか……。


    　吾輩は「よっこいせ」というかけ声とともに後足だけで立ち上がると、腰に前足を添えてぐっと背筋を伸ばした。腰骨がぺきぽきと心地よい音を出し、ほっと肩で大きく息をつく。


    　今時分ではだいぶ珍しくなった自宅での葬儀だったので、ここしばらくは春子の弔ちよう問もん客きやくが大量に藤ふじ里さと邸ていを訪れ、気ままに立てる機会がなかったのだ。


    　二本足というのは長いこと続けると疲れるが、四本足は四本足でやたら体の節々が凝こる。二本も四本も要はバランスが大事なのだ。


    　桜子はよく寝ていた。とにかく例の親しん戚せき連中が家にいる間はおちおち寝てもいられんかったようだからな、しばらくはこのままにしておいてやろうと思う。


    　吾わが輩はいは居間を出ると、桜さくら子こを起こさぬよう静かにふすまを閉めた。


    　誰もいない廊下を久しぶりの二本足で堂々と歩き、春はる子この部屋に入る。


    　嗅かぎ慣れた古い書物と香の匂におい。主あるじがいなくなっても、残された部屋は何も変わらない。吾輩は一いち抹まつの無情を感じながらも、押し入れを開けた。


    　上下に仕切られた押し入れの上の段へと飛び乗り、それから念のために内側から戸を閉める。当たり前のように中は暗くら闇やみとなるわけだが、仮にも吾輩は猫ねこ又またである。


    　この程度の暗さなど微み塵じんも問題ではない。


    　慣れた手つきで押し入れの天板を外すと、吾輩はさらに上へとよじ登った。平屋造りの藤ふじ里さと邸ていでは、ここがもう屋根裏となる。


    　屋根裏である限りは明かりのない、鼠ねずみが梁はりを徘はい徊かいする殺さつ伐ばつとした空間が広がるはずなのだが──トンネルのような押し入れを抜け、吾輩の前に開けたのはリビングだった。


    　と言っても、人間様のものではない。


    　トタンの天井までは僅わずか一メートル。居間から見上げればただのベニヤ板の天井に見えるフローリングの床には温暖色の洒落しやれたスタンドライトが。壁際には昔ながらの小こ間ま箪だん笥すがいくつも並び、文ふ机づくえのような和風パソコンデスクには17インチのワイド液晶モニターがのっていた。


    　和わ洋よう折せつ衷ちゆうとはまさにこの部屋のための言葉だろう。よくもまあ居い候そうろうがこれだけ好き勝手にいじったと思う。


    　ここは桜子の知らぬ、吾輩以外にもう一人（？）いる藤里家の同居人の居室だった。


    「いよぉ、旦だん那な。久しぶり」


    　吾輩に声をかけてきたのはまさにその同居人。


    　藤里家の天井裏に住まう狢むじなのヤクモだった。


    　──ちなみに狢とは、穴あな熊ぐまの妖よう異いである。


    　吾輩が猫の上をいく猫又であるように、こいつは年を経へた穴熊が成り上がった狢なのだ。


    　ヤクモはリビングの中央に据すえられた囲い炉ろ裏りの前で、猫又の吾輩と同じ程度のサイズなのにどこで用意したのか、僧そう職しよくが着る袈け裟さを羽織り、いつもどおり革を模したビニール貼ばりの座ざ椅い子すの上で膝ひざを抱えるようにしてちょこんと座っていた。


    「ふん、まだ乾物になっておらんかったか」


    「旦那こそ、まだ耄もう碌ろくしてないようで何よりだ」


    　と、ヤクモはしししっといやらしく嗤わらう。


    「そろそろ来るだろうとは思ってたぜ、まあ座りなよ」


    　僧そう形ぎようの上にちょこんとのっている、犬のように口が伸びた毛むくじゃらの顔を再び嬉うれしそうに嗤わせると、ヤクモは正面にある座椅子を吾輩同様に短い指で指す。


    　無論、本当に乾物になっているかを確認にきたなどということはないので、吾輩は「うむ」とうなずくといつもどおり遠慮会え釈しやくもなく腰を下ろした。


    「とりあえず鮎あゆがいい具合に焼けてるが、どうする」


    「ほぉ。ならさっそく馳ち走そうになるかな」


    　あいよ、とヤクモは応じると囲い炉ろ裏りの中に串くし刺しにしてあった一本を引き抜く。


    　ちなみにこの囲炉裏は──イミテーションだったりする。


    　囲炉裏というのはかつての日本家屋では必須の、暖房と煮炊たき兼用の火ひ床どこのような炉だ。当然、火をつければ煙が上がる。昔はその煙が茅かや葺ぶきの天井を燻いぶし、屋根の保存と害虫駆く除じよをする極めて優れた生活必需品だったのだ。


    　しかし今や維持の都合から、この旧家もトタン屋根に改修されていた。茅の屋根を葺ふき替えるにはとかく人手が必要なのだ。もはや隣近所の共同作業で順番に屋根を葺き替える時代ではない。茅であれば天井を抜けていく煙も、残念ながらトタンでは籠こもるだけである。如い何かに便利であったとはいえ、旧時代の遺物は疎うとまれ忘れられていくのが運命なのである。


    　それなのにこいつは「狢むじなの住すみ処かと囲炉裏ってのはセットなんだぜ、一心同体なんだぜ」とかわけのわからんことを抜かし、結果、どこぞから世にも滑こつ稽けいな珍品を見つけてきたのだ。


    　この囲炉裏らしき物体、実は電熱ヒーターが付いているのである。


    　世の中にはまあ物好きがいるようで、どこの誰がこんなものを作ったのかは知らぬが、それでも世には時流というものがある。古いものは古いもので、やはり消えていくのが自然の定めでもあり、むしろ吾わが輩はいとしてはこれを見るたびにかえって世せ知ち辛がらい気分になるのだ。


    　──それはさておき。


    「ほれ」


    　ヤクモが鮎を皿にのせて差し出す。だが、食すのに肝心なものが皿にのっていなかった。


    　吾輩が右足で挟む仕草を真ま似ねると、ヤクモが舌打ちしつつ戸棚から一膳ぜんの箸はしを取り出した。


    「ったく、お上品なことだね。鮎くらい頭からかぶりつけってんだ」


    　ヤクモの野や蛮ばんな意見は無視しつつ箸を受け取って、吾輩は「いただきます」とこんがり焼けた鮎に感謝を表明した。


    　鮎は吾輩の大好物である。まずは箸で腹を割いて二つに開く。それから尾を持って背骨をはぎ取り、次に腹の辺りの血合いを──。


    「ちょっ！　待てっ！　そこまでっ！」


    「なんだ？」


    「なんだじゃないよ。いつも言ってんだろ？　そうやってちまちまよけずに、ちゃんと血合いも食えって。そこが一番栄養があるんだよ」


    「おいおい、馬ば鹿か抜かせ。血合いなんてこんなに魚臭いもの、食えるわけがなかろう？」


    「……旦だん那な。毎度、毎度思うんだが、あんた猫だよな？」


    「おまえの目は節穴か？　吾輩は、猫ねこ又まただ」


    　失礼千せん万ばんこのうえないヤクモをそのままに、吾わが輩はいは小骨を除いた白身をせっせと箸はしで口に運ぶ。


    「ちまちま食いやがって」なんてヤクモがつぶやくが、聞く耳もたん。


    　そうして吾輩が箸を置いたとき、鮎あゆは綺き麗れいに食えるところがなくなっていた。


    「いやいや、皮も血合いもちゃんと食えるからな」


    　という皮肉を無視し、吾輩は味気のない電化製品で焼かれた鮎の感想を漏もらす。


    「これもこれでうまいんだがな、やはりどうしても本物の囲い炉ろ裏りのほうが上だな」


    「そりゃ、炭火で燻いぶす本物のほうがなぁ。仕方ねぇ、これも時代だよ。前に親方様も同じことを言っていたさ」


    　親方様──というのは春はる子このことだ。


    　かつて春子は、高速道路と鉄塔建設で山を追われたこの穴あな熊ぐまの妖よう異いに、自分の家の屋根裏を提供したのである。以後、家主に敬意を込め、こいつはそう呼んでいる。


    　──いやそこはもう〝呼んでいた〟とすべきか。


    「昔は五十年。今は八十年っていうが……往おう生じようだったんだろ？」


    「ああ。寿じゆ命みようだ」


    「そうかい」


    　いやいや、と枯れた声をヤクモは付け足す。
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    「──それで、お嬢の様子はどうだい？」


    「しばらくまともに寝ておらんかったからな、今はよく寝とるよ」


    「そりゃ、寝られないだろうさ。お嬢にとって、親方様は最後の家族だったんだ。こんな状況ですやすや寝られるほど、まだお嬢は大人じゃないさね」


    　……まあ、そのとおりだろうな。


    　吾わが輩はいもヤクモも、桜さくら子このことは家族だと思っている。実際に住む家を同じくしとるわけだし、字じ面づらとしても何ら問題はない。


    　だが桜子は吾輩たちの存在を知らんのだ。


    　こうして自分の身を案じてくれる存在が、僅わずか天井板一枚の上にいるというのに、桜子は一人で孤独の中にいるのである。


    　確かに吾輩もヤクモも人間ではない。されどこうして話せる口はある、案ずる心もある。しようと思えば今すぐにでも正体を明かして桜子を慰なぐさめることぐらいはできるのだ。


    　──しかし。


    　桜子には、陰おん陽みよう師じを継がせたくない。


    　桜子の両親──つまりは娘夫婦を亡くしてから、春はる子こは常々そう言っていた。


    　普通に生きるのであるならば、吾輩たちのことなど知らぬに越したことはないのである。


    　……なんだか、急にいたたまれなくなった吾輩は小こ間ま箪だん笥すを勝手に開け、中からタバコの箱を取りだす。一本くわえ囲い炉ろ裏り型のヒーターに顔を近づけ、それから紫し煙えんをけぶらせた。


    「……旦だん那な、今は禁煙の時代だぜ」


    「人間の時世など知るか」


    「まったく、昔からヤニは妖よう異いを退しりぞける魔ま除よけでもあるってのによ」


    　フン、と勢い込めて鼻から煙を噴き出してやる。


    「まあ、旦那が荒すさむのもわかるがね。親方様は旦那の師し匠しようだ。相棒だ。……本当は旦那だって泣きたいんだろ？」


    「馬ば鹿か抜かせ。春子と死別することなど、とうの昔に覚悟ができておったわ」


    「本当に見栄っぱりだねぇ、旦那もさ。まあ覚悟ができていたというのなら、それはあいつに関してもと思っていいのかい？」


    　最後は真剣な顔をして、ヤクモが問う。


    　吾輩は平静を装よそおうも、さすがに少しは眉まゆが跳はねた。


    「当然だ、ちゃんと準備は進めておる」


    「それを聞いて安心したよ。親方様が亡くなってからもう七日だ、さすがにそろそろじゃないかと冷や冷やしてたんでね」


    「まだ早い。いくら春子がいなくなっても、ちゃんと念を込めて編んだ縄なわだ。外からならいざ知らず、中からではそう容易たやすくはちぎれんよ。一、二か月の間はもつだろうさ」


    　──でなければ困るのだ。


    　進めてはいるが、まだ準備は整っていない。春はる子こがいなくなった今、吾わが輩はいが奴やつと互角に対たい峙じするにはどうしたって仕掛けが必要だからな。


    　桜さくら子こもなんとかしとかねばならんし、場所だってうまく誘導しなければならん。せめて吾輩以外にあと一人、人間の協力者でもいてくれればもっと簡単にいくのだが、いないものはいないのだからどうしようもない。


    「おやおや、狭い額ひたいに皺しわ寄せて渋い表情してるねぇ。……まあいいや、そういうことなら忙しくなる前に、たまってた分をもらっておこうかね」


    　と、剛ごう毛もうがびっしりと生えた手をヤクモが差し出した。


    　なんだ、と吾輩は首を傾かしげる。


    「タバコ代だよ。鮎あゆは奢おごりにしといてやるが、昔と違って今は意味のわからん税金でタバコは高いんだぜ」


    「ほぉ……ところでおまえは『猫に小こ判ばん』という素晴らしい諺ことわざを知っておるか？」


    「こんなときだけ猫かぶりかいっ！　……ちなみにそれ『猫に小判をあげろ』って意味じゃないからな」


    「ケチくさいこと抜かすな。おまえはお得意の『でいとれ』や『えふえっくす』でたんまり稼かせいでおるんだろ？」


    「馬ば鹿か言うない。今はプロだって心臓に毛が生えてないと儲もうけられない時代だぜ。稼ぐどころか、とんとんにするのだって一苦労ってもんさ」


    　ふむ、と吾輩は髭ひげを揺ゆらしながら唸うなって、タバコをもみ消す。


    　まあ──こいつも吾輩から本当に金をとろうなどと、思っておらんことはわかっている。そもそもこの穴あな熊ぐまの妖よう異いが貯ためようとする目標額からすれば、鮎の百匹や二百匹、税金の千円や二千円なんぞ焼け石に水にすらならんのだからな。


    　──人間が勝手に壊した故郷の山や川は、金を貯め人間の流儀でもって取り返す。こいつのそういう郷ごうに入いっては郷に従えという、時代の流れに逆らわぬ策略は嫌いではない。


    「まあ、今日きようもツケにしといてやるがね。──と、旦だん那なよ。そろそろ時間だぜ。どうやらお嬢に客だ」


    　ヤクモが壁に開いた小さな穴から外を見る。そこから見えるのは藤ふじ里さと家けの玄関だった。


    　同時に床下から呼び鈴の音がし、すぐさま勝手にガラガラと玄関の引き戸が開けられ、「桜子ぉ！」と女の大声が聞こえた。


    「あの小娘め……。桜子はようやく寝たばかりだというのに」


    「あの娘もお嬢が心配だろうに、遠慮してしばらく来なかったんだろう？　ほれ、早く相手してきてやりない」


    　ったく、と吾輩はつぶやいて立ち上がる。


    　いやはや、桜さくら子このやつも──いい友人を持ったものだ。


    



    
      ◆ ◆ ◆

    


    



    　吾わが輩はいが下へと下りると、まだ喪も服ふくのままの桜子が親友である神かん波ば命みことを居間へと迎え入れるところだった。


    　この小娘は、今日きようもまたなんという格好をしていることか。


    　眉まゆのぴんと伸びたキリリッと凜り々りしく涼やかな顔立ちは、人間の価値観なら美人と呼ばれるに足るのだろう。常から後ろで一本にまとめた、腰まで届く長い髪も、見事なまでの質感を持ったカラスの濡ぬれ羽ば色である。


    　桜子の同級生とは思えぬほど発育した胸を隠すサマーセーターも、とりあえず清せい楚そに見えんこともないので許すことにしよう。


    　それらは問題ない。問題は下ばきだ。


    　デニムのホットパンツから伸びた白く長くて細い、水すら弾はじきそうな瑞みず々みずしい肌はだをした脚を、惜しげもなく晒さらしておるのだ。


    　──かぁ～、実にけしからん。こいつはこんなご大層な足を衆しゆう目もくに見せびらかしながら、ここまで歩いてきたというのか。


    　嘆かわしい。貞てい節せつという日本女子の心は何処いずこに消えたのやら。桜子の教育上、こんな輩やからは今すぐ玄関から放り投げてやるべきである。


    　しかし吾輩がそうしないのは、この娘が桜子の大の親友であり、そして春はる子このお気に入りだったからだ。


    　吾輩は開けたままのふすまからこっそりと居間に入り、気づかれぬよう部屋の隅すみに座る。


    「春子さんに、線香をあげてもいいかな」


    　桜子がうなずくと、命は春子の遺影が置かれた白しら木きの壇の前に座り、手を合わせた。


    　長い瞑めい目もく中、洟はなをすする音が何度も聞こえた。


    　生前の春子が命のことを気に入っていたように、この小娘もまた春子を慕したっていたのだ。


    　小さいころからいつでも家に上がり込んでは桜子と二人で悪いた戯ずらをして、ともに春子に叱しかられておったのだ。年ごろになってからは悪戯こそしなくなったものの、毎日のようにこの家の敷居をまたいでいたのは変わらない。


    　春子が「私にはもう一人孫がいるのよ」といつも言っていたように、おそらく命にとっても春子は祖母同然だったに違いない。


    　春子もまた、葬式の名目でどれだけ藤ふじ里さと家けに資産があるのか調べにきた親しん戚せきにではなく、本当は命にこそ桜子と一緒に骨を拾ってほしかっただろう。


    　命が大きなため息を一つつき、中ちゆう陰いん壇から桜子へと向き直る。


    「大変……だったんだろ？」


    「ははっ。まあさすがに、あの人たちの相手をするのは楽じゃなかったよねぇ」


    「ごめんな。春はる子こさんと血のつながっていない私が桜さくら子こと一緒にとりしきってたら、かえって立場を悪くしてただろうからさ」


    　と、申しわけなさそうに唇くちびるを嚙かむ命みことに向かって、桜子がぶんぶんと首を横に振る。


    「それでもさ、命だけなんだよ。おばあちゃんの最期を一緒に看み取とってくれたのはさ。おばあちゃんも思ってるよ、やっぱり命はわたしの孫だ、って」


    「……かねぇ。だったら、嬉うれしいなぁ」


    　と、命がまた、ずびっと洟はなをすする。桜子はそんな命の様子を寂しそうな目で見てから、何かを言おうとしたが、口を閉じた。


    　そのまま空気が沈みそうなほどの重い沈黙。桜子と命は互いに何を話そうかと考え込みながら、口を引き結んでいた。


    　──まあ、当然だ。十六の小娘同士が顔をつき合わせてする話じゃないからな。こんなときに間まなんざ持つまいよ。


    「──そ、それでさぁ……いつから、学校には来るつもりだ？」


    「もう少しは休もうと思う。まだいろいろあるんだよね、やることがさ」


    「そうだよな、事情が事情だものな。少し落ち着いてからのほうがいいさ。だいじょうぶ、ノートだったら私が後で貸すからさ」


    「うん、ありがとう……」


    「…………」


    　と、またしても沈黙。


    　どうにもぎこちない。というかここでほがらかに会話できたら、そいつらはただの馬ば鹿かなのだが、いかんせんこの二人はまだ若じやく輩はいだ。身内の死、というものが初めての事態なのである。互いに相手を慰なぐさめるべき言葉が見つからんのだ。


    　──仕方ない。ここは年長者である吾わが輩はいが助け船を出してやるか。


    　物陰で隠れるように丸くなっていた吾輩は「にゃあ」と一声上げ、四本足で立ち上がる。そのままのっそりと歩を進め、桜子の背後に座り直した。


    「げっ。いたのか、化け猫……」


    　吾輩を見て、命がげんなりとする。


    　……むしろ、げんなりとしたいのは吾輩のほうだ。毎度のことながら、高こう尚しようなる吾輩を『化け猫』と呼ぶなど失礼極まる。


    　桜子も桜子で片かた眉まゆを吊つり上げて「命っ！」と吾輩への呼び名を諫いさめてくれるが、命自身はまるで悪びれた様子を見せない。


    「いやさ、どう考えたって化け猫じゃんかよ、こいつ。うちらが生まれる前から生きてんだぞ」


    「最近の猫は長生きなのよ」


    「それにしたって、猫のくせに自分でふすまは開けるわ、気がつくと今みたいに部屋の中にいるわ。私さ、子どものころこいつに頭からバケツの水ぶっかけられたことあるんだぜ」


    「年をとった猫ってのは知恵がつくから賢くみえるの。うちのタマのこと変な呼び方しないでくれる？」


    　いいぞ、桜さくら子こ。もっとこの礼儀知らずに言ってやれ。


    　命みことは吾わが輩はいを擁よう護ごする桜子にうんざりしながら「はいはい」と応じ──そのまま最後の「い」を口にしたまま固まった。


    　それも、さもありなん。桜子の背後でにょっきりと、吾輩は二本足で立ち上がってみせたのである。ついでに自由となった両前足を使って、招き猫のごとく何度も宙をかくサービスも追加してやった。


    　目玉が飛びださんばかりに、命のまぶたが開く。


    「……………………たった」


    「えっ？」


    「たった、たってるよ！　うわ、なんだこいつ、本当に化け猫だぞ！」


    　命が震える指先で吾輩を指し、桜子が振り向く。


    　が、それより早く吾輩は再び四本足にもどり、素そ知しらぬ振りで欠伸あくびもしてやった。


    「──どうしたの？」


    「違うって！　たったんだよ、たったの！　こいつ今、たってたんだよっ！　もうびっくりするぐらい、ってか異常なぐらいにたってたんだよっ！」


    　すさまじい剣幕で主張する命に対して、桜子はしばし逡しゆん巡じゆんし、それから何か思いついたように渋く眉み間けんに皺しわを寄せた。


    「……あのさ、命。確かにタマはオスだよ。男だよ。人で言うなら、男性だよ。でもね、残念ながら猫なのね」


    「へっ？」


    「いい？　今は春。春というのは猫の発情期であって、それはさ──仕方がないことなの。声を荒らげるほど命が喜びたいのはわかったけど。でもねそれは『たって』当然なんだよ」


    「…………いやいやいやっ！　たぶんとんでもない勘違いをしてるぞ、桜子」


    　額ひたいに大きな汗を浮かべて弁明する命を無視し、桜子がなにやらぶつぶつとつぶやく。


    「まあ命が、そういうことが大好きだというのはよくわかったし、どうしようもなく嬉うれしかったのも、ちゃんと伝わりました」


    「少しもわかってないうえに、私の言い分を無視してまで勝手に伝わらないでくれるかな……」


    「あんまりとやかく言いたくはないんだけどさ……命、わかってる？　相手は猫なんだよ」


    「──はいっ？」


    「だからね、カミングアウトする相手はわたしだけにしときな、ってこと。命みことの勇気は讃たたえるけどさ、でも世の中ってのは命が思ってるより優しくはないんだよ」


    「ち、ちょっと待ってくれっ！　桜さくら子この考えが、私の想像のはるか斜め上まで突き抜けてそうな気がするんだが」


    「はっ！　どうしよう…………ひょっとして命がタマを『化け猫』って呼んでるのって、小学生男子が好きな女子をついからかっちゃう、ような的な──」


    「ないないないないっ！」


    「──わかりました。『蓼たで食くう虫も好き好き』だから、もう命の趣味を否定はしません。でもね、できるならタマだけはやめてほしいの。そうでなかったらさ──わたしきっと、素直な気持ちで命を応援できると思う」


    「どんだけの変態なんだ、私はっ！　そんな趣味もないし、応援もいらねぇよ！　っていうかこれもう嫌がらせだろ、なあそうなんだろっ！」


    「って、ちょっと静かにして！」


    　──いきなりの鬼き気き迫せまる桜子の声に、大口を開けたまま命が固まる。


    　それから桜子は顎あごに手を添え、しばし真剣な目で思案し──閃ひらめく！


    「……そうよ、そういうことだったのね……タマだからこそ『たつ』なのよっ！　ねぇ命、わたし今とてつもなくうまいこと言っ」


    「知るかぁぁぁぁぁっっ！」


    　……何やら吾わが輩はいにとって恐ろしく失礼な会話が交わされたような気がするのだが、聞かなかったことにしておこうか。ちなみにタマではなくサオだからな！


    　春はる子この相棒であった吾輩にとって桜子は孫同然なのだ。この横に細長い猫目の中にねじ込んでも少しも痛くない。


    　そして両親がいないながらも、桜子は実によくまっすぐ育ってくれたと思う。優しく、真ま面じ目めで、責任感も強い。


    　だからこれ以上はある種、贅ぜい沢たくなのかもしれんが──なんだろうな、どう言ったものかなぁ……両親がいないことを言いわけに、少し桜子を箱入りにしすぎたような気がするのだ。


    　今の命との会話からもわかるように桜子の思考回路は、やや遺い憾かんなのである。


    　──言語不ふ穏おん当とう。一般非常識。よく言えば、天然。


    　今の流は行やり言葉で端的に言えば──〝残念〟だった。


    　二人には気づかれぬようこっそりと、吾輩はため息で髭ひげを揺ゆらす。


    　……でも、まあ今日きようのところはこれでよしとしよう。


    　吾輩が丸くなっている横で、毎度の二人の漫才のような掛け合いは続く。


    　こんなときではあるが、春子の遺影の前ではあるが──それでもこの二人が顔を合わせたら、吾輩としてはやはり笑っていてほしいのである。

  



  
     巻ノ二　妖狐八尾の復活


    



    「元気なかったなぁ、桜さくら子このやつ……」


    　まあ当然だよな、と私こと──神かん波ば命みことは心の中でつなげた。


    　確かに普段からの天然っぷりをいかんなく発揮してくれてはいたのだが──それでも、無理があった。笑った顔など痛々しくて、とても見ていられなかった。


    　どんなに普通を装よそおったって、いつも以上におどけてたって、それが空から元気なのは丸わかりだ。


    　伊だ達てに十年以上も親友をしていない。


    　そんな物心つく前からの友達だった私ですら、桜子の両親の顔は見たことがない。聞くに聞ける話ではないから詳しくはわからないが、おそらくは桜子自身でさえも生きていた両親の記憶はないだろう。


    　そう。春はる子こさんという存在は、実質的に桜子にとっては祖母以上、家族そのものだったんだ。


    　そんな春子さんを亡くしてしまった桜子の落らく胆たんは、とてもじゃないが計りしれない。


    　本当は私だって落ち込みたいよ。春子さんは私にとっても、実の祖母と同等の人だったんだからな。でも今の桜子を前に、私がいつまでも気落ちしているわけにはいかない。


    　もし春子さんが生きていたらきっと、私に桜子を元気づけてくれと頼んだだろう。


    　ポジティブなのが私の取とり柄えだもの、だから私が桜子を笑わせてやらなきゃいけない。


    　もういない春子さんに代わって、私が桜子の笑え顔がおを元に戻すんだ。


    　──そう決意したら、逆に少しだけ気持ちが軽くなった。何事も目標さえあれば、目の前の辛つらいことも多少は背負っていけるもんな。


    　明日あしたは学校だけど、帰りに様子を見に来よう。そう思いつつ私は藤ふじ里さと邸ていの玄関から一直線に延びる、この竹林に挟まれた砂利じやり道みちを編み上げサンダルでしっかりと踏みしめた。


    　夕暮れ時になると鬱うつ蒼そうとした暗さを醸かもすこの一本道は、いつもなら気味が悪く足早に通り抜けるのだけど、今日きようは物思いに耽ふけっていたせいか、気にせずにゆっくりと進んでいた。


    　だからだろうか。存在は知っていても一度として手なんて合わせたことのない、道端にある祠ほこらの前で、私は思いついたように足を止めていたんだ。


    　道と竹林の狭はざ間ま、そこから少し林の中に入った先に、その朽くちた小さな木の祠がある。黒く変色した戸には、よく神社で見かける紙の垂れた縄なわが巻き付けられている。


    　その薄ら寒い不気味さから、普段は逃げるように立ち去っているというのに、気がつくと私は林へと立ち入って祠の前にしゃがみ込んでいたんだ。


    　きっと春子さんを亡くして私も心がブレてるんだと思う。だからこんな妖あやしい祠に、願い事なんてしようとしてるんだろう。


    「桜子が、早く元気になりますように」


    　両手を合わせると、私はそう祠ほこらに向かってつぶやいていた。


    　住宅街からはほど遠い、夕暮れの田舎いなかの小道だ。周囲に人影なんてあるはずがない。


    　だから誰かが答えるはずなんかないのに。


    　声が、聞こえた。


    （その願い、叶かなえてやろうか？）


    　──音ではなかった。響きでもない。


    　声ならざる声は私の鼓こ膜まくを震わせず、頭ず蓋がいの中へするりと入り込んできた。


    　自分の正気を疑うよりも早く、声は一気にたたみかけてくる。


    （おまえはあの娘の健すこやかなることを願うのであろう？　安らかに過ごしてほしいのであろう？　ならばその願いを我われが叶えてやろう）


    　野太いその声が、私にはおおらかさを秘めているかのように聞こえた。心を包むような、優しそうな気がする声に気づかぬうちにうなずいていた。


    （ならば、祠の戸を封じた注し連め縄なわを切れ。さすれば我は疾とく現れ、汝なんじが心しん願がん叶えようぞ）


    　声に言われるがまま、戸を縛しばり付ける縄に手を伸ばす。半ば腐った縄はほんの少し力を加えただけで、まるで見えない手が群がったかのようにぶつぶつと容易にちぎれた。


    　そして藁わらで編まれた最後の一筋が切れたとき、祠の戸はまるでバネにでも弾はじかれたかのように力強く開いたんだ。


    　祠の中、暗くら闇やみで満たされた空間に、きらりと光るものが二つ。


    　それは目玉だった。鋭するどい大きな獣けものの目が、僅わずか三十センチ四方もない祠の中から私を睨にらみつけていたんだ。その目と私の目が合ったとき──私は、正気に返った。


    「──えっ!?　私……今、いったい……何をした……？」


    　わけのわからぬ声に導みちびかれるまま、全然疑問も抱いだかぬまま。


    「私、何をしたんだよ!?」


    　ようやく事の異常さを理解した。


    　途端に鳥とり肌はだが爪つま先さきからつむじにまで駆かけ抜け、全身が悪お寒かんで包まれる。


    　そんな怯おびえる私の、喉のどから出そうな悲鳴を抑えつけたのは、さらなる恐怖だった。


    　祠の中からぬっと頭が出てきたのだ。口先が尖とがり、耳の伸びた獣の頭だった。


    　続いて私の太ももと同じ太さの前肢あしが、すらりとした胴が、見るからに強きよう健けんそうな後ろ肢が。


    　最後にひときわ大きな尾が祠の枠わくに擦こすれながらずるりと抜け出た。


    　空間という概念をまるで無視して私の眼前に現れたその獣を、私は最初『虎とら』だと勘違いした。それぐらい規格外に大きかったんだ。でも、違う。


    　獣が尾を広げた。


    　孔く雀じやくのように、扇のように広がったそれは、太く膨ふくれ上がった狐きつねの尻しつ尾ぽだったんだ。


    　その太い尾を「一、二、三……」と、麻ま痺ひし混乱した頭が勝手に数え上げた数が、八本。


    　一匹の狐きつねに、八本もの尾が生えていた。


    　私の足が膝ひざから崩れる。


    　完全に姿を現した巨大な狐は、未いまだ悲鳴すら出ない私を見下ろし口を開く。


    「おまえ、なかなかいい感度をしているな。素質があるぞ」


    　狐のくせに、その顔がにやりと笑った。


    「ところで小娘。願いを叶かなえると言ったがな、おまえは狐が噓うそをつかんと思うか？」


    



    
      ◆ ◆ ◆

    


    



    　玄関を出て、門前から続く竹林の一本道を歩いていると、正面から命みことがやってきた。


    　無論、正面から来るということは命の足が向いている先は藤ふじ里さと邸ていである。


    　かの粗そ忽こつ者ものが忘れ物でもしたか、と訝いぶかしむも命なんぞに構っておる暇ひまはない。今の吾わが輩はいに、そんな余裕は少しもないのだ。


    　しかしながら──こいつは少々困った。


    　現在、吾輩はぱんぱんに荷物を詰め込んだリュックサックを背負っているのである。


    　この姿ですれ違えば「リュックを背負う猫なんかいるか？　やっぱりあいつ化け猫だって！」と桜さくら子こにまくし立てるのは火を見るよりも明らかなのだが、まあそれぐらいなら多少面倒でもいくらでもごまかせる。


    　そうではなく、真に問題なのは、吾輩愛用のこのリュックの絵柄である。


    　吾輩、高こう尚しようなりし猫ねこ又またではあるが、いかんせん姿形は普通の猫とほぼ同じであることは否いなめない。この体に合うサイズの背負い袋となると必然的に、人の子ども用のものとなるのだ。


    　以前「術具を持ち運ぶのに必要だから買ってくれ」とヤクモに頼んだとき「赤と青だったらどっちがいいかい？」と聞かれ、吾輩はさしたる考えもなく適当に「赤」と答えた。


    　結果が、このザマである。


    　吾輩の背中の上では、豪ごう華か絢けん爛らんなステッキを手にフリフリの衣装を着た魔法少女が、可か憐れんに優雅に踊っているのだ。


    　ちなみに「青」と答えていた場合は──全身タイツの恥ずかしい五人組に、意味のわからないポーズを背中で決められる結末になっていた。


    　まさに前門も虎とら、後門までも虎。選択肢なんてものはすべからく幻想である。


    　あの小娘に魔法少女を背負った姿を見られるなど恥ち辱じよくの極みなのだが、されど事態は逼ひつ迫ぱくしている。やむをえまい、と心の中でため息をつき、吾輩はその屈くつ辱じよくに耐える決意をした。


    　命と逆方向にプイと顔を背そむけたまま、できる限り道の端を歩いてやりすごそうとする。


    　そんな吾輩の精いっぱいの矜きよう持じを込めた態度など察しもせずに、すれ違いざまに平然と命が声をかけてくる。


    「どうした、タマ。こんな時間に散歩か？」


    　命みことの声など聞こえぬかのように、吾わが輩はいは顔ごと目を逸そらし足早にすれ違う。


    　ツンデレからツンのみを蒸じよう留りゆうしたかのような態度に命は苦々しく笑う。


    　そして、吾輩はそいつとの十分な距離をとってから、足を止めた。


    　────見つけた。


    「おい、小娘。いつから吾輩のことを化け猫ではなく、タマと呼ぶように性しよう根ねを改めた？　その殊しゆ勝しような心がけ、別人だな。そう──まるで、中身が違っておるようじゃないか」


    　一瞬、命はぽかんと口を開け、


    「しゃ、喋しやべったぁ！　な、なんだ、この猫、喋りやがったっ！」


    　と白しら々じらしくも大おお仰ぎように驚く。


    「見苦しい三さん文もん芝しば居いよなあ。その程度だから、おまえは九本になれんのよ。のう、八はち尾び」


    　最後に奴やつの名を付け加えると同時に、後あと退ずさる姿勢だった命がいきなり前のめりに倒れる。


    　その陰から現れたのは、なんとも巨大な狐きつねだった。


    　────八尾。


    　伝説の九本にまで一本足らぬ、されど一本しか違わぬ、それがこの妖よう狐この名である。


    　八尾が不ふ敵てきに吾輩を睨にらみ、狐の口先でにぃと笑った。


    「よもや狐の憑ひよう依いを一目で見抜くとはな。下等な猫ねこ又またといえど、さすがに陰おん陽みよう師じのはしくれか」


    「単に大根すぎるだけだ。おおかた人前での吾輩の呼び方を覚えておったのだろうが、そこの小娘なんぞに取り憑ついたのがそもそもの大間違いだ。あれだな、もし次があるならちゃんと取り憑いてもよい人間を見極める目を養っとくことだ」


    「相も変わらず、抜かしおるな。貴き様さまごとき小物が大層な口だ。もうおまえの飼い主だったあの憎らしい陰陽師はおらんのだろう？　わかるぞ、奴が封じた祠ほこらよりこうして出られたことが何よりの証しよう拠こだ」


    　八尾が愉快とばかりに、けたけた笑う。


    　──やはり、でかい。


    　その図ずう体たいもさることながら、対たい峙じするだけで呑のみ込まれそうになる圧倒的な気配だった。


    　軽口を叩たたきつつも、八尾の妖よう気きにあてられている吾輩の全身の毛は、ともすれば静電気にでも触れたかのように逆立ちそうになっている。


    　さすがは数あま多たの伝説に残る〈白はく面めん金こん毛もう九きゆう尾び〉に迫せまる存在よ。


    　それでも、これでも──かつてよりかは、マシなのだ。


    　長年祠に封じていたおかげで、十六年前に相あい対たいした本来の八尾と比べればまだ、あばらも見えるほどにやせ細った、飢うえ死に寸前の狐程度の気配しかないのである。


    　しかし、あのときは吾輩は一人ではなかった。


    　吾輩の横には春はる子こが立ち、春子の横には吾輩が立っていたのである。


    　けれど、もはや春はる子こはいない。


    　この〈妖よう狐この王〉とも呼べる存在に、今度は吾わが輩はいだけで立ち向かわねばならんのである。


    「さて、いつまでも猫ねこ又またごときに構うのも時間の無駄よな。我われは空腹なのだ、喰くい損ねていたあのときの赤子を喰わせてもらいにいくぞ」


    「しかし、桜さくら子こにそこまでこだわる価値が果たしてあるのか？」


    「知れたことを聞きおるわ。女系にのみ霊脈が継がれる藤ふじ里さと家けの、その初めての七代目。さぞや濃縮された美味な霊力に仕上がっていることだろうのう」


    　ちっ……やはり知っておるか。藤里の家は女性の嫡ちやく子しにのみ霊脈が継がれる特殊な家系であるが、さすがに女性が七代続いたのは初めてである。一代増すごとに輪をかけて強まるとされるその霊脈は、桜子によって未踏の領域にまでいたった。こいつにとっては、さぞや魅力的な獲物なのだろう。本来なら百の陰おん陽みよう師じを喰らわねば尾の生えんところを、桜子であれば一人で足りる。


    「ほお。吾輩の目が黒いうちに、本当に桜子を喰えると思っておるのか？」


    「ふふっ、貴き様さまなんぞは所しよ詮せんあの女の従者、ただのおまけよ。問題にならん。貴様一人では我を封じたあの犬いぬ神がみも使えなかろう？」


    　──それは図星だ。確かに吾輩一人ではあの犬神を御しきることはできないだろう。


    　だが、


    「寝ぼけるのもたいがいにしておけ。妖よう異いとはな、平安の昔より陰陽師によって祓はらわれるものと相場が決まっておるのよ」


    　言うなり、吾輩はこっそりと手を伸ばしていた背のリュックの中から、小こ手てに三み日か月づき形の板がついたものを取り出し、素早く腕に巻いた。


    　この仰ぎよう々ぎようしい装備──その正体はスライドさせて一枚ずつカードを引き抜くことができる、想像に容易たやすい例のアレだ。テレビでみかけて、だいぶ前にヤクモに買ってもらったのだ。


    　無論、深夜アニメの合間に宣伝をしているＴＣＧトレーデイングカードゲームを嗜たしなむような趣味は吾輩にはない。これに入っているのは、白紙のカードに吾輩が直じき々じきに筆をとった、陰陽師のお家芸たる呪じゆ符ふである。


    　爪つめを立て、「ドロー！」と叫ばんのがむしろ不思議な仕草で、しゃっとカードを引き出す。詰めてあるのはすべて〈百ひやつ鬼き夜や行ぎよう避よけ〉の符、それを風を切るようにして八はち尾びに投げつけた。


    　吾輩の念が籠こもっている呪符に妖異である八尾が触れたら、生身の人間でたとえるなら拳こぶしで殴られたぐらいの衝しよう撃げきがあるだろう。その符を八尾が漫まん然ぜんと動かぬのをいいことに「ずっと吾輩のターン」とばかりに投げ続ける。


    　しかし投げた符は確実に八尾の体に触れているのに、奴やつの涼しい顔はまるで崩れない。


    　しまいには、さも退屈と言わんばかりに特大の欠伸あくびまでかましていた。


    「ふん、寝ぼけておるのはどっちだ。我と同じ妖異がよく抜かすわ。せっかく足を止めてやっているというのに、よもやこの程度で終わりではなかろうな？」


    　正直言えば、こんな符は無理やり数を揃そろえただけの虚こ仮け威おどし。急いで体裁を整え、虚きよ勢せいを張るためだけに用意したただの張り子だ。


    　吾わが輩はいもこんなもので八はち尾びをどうこうできるとは思っていない。


    　────時間が、なかったのである。


    　日暮れ時にやっとこ命みことが帰り、それからヤクモの天井裏に戻り、「さてさてどうしたもんか」と今後の算さん段だんをしようとしたところで、強烈な悪お寒かんを感じた。


    　忘れもしない、忘れたくとも忘れられはせぬ、凶悪で残忍な妖よう狐この気配が、藤ふじ里さと家けの敷地に張った結界の内側から突然生じたのだ。


    　それはほんの一瞬で消えたのだが、とても気のせいで看かん過かできるようなものではない。


    　その気配の主ぬしがこれから襲おそってくるに際しどう対処すべきか、まさにそれをヤクモと打ち合わせようとしていた最中なのだから。


    　そして結果は、ご覧のように案の定というわけだ。


    　いよいよ符の残りが半分を割る。相変わらず吾輩のターンは継続中なのだが、そんなものはただの形だけだ。積年の恨みをつのらせた吾輩が必死になっている様を見て、八尾はにまにま楽しんでいるにすぎんのだ。


    　確かにこれは牽けん制せいのための符ではあるが、それでもここまで効きもしないとは考えていなかった。数で補えば多少は怯ひるみ、僅わずかな活路ぐらいは開けるかもしれない──と、どこかで考えていたのだが……やはり、甘かったことは認めざるをえまい。
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    　どれだけ八はち尾びが弱っていようとも、まともに正面からぶつかれば吾わが輩はいなど歯し牙がにもかけないのである。それがわかっていても、しかし符を投げる手は止められん。


    　この膠こう着ちやくが解けた瞬間、すべてが終わってしまいそうな、八尾が動いた瞬間、吾輩の五体など微み塵じんに引きちぎられていそうな、そんな恐怖があるのだ。


    　……正直、吾輩の身なんぞどうでもいい。


    　しかし吾輩の背後にある藤ふじ里さと邸ていには、あのときの赤子──すなわち、桜さくら子こがいるのだ。


    　八尾をここから先に進ませるわけにはいかぬ。春はる子このおらぬ今、もう吾輩しか桜子を守れる者はおらんのだから。


    　心中では焦あせるなか、まさにあと数枚ですべての符を使いきってしまうというところで、


    「わかった、わかった。もう飽いたわ、その辺にしておけ。いつまでもみっともない」


    　と、八尾が眉み間けんに深い皺しわを寄せ、不機嫌そうにぼやいた。


    　その鋭するどく吊つりあがった、まさに狐きつね目めに射い貫ぬかれ身震いしそうになるも、残り少ない符をもう一枚だけ抜き、構えたところで手を止めた。


    　もう後はない。後はないのだが、すぐにでも符での攻撃を再開するぞと、次の手もあるのだぞという、姿勢を維持したまま虚きよ勢せいを張る。


    　しかし八尾は、そんな吾輩の見栄など吹き飛ばすかのように鼻で笑い、すべてを見透かしているかのように口の端をしたりと歪ゆがめた。──いや、おそらくは本当に見透かしているのだろう。


    　八尾に見られるだけで、尻しつ尾ぽの又からとびきり嫌な汗がじわりと滲にじみだしていた。


    「いいだろう、我われとて念願の九きゅう尾びになる祝いの贄にえだ。あの赤子──いや、もう娘となっておるころか。あの柔らかく美う味まそうだった喉のど肉にくはじっくり堪たん能のうしたいと、祠ほこらの中からずっと涎よだれを堪こらえておったのだ。しかし心ゆくまで味わうには、今は少々腹が減りすぎておる。我とて一世に一度の馳ち走そうをがっつくのは本意ではないのでな、貴き様さまのみっともなさと惨みじめさに免じて一晩の猶ゆう予よをくれてやるわ」


    　一瞬、耳がピクリと動きそうになったが耐える。吾輩が喉から手が出るほど欲しかったのは時間だ。なんとか、少しでも態勢を整えられる時間が欲しくてたまらなかったのだ。


    　それを今、八尾自身がくれると言っている。


    　本当ならば、即座に首しゆ肯こうしたいところだ。八尾相手に「本当か？」と念を押すことすらしたい。


    　しかしながら、相手は狐だ。眉まゆに唾つばは常につけておかねばならない。


    　吾輩は鉄の意志で、舌と心を乖かい離りさせる。


    「……ほぉ、余裕だな。いいのか？　腹ごなしの前菜が欲しければ、吾輩を丸まる呑のみにでもすればよかろうに。もっとも、そいつができればだがな」


    「バカを抜かせ。猫ねこ又またごときを呑のみ込むなど造ぞう作さもないがな。──知っておるか？　猫の肉というのは臭すぎて、とてもとても喰くえたものではないのだ」


    　と夕ゆう闇やみの中、八はち尾びが下げ卑びた哄こう笑しようを上げる。


    「よかったのぅ、貴き様さまの思おも惑わくに乗ってやるぞ。いかに浅ましかろうとも醜しゆう態たいとは晒さらしてみるものよな、こういった結果に転ぶこともある」


    　慢まん心しんに酔う強者の、高みから見下ろした目線が吾わが輩はいの身に降り注ぐ。


    　それを受けて吾輩は唇くちびるを嚙かみ、苦く渋じゆうを堪こらえた表情を匂におわせる──八尾の高慢な自じ尊そん心しんを満足させてやるため、あえてそんな振りをしてやった。


    　──ああ、そのとおりだ。おまえのその言い分に関してだけは、吾輩も極めて同意だよ。


    　どんなに泥水をすすることになろうが、辛しん酸さんを舐なめ尽くすことになろうが、それで桜さくら子こが助かる可能性が少しでも上がるのなら、吾輩はどれほど見苦しい姿でも喜んで晒さらしてやるさ。


    　決して、貴様ごときにはわからぬ心情だ。


    「……後悔するぞ、妖よう狐こ風ふ情ぜいが吾輩を侮あなどるとな」


    「虚きよ勢せいだけは立派よなぁ。今は小躍りしていいのだぞ、そのみすぼらしい生命いのちが助かったことをな。まぁ、せいぜいあの娘ともどもガタガタ震えながら、自分たちの生命の勘定でもしておけ」


    　言うなり八尾の前肢あしが僅わずかにぐいと沈み、次の瞬間、僅かな土煙を巻き上げ獅し子しにも勝まさる巨体が目の前からかき消えていた。


    　──狐きつねは千基の鳥居を一跳びで越えることで初めて霊力を得る、そう言われている。


    　今のはまさにその跳ちよう躍やくだろう。ただの狐がたとえ一基であっても鳥居を越えるほどの跳躍をできるわけがなく、かといって千基を跳ばねば霊狐になれぬとはどんな矛む盾じゆんかとも思うが、そんなことは猫又の吾輩が気に病むことではない。


    　ただ、そこいらの霊狐でさえ一跳びで千基の鳥居を越えるのだ。八本もの尾を生やした八尾であれば、山の一つや二つぐらいは造作もなかろう。


    　吾輩と違い、どうやら今回に関しては奴やつの言葉に噓うそ偽いつわりはなかったようで、身の縮み上がりそうなおぞましい気配はすっかりと消えていた。


    　ようやく吾輩は肩の力を抜く。ついでに足まで力が抜けて、すとんと腰が落下した。


    　……やれやれ、狐を前に吾輩の腰はどうも抜ける寸前だったらしい。なんともはや、恥ずかしい限りだ。再び奴が襲おそい来るまで、猶ゆう予よは一日。


    　それは自分でも驚きたくなるほどのあまりに上等な首尾なのだが、それでもなお、まるで時間が足りないのが現実だった。


    　吾輩も悪いのはわかっている。そこら中に親しん戚せき連中の目があったため、春はる子こがいなくなって弱まった祠ほこらの封を強化するのを躊ちゆう躇ちよしたのだ。


    　こんな事態になるのなら、見られる危険を冒してでも施ほどこしておくべきだった。そうすれば一月ぐらいはしっかりと時間を稼かせげていたであろうに。


    　しかしそれを後悔しても、もはやどうにもならん。


    　わかってはいても吾わが輩はいはため息をつき、すぐ横で倒れている小娘に目を向けた。


    　封印を直接解いたのは、まず命みことで間違いない。


    　八はち尾びに憑ひよう依いされておったのが動かぬ証しよう拠こだ。


    　おおかたこの娘のことだ、どうせ狐きつねの甘かん言げんにでも乗せられたのだろう。


    　桜さくら子こを元気にしてやるだ、桜子を喜ばせてやるだ、悩んでいるときにそんな都合のいい言葉で唆そそのかされ、操あやつられたのが目に浮かぶ。


    　まったく……友達思いも、大概にしておけというのだ。責める気にもなれんではないか。


    　されど、どれほど命の行為が思いやりゆえのものであったとしても、八尾が祠ほこらから出てきてしまっている事実は揺ゆるがない。


    　──やむをえまい。これはもう本人にも責任をとってもらうしかなかろうな。


    　ちょっとした腹いせに、まだ気絶したままの命の背に腰掛けてやった。肺が押され、気を失ったままの命の口から「ぐへっ」という声が漏もれる。


    　少しだけ苦しそうに歪ゆがむ、命の顔。桜子ともども、おしめもとれたか怪しい子供ガキのころから知っているその顔を見ながら、吾輩は細い目をさらに細める。


    　藤ふじ里さとの血筋に関係のない人間に、世界の裏側を見せるのは気の毒なのだが……すまんな。

  



  
     巻ノ三　命はアホの子？　


    



    　缶に残っていた最後の一口をごくりと嚥えん下げしてから、吾輩は胃にたまった空気を「げふっ」と思いきり吐き出した。


    　囲い炉ろ裏りを挟んで対面にいるヤクモがあからさまに嫌な顔をするが、見て見ぬ振りをする。


    　傍かたわらに置いてあったタバコの箱に手を伸ばして一本くわえ、ライターの発火石を爪つめの先で回してから、吾輩は肺が裏返しになりそうなほど盛大な煙をトタンの天井に向けて解き放った。


    　──こんなに味のしないビールは久しぶりだった。少しは気を紛まぎらわせようと次々と缶を開けたのだが、結果は吾輩の小さな胃袋を無駄に溺おぼれさせただけだった。


    「荒れてるねぇ、旦だん那な」


    　これで荒れるな、というのは無理があろう。


    　確かに吾輩は一日の猶ゆう予よを手に入れた。


    　八尾の奴やつは一晩と言っていたが、日が昇っている間は本格的に妖よう異いが活動することはまずない。再び奴が襲おそい来るのはおそらく明日あすの夕方、今日きようと同じく大おお禍まが時ときであろう。


    　言っていたようにそれまで腹ごなしでもするのだろうが、あいつとて世の時流を知らぬわけではあるまい。本当なら人の子でもつるりと躍り食いにしたかろうが、平安の御み代よと違い、今はそれがどれほど面倒な事態に発展するかぐらいわかっているはずだ。


    　己おのれの力を増すためならいざ知らず、単に空腹を満たすためだけなら野山の獣けものでも喰くっておることだろう。


    　……まあ、〝山猫は除いて〟だろうがな。


    　そして妖よう異いの習性に従い、日が昇ったならそのまま昼の間は寝ているはずである。だから八はち尾びの一晩は一日と同義でいい。


    　問題なのは一晩が一日となってもなお、吾わが輩はいとヤクモだけでは手が足りないということだ。


    　吾輩が荒れる理由はそこである。


    「で、これからどうするんだい？」


    　ちゃんと事情をわかっているくせに、ヤクモは決まりきったことを訊きく。


    　吾輩とヤクモだけで足りないのであれば、答えは明確だ。


    　増やせばいいのである。


    「……仕方ない。そろそろ起きてもらうか」


    　と、吾輩は重い息をつき、囲い炉ろ裏りの横に目を向ける。


    　そこには、気を失ったままの命みことがフローリングの上に寝かされていた。命は渋そうな口元に眉み間けんに皺しわまで寄せ、ときおり「う～ん、う～ん」とうなされている。狐きつねに憑ひよう依いされるなんて体験をした後だ、うなされるのもしようがなかろうがな。


    「まさか、この嬢ちゃんに助けを頼むような日が来ようとはねぇ」


    　……まったくだ。吾輩だって夢想だにしとらんかったよ。春はる子こでさえ、そうだろうなぁ。


    　洟はな垂らしながら、いつも短いスカートから膝ひざ小こ僧ぞうとパンツ丸見せで、勝手に縁側から藤ふじ里さとの家に上がってきては桜さくら子こと悪いた戯ずらに興じていた、かの小娘に助力を請こう日がよもや来ようとはな。


    　本当なら無関係な一般人を、まして命など巻き込みたくはないのだ。


    　普通に生きていく限り、妖異と関わっても百害しかない。


    　そして妖異の存在を知らぬまま一生を過ごすことは可能でも、知った後には知らぬままへと戻ることはできぬのだ。


    　だから吾輩は、桜子を助けるためであれ、桜子の一番の友人を、ある意味で生いけ贄にえにしようとしている。


    　今から吾輩が命を巻き込むことに、きっと桜子は烈れつ火かのごとく激怒し、それを承知したうえで吾輩は、命を巻き込もうとしている。


    　……桜子を守るためとはいえ、己のしたたかさに少し反へ吐どが出た。


    　そんな吾輩の心情を察したのだろう、見かねたヤクモが吾輩に代わって命に呼びかける。


    「おい、嬢ちゃん、そろそろ起きな。いい加減に目を覚ましときなよ」


    　うーんと一つ唸うなってから命は首を百八十度反対に向け再び寝息を立て始める。


    　ヤクモはさらに大声をかけようと少し身を乗り出すが、そこを遮さえぎるようにして吾輩が肉球を差し出し、制した。


    　こいつはそんな起こし方ではダメなのだ。それ以外の、命みことを起こすのに最適な方法がある。


    「おい、寝てていいのか？　おまえのすぐ横で美少年同士が、くんずほぐれつしとるぞ」


    　吾わが輩はいがそう口にするが早いか、低い天井が激しくたわんだ。


    　直角に近い角度で上半身をもたげた命が、天井板に脳天をぶつけたのだ。


    　同時に「いたぁっ！」という悲鳴を上げて両手で頭を押さえながら、メトロノームのように同じ角度で反対側に倒れ、もんどり打ちながらその場で苦しむ。


    　……わかってはおったが、ここまで効果覿てき面めんとはな。命を静止する間まさえなかったわ。


    「……な、なんだ？　天井、低っ！」


    　ようやく痛みが引いたらしい命が、四つん這ばいで周囲を見渡す。その動作の一環で目の前を見上げたとき、


    「ようやく目が覚めたか」


    　前足を組んで命の顔を見下ろしていた吾輩と、目が合った。


    　途端に命の目が、顔が、全身がびきりという音を立てて、石のように固まった。


    「おっ、やっとこのお目覚めだね」


    　さらにたたみかけるようにヤクモが声をかけ、硬直したままの命にしししっと嗤わらいかける。


    　と、そのまましばしの沈黙。


    　三者、ぴくりとも動かぬ時間がしばらく過ぎてから、命がいきなりその場で正座した。


    　そして、


    「おやすみなさいませ」


    　と三つ指ついて、吾輩に向かって深々と頭を下げたのである。


    　吾輩が面食らっているさなか、平然と命は横になろうとしていたので肩を揺ゆらして止めた。


    「おい、寝ねぼけとるのか、おまえは！」


    「はっ、ちげーよ。寝ぼけてるんじゃなくて、まだ寝てんだよっ！」


    　──はぁ？


    「あのな、いくら化け猫が化け猫だって、本当に喋しやべるわけがないだろ？　ＣＶキヤラクター・ボイスは誰だよ？　だからこれは夢なの。夢だから寝ぼけてるんじゃなくて、まだ寝てんだよ、私はっ！」


    　なんという牽けん強きよう付ふ会かいな論理、ちと頭が痛くなってきたぞ、吾輩。


    「それにさ、化け猫はまだしも、あっちの毛むくじゃらにいたってはなんだ？」


    「あいつは狢むじなのヤクモだ。おまえが洟はな垂らしのころから、藤ふじ里さと邸ていの天井裏に住んどる」


    　吾輩が紹介すると同時に、ヤクモが「よぉ、ずっと話したかったんだぜ、命の嬢ちゃんよ」と片手を振る。


    　対して命は「ほぉーそうですか」「へぇー天井裏にねぇ」などと、わざとらしく素すっ頓とん狂きような声を上げていた。


    　……だんだん苛いら々いらしてきた、吾わが輩はい。


    「はいはい、わかりました。それではまたいつかどこか、誰かの夢の中で逢あいましょう」


    「あのなぁ……夢というが、おまえさっきしこたま頭をぶつけて、痛みでもんどり打っとらんかったか？」


    　夢に痛みがないのは定番。いそいそと横になろうとしていた命みことの肩が、一瞬ビクリと震える。


    　額ひたいに無数の汗を浮かべながらやや停止した後、今度は激しくきょろきょろと周囲を見渡し始めた。


    　そして、ヤクモの横にある文ふ机づくえの上にのったＰＣを見つけたとき、


    「ああ、そうかそうか。なんだ、そういうことだったのかぁ」


    　はははっ、と乾いた笑いを付け加え、四つん這ばいのまま吾輩顔負けの素早い動きでＰＣディスプレイの前まで移動した。


    　不審な行動に僅わずかに身を引いたヤクモの横で、何を考えたか命がいきなりディスプレイに向かって脳天をぐりぐりと押しつけ始める。


    　あまりの奇態に、吾輩もヤクモも啞あ然ぜんとしながら、


    「……何しとるんだ、おまえ」


    「何って、見てわかんねぇのか？　間違ってこっち側に来ちゃったみたいだから、元の世界に帰ろうとしてるに決まってるだろ」


    　……決まってるって、そりゃおまえ……どこのルールだ。


    「はは、面白いこと言うねぇ、嬢ちゃんよ。でもさ悪いんだけど、人の商売道具にあんまり頭皮の脂をつけないでおいてくれるかなぁ」


    　ヤクモが無理に苦笑いを浮かべる。


    　穴あな熊ぐまの妖よう異いであるヤクモの、伸びた口先の中には犬歯がびしりと並んでいて、それを間近で目まの当たりにした命は、真っ白くなった顔にニコニコとした笑え顔がおを浮かべながら──、


    　バタン、とその場で倒れた。


    　後はブレーカーでも落ちたかのように、またしても動かない。


    「……ちと、刺激が強かったかねぇ」


    　動かなくなった命の肩を揺ゆらしながら、ヤクモがぽつりと漏もらす。


    　吾輩は吾輩で、額を肉球で押さえながら特大のため息をついていた。


    　……まったく、この時間のないときに。性格に似合わず意外と肝きもが細いのだ、この小娘は。


    　こうなっては仕方がない、絶対確実なあの手でいかせてもらうか。


    　動かぬ命の後頭部を眺めながら、吾輩はしたりと意地悪く口角を上げていた。


    



    
      ◇ ◇ ◇

    


    



    「はっ！」と、実際に声を出して目を覚ましたとき、私は自分の部屋のベッドの上だった。血走った目で、見慣れた天井を見まわす。


    　………………。


    　…………。


    「……う、うわぁぁぁっ！　な、なんて夢だよ。まさに悪夢」


    　……いや、最初に見たあのでかい狐きつねの夢はまだいいよ。怖かったし、おどろおどろしかったけど、まあ許容できる範囲だよ。おかしな表現だけどさ、常識的な怖さなんだ。まるでホラー映画でも見たような感覚。夢だからさ、それはまあいいよ。


    　でもさ、後半のあの夢は……マジで勘弁してください。完全にもう涙目です。怖いとか、そんな次元じゃなく、もっと恐ろしいものを味わわせていただいたよ。


    　なんつーか、あれが私に向かって悪あく態たいをついている声が、とてつもなく生々しかったんだ。


    　前足を組んで偉そうに喋しやべっていたあの姿に、少しも違和感がなかったんだよ。


    　なまじガキのころから化け猫と呼んでいたせいか、もうリアリティありすぎ。


    　そう……まるであいつが本物の化け猫であるかのように────。


    　いやいやいや。ないない。ないわぁ。


    　というか……考えたくもない。正直、ヘコむ。


    　これ以上思い出したら、次にあいつを見かけたとき、きっと逃げだしちゃうわぁ。


    　だから私は考えるのをやめて、くらくらしている頭のこめかみを押さえながらベッドから下りた。


    　……なんだか脳天の辺りも少し痛かったが、それも気にしないようにした。


    　代わりに、寝汗をめっちゃかいていることが気になった。


    　……無理もないか、あの悪夢だもんな。汗ぐらいかくよ。


    　私は無む造ぞう作さにベッドの横に落ちていた白いＴシャツを拾って、スンスンと臭においを嗅かいだ。


    　これを最後に洗ったのは……確か三日前だったか？


    　よし、おけおけ。全然、大丈夫だね。多少かぐわしい程度は、まるで問題なし。


    　外出用のサマーセーターを脱ぐなりベッドに放り投げ、私はすぐさま皺しわのよったＴシャツに首を通した。


    　──三秒ルール改め、三日ルール！　……三日三晩は休ませないぜ、フッ。


    　なぁんて頭をポリポリかきながら、くっだらないセリフを心の中ではきつつ、勢いよくホットパンツも脱ぎ捨てた。


    　そのままパンツ一枚で、これまた三日もののジャージがどっかにあったな、と床を這はいながら探す。


    「………………あれ？」


    　──ちょっと、待て。変だ。


    　私…………いつ家に帰ってきたんだ？


    　確か春はる子こさんに線香をあげてから、桜さくら子ことそのまま居間で話して、そんで桜子ん家の玄関を出て、その後いつもの一本道を歩いてて、それで……そんで、あの祠ほこらから狐きつねが……って、でもそこは夢であって……えっ？　────ええぇぇっ!?


    　波が引くように、全身からさぁっと血の気が失うせる。


    　おかしい……おかしすぎるよ。あれが夢なら、私はいったいどうやって家まで…………。


    　そうして私が頭を抱える寸前で、


    「おい」


    　と、ベッドのほうからやたらとハッキリした空耳が聞こえたんだ。


    　………………。


    「アホたれ、こんなにハッキリとした空耳なんかあるか。ちゃんと吾わが輩はいのほうを見んか」


    　目を大きく見開き、声に言われるがまま、軋きしみそうな動きでベッドへと顔を向ける。


    　しかし──いない。


    　ベッドの上はおろか、私以外にはこの部屋に誰一人としていない。


    　ヒクヒクと引きつる頰ほお。


    　勝手に漏もれる、乾いた笑い。


    　そうして私の喉のどから裂けんばかりの悲鳴が上がる直前で、ベッドの上に投げ捨てたサマーセーターがひとりでに動きだしたんだ。


    　座ったままびくんと跳びはねた私は、その場でペタンと女の子座りになる。


    　セーターだけがもぞもぞとベッドの上を這はっていた。


    　それを目の前に、私は声すらも出ない金かな縛しばり状態。


    　そしてセーターの下から這い出てきたのは──見覚えのある、一匹の猫だった。


    　怪奇現象としか思えないさっきの男の声など一瞬忘れ、私は自分のセーターからむっくりと顔を出した、私の部屋にいるはずがない藤ふじ里さと家けの愛あい猫びようを凝ぎよう視ししていた。


    「ば、化け猫っ？　なんで、おまえがここに……」


    　その問いかけは理解を超えていたため、私の意識が口からあふれ出ただけであり、別に誰かに返答を求めていたわけではない。


    　なのに、そんな言葉に、斜め上から答えが返ってきたんだ。


    「ばかたれが。屋根裏で気絶したおまえを運んでやった吾輩に向かって、その口のきき方か？　昔からかねがね、どうしてもおまえに言わねばならんと思っていたことがある。吾輩を化け猫などという下品な輩やからと一緒にするな。──吾輩は、猫ねこ又またである」


    　そう言って、固まった私を前に化け猫は怪談に出てくる猫みたいに、にんまりと笑ったんだ。


    　それはまさに、さっき見た悪夢のとおりの笑い顔だった。


    



    
      ◆ ◆ ◆

    


    



    「──吾わが輩はいは、猫ねこ又またである」


    　おー、おー、さすがに驚いとるなぁ。


    　──パンツ丸出しで。


    　鳩はとが豆まめ鉄でつ砲ぽうを食ったような顔、というのはこういう顔かぁ。口だけを金魚のようにパクパクさせおってからに、察するに声も出んというところだな。


    「なんじゃ？　言いたいことがあるなら、はっきり言え」


    「おおおお、おっ、おまえ！　本当に化け猫だったのかあぁぁっ！」


    「貴き様さまの耳は餃子ギヨーザか？　化け猫でなく『猫又』だと言ったろうが」


    　と、吾輩は鼻息で髭ひげを揺ゆらし、自慢の二本の尻しつ尾ぽまで揺らして見せてやる。


    「どっちでも同じだっ！」


    　……まったく、あんな低俗な化け猫と吾輩が同じだなどとは、失礼極まる話だ。


    　まあこの娘が、がさつなのは今日きように始まったわけではないからな。さっきはベッドに潜ひそんでいた吾輩にセーターを投げつけるわ、てっきり放置した洗濯物だと思っていたＴシャツを着るわ、色気だけは増しても性しよう根ねはランドセルを背負ってたころからまったく変わっておらん。


    　本当なら粗野に足が生えたようなこの小娘に、延々と尻尾の分かれたることの高こう尚しようさを語って聞かせてやるところだが、今は時間が惜しい。


    　ここは年長である吾輩が大人となって、目をつぶってやることにしよう。


    「まあ落ち着け、命みこと。何も吾輩、長年にわたって化け猫呼ばわりされてきた恨み言を言いたいわけではない。不本意ながらおまえに頼み事があって、こうして正体を明かしたのだ」


    「た、頼み事だと？　──バカ言うな！　誰が化け猫なんかの」


    「それが、桜さくら子この生命いのちに関わることであってもか？」


    　と言った途端に、命の表情が一変する。


    　相も変わらずわかりやすいやつだ。吾輩の目の色よりも、ころころと表情が変化する。


    「桜子の生命に関わることだと？　……って、おまえ、まさか！　桜子を食べる気じゃないだろうな！」


    　……まったく、この小娘は。


    　それとパンツ丸出しで凄すごむな、他ひ人と事ごとながら情けなくなる。


    「ふざけんな。化け猫の頼みなんか聞けるか！　騙だまされないぞ、私は」


    「……ほぉ、なら仕方ないな」


    「わかったなら、とっとと私の前から──いや、桜さくら子この前からも消えて、どっか行っちまえ！」


    「そうか、そうか。まあこのまま望みどおりに消えてやらんでもないがな」


    　と、両手を腰の後ろで組んで、さも意味ありげに命みことを見下ろしてやる。


    「なにぶん吾わが輩はいは猫ねこ又またゆえ、人間の文化に対する見けん識しきが足らんでな。貴き様さまを見込んで教えてほしいことがある。それに答えることができたなら、すごすごと引き下がってやろう」


    「…………なんだよ、突然に」


    「おまえが起きるまではおとなしく待っていようと思っていたのだが、あまりに暇ひまでな。失敬とは思いつつも部屋の中を拝見させてもらった。そしたら、何？　ちと妙なものを見つけてしまってな。是ぜ非ひとも聡そう明めいなる命殿にこいつが何なのかご教授いただきたいのだよ」


    　そうして吾輩はあらかじめベッドの中に隠しておいた本を一冊、ついと差し出した。


    　その本は薄っぺらいながらも色彩豊かなカラーの表紙で、厚手の紙の上では線が細く目が異常に大きく、どう見ても日本人と呼ぶには無理がある髪の色をした少年が二人、鎖さ骨こつを見せながら顔を寄せ合っていた。


    「これが音に聞く────ＢＬボーイズラブ同人誌か？」


    　瞬間、命の顔が蜜みつ蠟ろうで作った人形のように白くなる。続いて青くなり、そして赤くなった。


    　顔に張り付いてしまった表情は驚きよう愕がくそのものであり、開いたままの口はさっき吾輩が初めて声を出した衝しよう撃げき的瞬間より、なお二回りも大きかった。


    　──ふっ、愚おろか者めが。桜子には必死に隠していたようだが、貴様の趣味嗜し好こうなどこたつで丸くなっているだけでも丸わかりよ。


    　何しろ桜子とテレビを見ていると、時折おまえの目の色が変わるからな。


    　やはり吾輩の卓たつ見けんにくるいはなかった。


    　この女、腐っておるのだ。


    「そ、それを、どこから……」


    「どこからも何も、押し入れの中にちゃんと本棚があるではないか。あんなあからさまでは誰でもわかるぞ。しかし、さもありなん。こういった秘ひ蔵ぞうの本は目立つところには置けず、かといって取り出せんほどの奥にしまうわけにもいかんからなぁ。あれでも苦心した末の置き場所か？」


    　あわわわ、と命の口が震える。


    　ふふん、そうだろう、そうだろうよ。泡あわぐらい食うだろうとも。


    　貴様は腐ってるだけであきたらず、その趣味を隠してもおるようだからな。


    「か、返せぇ！」


    　命が床の上から女め豹ひようのごとき跳ちよう躍やく力で、吾輩に襲おそいかかる。


    　しかしそこはそれ。哀かなしいかな、いかに豹を真ま似ねようともやはり人間だ。


    　吾輩は二本の尾で同人誌を挟むと、本物の獣けものの動きでひらりとベッドから飛び降りた。


    　無ぶ様ざまに顔からベッドに突っ伏す命みことを尻しり目めに、吾わが輩はいは尻しつ尾ぽで器用に本を開く。


    「しかし面めん妖ようよなぁ。何ゆえにオスとオス同士を絡からます？　衆しゆう道どうか？　一応は女の範はん疇ちゆうであろうおまえがこんなのを見て、何が面白いのだ？」


    　命の顔が火でも出たかと思うほど、瞬時に赤くなった。


    　それは怒りのようでもあり、恥じらいのようでもあり、おそらくは両方なのだろう。


    「返せって言ってるだろ、この化け猫っ！」


    　再び、吾輩に覆おおいかぶさらんとするが、学習せぬ浅はかな娘だ。


    　吾輩は四し肢しのバネを大きく利かせて、今度は部屋の反対側、机の上にまで跳ねてやった。


    「まあ貴き様さまがどんな趣味をしとろうがどうでもいいことだがな。──しかしな、やはり吾輩の見けん識しきが足らんのだろうな、この本にはどうにも不ふ可か解かいで、解げせんことが一つだけあるのだ」


    　そう言って吾輩は命に向かって最後の頁ページ、専門用語で〝表３〟と呼ばれる箇所を開いて見せた。


    「この本の最後にある奥おく付づけ、そこの著者の名がな──神かん波ば美琴、となっておるのだよ。どこかで聞いたことがあるような響きの名だと思うのだが、いかんな、年だろうな、どうにも思い出せん。おまえさん、心当たりはないかね？　──のう？　命よ？」


    　言葉も出ん、とはまさに今の命のためにある言い回しだろう。


    　昨日きのうまでただの猫だと思っておった吾輩に、自分が腐ふ女じよ子し、それもＢＬ同人作家だという事実を曝あばきたてられる。


    　まあ悪夢のさらに斜め上を行く展開なのは間違いないな。


    　同人誌を掲かかげて命を見下ろす吾輩と、ただ呆ぼう然ぜんと吾輩を見上げる命。


    　たっぷり十秒はその構図のままで固まっていただろう。


    「あれ？　帰ってきてんの、姉ちゃん！」


    　緊張を破ったのは、階段の下から聞こえてきた声だった。


    　声変わり前の未成熟な男子の声、吾輩も命の家族構成ぐらいは知っている。命の弟だろう。


    「帰ってるんなら、なんで声かけないんだよ。母ちゃん怒ってんぞ、メシが片づかないってさ」


    　と、トントンと階段を上る足音が聞こえてくる。その音で命もハッと気がついたらしい。睨にらみ合う吾輩をそっちのけで、ドアへと駆かけ寄った。


    　そうだろうな。ここはおまえの家だ、おまえの家の人間がおる。妖よう異いたる吾輩とたった二人で部屋に閉じ込められたわけではなく、いつでも助けを呼びにいけるし、そして今の状況のように家か人じんが入ってもこられるのだ。


    　さっきみたいにドタバタと跳びはねては、気づかれて当然。だから家の者には気づかれぬよう、せっかくこっそりと窓から運んでやったのになあ。


    　──おまえのために。


    「私の部屋ってのは失敗だったな、化け猫。二人がかりでひっ捕まえて、三しや味み線せんにしてやる！」


    　馬ば鹿かめっ！　家の者が乱入してくるような事態を吾わが輩はいが想定していないわけがなかろう。


    　できればこうならぬよう穏おん便びんに事をすませてやりたかったが、いたしかたない。


    　吾輩は跳び乗っていた命みことの机の引き出しを開ける。鍵かぎは家や捜さがしをした際に壊しておいた。


    　どう考えたってココが怪しいからな。親に養われている子どもが持てる鍵など、せいぜい自分の机ぐらいのものだ。


    　案の定、中には科目のバラバラな参考書がびっしりと詰められていて、しかしそれは上うわっ面つらだけであり、この下は違うのだ。


    　男子ならさしずめエロ本やＤＶＤなのであろうがな、こいつの場合は──。


    　命の手がドアノブをつかむ。そして扉とびら一枚を隔へだてたところに来ている弟に助けを求めようとしたのとほぼ同時に。


    　吾輩は引き出しの中から抜き出した紙束を、部屋の天井に向かって盛大にばら撒まいた。まるで花はな吹雪ふぶきのごとく、ひらひらとＡ４サイズの紙が部屋を舞う。


    　コミック用紙だった。


    　それも新品ではない。鍵のかかった引き出しの中、参考書のバリケードで守られていたものが、そんな白紙のはずがない。


    　部屋の中を舞うのは、美少年と美少年だけで織り成される桃とう源げん郷きよう。


    　今、吾輩の中だけで注目度ナンバーワン、話題の神かん波ば美琴先生の渾こん身しんの玉ぎよつ稿こうだった。
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    「入るぞ、姉ちゃん」


    　部屋の外からノブが回り、ぎぃと軋きしむ蝶ちよう番つがいの音と同時にドアは──────開かない。


    　ばたんっ！


    　と、電でん光こう石せつ火かで動いた命みことがドアを背中でもって全力で押し返したのだ。


    　額ひたいでもぶつけたのだろう、ドアの向こうで「ひぎゃ！」という蛙かえるの潰つぶれたような声がする。


    　ハァハァと肩で息をする命。まさにその目と鼻の先をコミック用紙が舞い落ちていった。


    　それは床にたどりつくなり、金目銀目の意地悪そうな少年が黒髪の目つきの悪い青年をベッドの上に押し倒すという痴ち態たいを、たっぷりと作者自身に見せつけている。


    「……いってぇな！　何すんだよ、姉ちゃん！　開けろよ」


    「うるせぇ！　…………今、着替えてるんだ、入ってくんな」


    　……まあ、パンツ丸出しなのはそのとおりだが、『着替え』だなどとよく抜かすわ。


    「はぁ？　何言ってんだよ。姉ちゃんのパンツなんかどうせお得意の三日ルールとやらで、汚れてるだけなんだから──」


    「黙れッ！　くそじゃりっ！」


    　再び開きかけたドアを、命はさらに強く押し返す。今度は鼻でもぶつけたのか、「ぶぎゃ！」という悲鳴がドア越しに聞こえた。


    　……よもやと思うが…………おまえ、まさか下着までもそうなのか？


    「もう怒ったからな。こうなったら姉ちゃんの晩メシなんて全部食ってやる！　せっかくのハンバーグだったのに、姉ちゃんなんかニンジンとブロッコリーだけで三杯メシすればいいんだ、バカぁぁっ！」


    　涙目な捨てゼリフを残すなり、ドタドタとけたたましく階段を下りる音がした。


    　……この家は、昭和か。


    　足音がやむと同時に、命はドアに背を預けたままずりずりと崩れ落ちてうなだれ、魂たましいすら抜けていきそうな息を吐きだした。


    　ベッドの上に落ちたコミック用紙の中から一枚、件くだんの金目をつぶった少年が銀目だけを見せ命に向かって嫣えん然ぜんと優しく微笑ほほえんでいた。


    　……どうでもいいんだが、オッドアイって、美み琴こと先生のセンスは何年前──いや、何十年前なんだ？


    「さていろいろと取り込み中のところ非常に申しわけないのだが、一つ桜さくら子こにもこの美琴先生の件を検証してほしいので何冊かもらって──」


    「はい！　大変申しわけございませんでしたっ！」


    　今の弟とのやりとりが完全にこいつの心をぼきりと折ったのだろう。


    　それはそれは、見事な土ど下げ座ざだった。


    　…………まったく最初からそうしておけばいいものを。余計な手間かけさせおって。


    「化け猫様、どうぞこの神かん波ば命みことを煮るなり焼くなりとお好きにしてください。ですから何とぞ、なーにーとーぞー、その手にあるものだけは桜さくら子こを含め、世間様にはご内密に」


    　とりあえずはその『化け猫様』を矯きよう正せいしたいところだがな、まあ今はよしとしよう。


    「安心しろ、鍋なべ島しまの化け猫なんぞと違って高こう尚しような猫ねこ又またたる吾わが輩はいは人なぞとって喰くわん。ちと頼み事をしたいだけなのだ。すまんが──桜子を、助けてくれ」

  



  
     巻ノ四　圧倒的戦力差を埋めるもの


    



    「準備はいいか？」


    　スニーカーの紐ひもを結び直していると、魔法少女がくるくると舞っているリュックを背負った化け猫が、声をかけてきやがった。


    　ちなみに返事はできない。背中の魔法少女のステッキがピンクなことをからかってやろうにも、口を開けないんだ。


    　──なんでも、人の息というのは生せい気きなのだそうだ。息い吹ぶきにはその者の生命いのちが混じりこんでいる。大きく呼吸をすれば、それだけで自分たちの居場所を知らせてるに等しい、のだそうだ。


    　ましてや魂たましいが乗りやすい声などは言わずもがな、ということらしい。


    　──そんな言わずもがな、とか言われたって知らないよ。


    　おまけに私の口の中には一枚の木片が入っている。墨すみでうにょうにょと何か文字みたいのが書かれたこいつを、化け猫は口に含んでろというのだ。それで私の「発する気がごまかせるのだ」と、私が私でなくなり「桜子になるのだ」という。


    　細かいことはよくわからんけど、まあとにかくそう言われたのでしぶしぶとくわえている。


    　ともかく声を出せないので、もはや私には二足歩行を隠さなくなった化け猫を、思いきり上目遣いで睨にらんでやった。


    　ったく、なんでこんなやつの言うことを私が聞かなきゃいけないんだか……。


    　でも、それはしょうがないんだ。


    　だって私はこいつに、こんな化け猫に神かん波ば美琴全集を奪われているんだから。


    　具体的には、今までイベントで作った同人誌の在庫を、すべて一冊ずつ持っていかれた。


    　──まずい。とにかく、これはまずすぎる!!　特に私がまだリアル中二だったころのものは、黒なんてもんじゃない。暗黒歴史だ。


    　あのころの本を知り合いに、ましてや桜さくら子こにでも見られようものなら、きっと私の精神はいとも簡単に崩ほう壊かいするだろう。あれを人質にされるぐらいなら、このけったいな生き物の言うことに「はいはい」と従っていたほうがまだマシだ。


    　だから逆らいたくなるのをここはぐっと堪こらえて、心の中で言い返す。


    　──いいわけねぇだろっ！　卑ひ怯きような手段を使いやがってよぉ！　……くうぅぅぅ！


    　そんな私の血の涙が流れそうなジト目を、化け猫はにんまりとしながら受け止める。


    「よし、いくぞ！」


    　──よくねぇ、けどな！


    　と、私の意思をいっさい無視して、藤ふじ里さと邸ていの玄関から飛び出した。私もその後を追う。


    　外は、山の頂点に日が差しかかっている。春の、青々とした景け色しきをじんわりと朱が侵しん食しよくしていた。その朱も空に残っているのは西側だけで、これから私たちが向かう東側は早くも薄うす闇やみになろうとしている。


    　まあ一般的に言えば夕暮れ時だ。


    　しかし化け猫が言うには夕暮れ時というのは、大おお禍まが時とき。


    　すなわち、逢魔が時となるらしい。黄たそ昏がれ──誰たそ彼かれ。魔物と出で逢あう時刻なのだそうだ。


    　夕日を背に、昨日きのうの竹林とは逆の方角、化け猫と私は藤里邸の裏手にある小山を目指す。


    　これから何をするのか、そして今何をしようとしているのか。これまでの経けい緯いを含め、だいたいのことは化け猫から聞いていた。


    　化け猫が猫ねこ又またで陰おん陽みよう師じだったり、藤里家が昔からの陰陽師の家系だったり、天井裏には本当にあの毛むくじゃらのヤクモが住んでいたり、それにもかかわらず当の桜子はこのことを何一つとして教えられていなかったり、と。


    　まあツッコミどころ満まん載さいすぎて、どこから手を出したらいいのかわからんわぁ。


    　それから、あのときの夢が夢じゃなかったり、春はる子こさんと化け猫が封じていた狐きつねの封印が破れていたり、私は狐に騙だまされたり、そして桜子の生命いのちが風前の灯とも火しびであったり…………とね。


    　その話がどこまで本当かを知る術すべは、私にはないさ。けどそれを私に語った化け猫は、そんな常識外れな話が、決してただの妄もう想そうや噓うそではないと存在で証明している。


    　それに知らなかった、騙されたとはいえ、狐の封印を直接破ったのは私のようなもんだしな。あれが本当に春はる子こさんが作ったものだっていうのなら、そりゃ責任を感じるよ。


    　だからさ、私はこいつを信用することにしたんだ。


    　わかってる。こいつは化け物だ、化け猫だ。


    　でもさ……本当は、噓うそだっていいんだよ。騙だまされたっていいんだよ。


    　それで桜さくら子こが無事ならさ。私はいくらだって。


    　化かされてやるともさ。


    　喋しやべり出す前から、元々生意気そのものだったこの化け猫にな。


    「…………すまんな」


    　薄うす闇やみの中を並走しながら、聞き取れるかも怪しい声でポツリと化け猫がつぶやいた。


    　対して私は口を開けない。大きく息をしないよう、木札は口にくわえたまま、必死に呼吸を小さく整えている。


    　──いいよ、桜子のためだもんな。桜子を狐きつねに喰くわせるなんて、そんなこと絶対にさせやしねぇよ。もしそうなったら、春子さんにだって顔向けできやしない。私にやれることがあるならなんでもしてやるさ。


    　そう、たとえ自分の命を懸かけたってな。


    　だから────だからさ…………。


    　おまえ、これが終わったら絶対に私の本、返せよなっ！


    　そんな心の叫びがまるで通じたかのように化け猫は、猫にはできないしたり顔を見せる。


    「まあ気が向いたらな」


    　……絶対に通じてるよ、これ。おまえ間違いなく返す気ないだろ。


    　とにかく、私たちは走る。


    　そんな私たちの前に、古びた鳥居が見えてきた。一般家庭で育った私からしたら、極めて広大な藤ふじ里さと邸ていの敷地。その裏側の出口だ。


    　これも化け猫から聞いている。


    　正確にはあの鳥居は藤里邸の敷地を区分するためのものじゃなく、裏山そのものを祀まつるための鳥居なんだそうだ。


    　山は神の世界。


    　そして、魑ち魅み魍もう魎りようの世界。


    　あそこが境界線らしい。あの向こうは山であり、山は人の住む領域じゃなくて、あの鳥居の手前までが人の世界なのだそうだ。


    　つまりあそこが、藤里邸の結界の終わり。


    　──鳥居を抜けたら、そこからは全力で走れ。距離を稼かせげば稼ぐほど、桜子とおまえと吾わが輩はいの助かる確率は高くなる。


    　そう、言われている。


    　だからここからが本番だ。私の息は早くも切れかけているが、ここからが勝負なんだ。どうにかしないといけない。できる限りはやるさ。


    　桜さくら子このために、走れるところまで走ってやるよ！


    　そう心で再確認しながら、私は鳥居をくぐり抜けて──、


    



    「どこに行くつもりだ？」


    



    　私の顔のすぐ真横、耳元で囁ささやける距離にいきなり首が吊つり下がってきたんだ。


    　私の頭よりも大きい巨大な、逆さまの狐きつねの顔。


    　同時に私の足元を走っていた化け猫が、ぐんと加速した。──いや、違う。速くなったは速くなったんだが、走っているんじゃない。


    　……吹き飛ばされたんだ。


    　鳥居の真ん中から垂れ下がった、だらりとした獣けものの腕。化け猫は、そいつで後ろからなぎ払われたんだと思う。


    　まるでサッカーボールか、ゴミ屑くずかのように化け猫の体は土煙を上げながらゴロゴロと転がっていき、最後に激しく木の幹にぶつかった。


    　あとはその根元で横倒しとなり、それきりぴくりとも動かない。


    　声を出さずにとっさに呑のみ込んだのは、ただの偶然だった。あるいは、あまりの展開に啞あ然ぜんとして舌が動かなかったのかもしれない。


    　とにかく私はあまりのことに鳥居の下で足を止めてしまって、そんな私の首筋を粘ねん液えきに包まれた生暖かい舌がゆっくりと一舐なめにした。


    「どうやって迎えにいってやろうかと考えておったら、よもや自みずから出てきてくれようとはなぁ」


    　息を吹きかけるように囁かれた声が、延えん髄ずいで怖おじ気となり背骨の中に充満する。反射的に首を上へ向けた私が見たものは、八本の尾と四し肢しを鳥居に絡みつかせた狐だった。


    　狂気にも近しい優ゆう越えつ感かんを宿した目が、すぐそこから私を見つめていた。


    「待ち焦こがれていたぞ、この瞬間を」


    　するすると気持ちの悪い、まるで蛇へびのような動きで狐が柱をつたって降りる。


    「あのときの赤子が、こんなにも美う味まそうに育とうとはなぁ」


    　それからぐにゃりとした体に骨が生じたかのように、目の前で立つ巨大な狐──八はち尾び。


    　巨体ゆえ前肢あしの上に乗るその逆三角の頭の高さは、もはや私の視線の位置と変わらない。


    「桜子──確か、そんな名だったか？」


    　あ、あぁぁ……、と漏もれそうになる声を、桜子という名を聞くと同時に、私は両手で口をふさいで堪こらえた。


    　──ダメだ、声を出したら。ばれちまう。私が桜子じゃないって。身代わりだって。


    　動けない私の首筋を、湿しめった蛇へびのような舌が再び舐なめ回した。


    　肌はだから染み込んでくるおぞましい感触と、鼻を満たす生臭い獣けものの息。泣き声とも悲鳴とも区別がつかないような、表面張ちよう力りよくのように延々とせり上がってくる声を、私はひたすら呑のみ込み続ける。


    「逃げようとしていたわりには、おとなしいではないか？　恐怖のあまりもう動けぬのか？」


    　そしていやらしく狐きつねの眦まなじりが下がると同時に、抵抗できぬまま私は押し倒されていた。巨大な四し肢しが手足を押さえつけ、かかった重みで激痛が走る。まるで身動きがとれない。


    　──怖い、怖い、怖い、怖い、怖い。


    　気がつけば、勝手に涙があふれていた。


    　私が怯おびえるその様を見て、八はち尾びがさらに口元をほころばせる。


    「安心しろ、そう苦しませはせん。一口で喉のど仏ぼとけまで喰くろうてやるからな」


    　そう言い三み度たび舌を伸ばして私の喉元を舐めずり回し、それから、がばりと口こう腔こうを開けた。


    　私の視界がすべて鮮あざやかなピンクで覆おおわれる。


    　これから何が行おこなわれるのか半分は理解し、けれど半分はわけがわからず呆ぼう然ぜんとした。


    　口の中で蠢うごめく長い舌が、狙ねらいを定めるように私の喉へと巻き付く。それをただ眺め、そしてぐっと目をつぶりそうになったところで──いきなり私の視界が開けた。


    　夕焼けの、半ば以上が既に夜に侵しん食しよくされた空が見えた。


    　私の鼻と鼻先が触れそうな距離で語りかけていた八尾の首が、九十度横へと向いていたのだ。


    　同時に私のこめかみのすぐ横を、カードがひらひらと落ちていく。


    　さっきまで倒れて動かなかった化け猫が、いつのまにか起き上がっていた。その手には、つい今しがた私の目の前に落ちたカードと同じものを、短い指で何枚も挟んでいる。


    「もういい！　口に含んだ木もく符ふを吐き出せ！」


    　化け猫がそう叫んだのが聞こえたけど、私は口を動かさない。


    　──怖い。怖いさ。怖いよ。


    　もう涙がこぼれ続けて仕方がないほど、どうにもならないぐらい怖い。


    　でも……この狐の化け物は、さっき私を、桜さくら子こと呼んだんだ。ならここで私が正体を明かしてしまったら、こいつはどうする？　この化け猫なんぞとはあまりに格が違いそうな化け物は、私が桜子でないとわかったらどうする？


    　それを考えると、吐き出せなかった。


    　私がこうしてこれをくわえていないと桜子が…………。


    　私の様子を見て、面倒臭そうに化け猫が舌打ちするのが聞こえた。


    「いいか、よく聞け、八尾！　おまえが今喰らおうとしている娘はな、桜子ではない！」


    　横に向いていた八尾の首がぐるりと化け猫のいる方向に回転する。


    　途中で見えたその目からは、先ほどまでの狂熱が消え、静かな怒りが宿っていた。


    「──ほぉ、そうかそうか。しかしな。どうして我われがおまえのそんな戯ざれ言ごとを信じねばならん？」


    「信じる信じぬは、確かに貴き様さまの勝手だがな。しかし吾わが輩はいはあえてもう一度言うぞ、その娘は藤ふじ里さとの嫡ちやく子しではない」


    「まあ仮にそうだったとしようか、されど貴様と違ってこいつは猫ではあるまい？　そんなことは喰くらってみてから確かめればいいことだとは、思わんか？」


    　と、八はち尾びは閉じた口の隙すき間まから舌なめずりをする。


    　そんな八尾のもっともな言葉に、化け猫は両の前足の先を曲げてやれやれといった仕草を返した。


    「吾輩はな、おまえの腹を案じて言ってやっておるのだ。吾輩すらまずくて喰えんと抜かしておる奴やつが、よもやそんな娘を喰らおうとは、敵ながらあまり不ふ憫びんでな」


    「……どういうことだ？」


    「いいだろう。はっきり教えてやるわ、その娘はな、どうしようもなく──腐っておるのだ」


    　──ぶほっ！


    　と、あまりの発言に思わず木もく符ふごと噴きそうになった。


    「はっ、何を抜かすかと思えば、腐っておるのは貴様の脳味み噌そであろう？」


    「わかっておらんなぁ、所しよ詮せんはおまえも提ちよう灯ちんの時代の骨こつ董とう品ひんよな。よく憶おぼえておくがいいさ。最近の人の娘というのはな、腐るのだ。その娘のようにな。一部に限りもうどうにもならんほど、腐りおるのだよ」


    　──んだとぉっ！　あの、化け猫がっ！　言いたいことを勝手に言いやがって……。


    「よいか、何度でも繰り返すぞ。その娘はな、腐っとる。ああ、もうどうにもならんほどにな。賞味期限などガン無視で、糸なんぞどこまでも引きまくるぞ。ついでにな、趣味だけでなく、心こころ根ねも性しよう根ねまでもが徹底的なまでに────とことん、腐っておるのだっ！」


    「って！　うるせぇぇっ！　そんなことベラベラと喋しやべんなよっ！　──あぁ、そうだよっ！　おまえなんかに言われたくねぇけどな、そのとおりさっ！　そうですよ、そのとおりですよっ！　私は腐ってるよ、腐ってますとも！　えぇ、えぇ。ごりっとまるごと頭のてっぺんから爪つま先さきまでも、おはようからおやすみまでの間の妄もう想そうすべて、全部が全部とも全ぜん身しん全ぜん霊れいで腐ってますけど、それで何か悪いんですかぁ!?」


    　気がつけば、私は思いのたけを全力で吐き散らしている。


    　ついでに桜さくら子この髪の毛を巻いた木符が、私の口から飛び出していた。


    



    
      ◆ ◆ ◆

    


    



    　唾つばと一緒に命みことの口から飛び出た木符が、思いきり八尾の横よこっ面つらに当たる。


    　それを目まの当たりにして、命が「あ」という間の抜けた声を上げた。


    　命みことに向き直る八はち尾び。


    　その狐きつね目めが少しだけ丸くなったのは、おそらく気のせいではなかろう。


    　木もく符ふを吐き出した今、八尾の目に映っているのは、目も眩くらむような霊れい脈みやくを持つ藤ふじ里さとの嫡ちやく子しではなく、多少勘はいいがそれだけの、そんじょそこらに転がっているような小娘に戻っているはずである。


    　鼻筋に皺しわを寄せ、ガチリと八尾が犬歯を嚙かみ合わせる。


    　──そうだ、そんな小娘一匹喰くったところで、とてもとても尾など生えやしない。せいぜい腹の足しになるぐらいのもんだ。


    　これでわかったろう？


    　そして……命だっ！　ったく、世話の焼ける娘だよ。


    　確かに八尾の目を本物の桜さくら子こから逸そらし、おびき出すための身代わりを頼みはしたが、誰も本当に喰われろなどとは言っておらん。


    　仮におまえが身代わりとなって喰われて、それで助かっても桜子が喜ぶと思うか？


    　あの世でばったり出くわしても、春はる子こがおまえに「ありがとう」なんて言うと思うか？


    　勘違いもはなはだしい。面倒を増やすな。


    　おまえに万一のことがあれば、吾わが輩はいだって桜子にも春子にも顔向けできんのだ。


    「貴き様さま……よもや、本当に腐っておるのか？」


    　と、八尾に正面切って言われ、耳まで真っ赤かになる命。


    「う、うるせぇよっ！　悪いか、腐ってて。私が腐ってるからって、なんかおまえに迷惑かけたのかよっ！」


    　命がアホの子でよかった、本当によかったぁ──と、しみじみ感じる瞬間である。


    　狐相手に、何をムキになってるのやら。


    　言うまでもなく嚙み合っていない両者の会話だが、しかしここで重要なのは命が噓うそをついていないことだ。


    　相手は八尾、妖よう狐この頂点である。人間の目を盗んで行あん灯どん油あぶらをぺろぺろしていた時代から、人を騙だますことには余念がなかった狐の、王なのである。


    　こいつは、人間のなまなかな噓など容易たやすく見破るだろう。


    　が、もしその噓が噓でなければ？　当人が噓を言っていなければ？


    　それは噓を見破りたくとも、見抜きようがないということになる。


    　そして命は、確かに噓を言っていない。


    　本人がそう言っているように、間違いなく命は腐っているのだ。


    　……少々、洒落しやれがきつすぎる気もするがな。


    「おまえは屍しかばねの類たぐいなのか？」


    　確認するように八尾が訊たずねるが、屍という単語が本当にわからなかったのか、命は「へっ？」と、とぼけた声を返した。


    　八はち尾びが舌打ちして、命みことから離れる。


    　──よかったな、命。ちゃんとＢＬボーイズラブの神様に感謝しておけよ。吾わが輩はいもそんな神様は知らんが、この国には八や百お万よろずもおるのだ。きっと誰か一人ぐらいは担当しとるだろ。


    　それでも八尾は封印が解けてまだ一晩ばかり。とうてい満腹にはほど遠いだろうが、しかし腐っている食材を食べようとするほど落ちぶれてもおらんかったようだ。


    　どのみち、一般人を喰くうメリットなど八尾にはほとんどない。ともすれば今会話をした人間が、昨日きのう憑ひよう依いした相手であることすら覚えていないかもしれない。術師としての霊れい脈みやくを持たぬ普通の人間など、妖よう狐この王にとってはその程度の存在なのだ。


    「……矮わい小しような猫ねこ又またなんぞに力を振るうのは風格が問われるかとも思ったが、これは少し考えを改めねばならんようだな」


    　八尾がゆっくりと、鋭するどい逆三角の顔を吾輩に向ける。


    「こうもちんけな技でかき回されると、いささか苛いら立だちを隠し切れん」


    「ふん、何がいささかだ。おまえのその目、今すぐにでも吾輩を八つ裂きにしたいと語っとるではないか」


    　と、怒りに満ちた八尾の視線を自身に引きつけながら、吾輩はまだ倒れたままの命にアイコンタクトをとる。


    　──いいから、行け。


    　それで命もようやく我われに返ったらしく、思い出したように立ち上がった。


    　もう八尾は命になど目も向けない。


    　命が藪やぶの中へ消えようとする直前で、ちらりと吾輩のほうを振り返った。


    　──そうだ。おまえにはまだやってもらわねばならんことがある。頼んだぞ。


    　うなずき、命が走り去る。


    「今度はどんな計略だ？」


    「さてな。とりあえず『ここは任せて先に行け』と、往年の少年漫画の真ま似ねをしたかったのは確かだな」


    「……人間なんぞと馴なれ合う貴き様さまの言うことはよくわからんが、まあ勝手に策でも弄ろうしておるがいい。どうせ我がその気になれば、無駄なあがきになるのだからな」


    　と、しゃらんと音が聞こえそうなほど見事に、八尾が八本の巨大な尾を扇のように広げた。そして広げたその尾を、互いに擦こすり合わせる。


    　ぼっ、という音とともに光が生じる。それは擦った尾と尾の間に生まれた吾輩の頭ほどもある炎の塊かたまりだった。


    　そいつが八本の尾を擦り合わせた数だけ、計七つもの火の玉が尾の間に浮かんでいる。


    　──昔からの伝承に、狐きつねは尾を擦り合わせることで狐火を生むというのがある。今目の前にあるのがそれなのは間違いない。妖よう気きにより生み出した妖気の炎。吾わが輩はいの尾を擦こすっても、あんなものは生じぬ。狐きつねの妖よう異いだけに成せる技。


    　それも八はち尾びが生んだ狐火である。あれ一つにどれだけ濃密な妖気が込められていることか。


    　八尾が細い目をさらに細めるのを合図に、狐火がいっせいに吾輩へと襲おそいかかる。。


    　それらを少しでも相そう殺さいせんと、吾輩は手にしていた符を一気にすべて放つが、狐火が掠かすめただけでことごとく符は燃え尽きる。


    　そのまま七つの狐火は勢いをまったく減ずることなく迫せまり──。


    　次の瞬間、吾輩は頭のてっぺんから尾の先まで、全身が炎に包まれていた。


    「ヤモリの黒焼きは美味だがな、猫の丸焼きなどぞっとするわ」


    　火ダルマと化した吾輩を嘲あざけるように、八尾が哄こう笑しようする。


    　吾輩は全身を焼かれて、悶もん絶ぜつしながら地面をのたうち回る────。


    　という演技をひとしきりしてから、口の端をしたりとほころばせた。


    　火に包まれたままむくりと立ち上がり、濡ぬれた体から水を払うかのように一度だけ全身をぶるりと震わせた。


    　それだけでまとわりついた業ごう火かがすべて弾はじけ飛ぶ。あとはぴんぴんとした吾輩が、そこににょっきりと立っていた。


    「どうした？　音に聞く狐火もたいしたことないな。吾輩の毛一本すら燃やせとらんぞ」


    　八尾の思おも惑わくではいい具合のウェルダンになるはずだった吾輩の、その皮ひ膚ふはおろか毛先にさえも焦こげ跡一つない。


    　今度は目を皿のようにして吾輩を凝ぎよう視しする。さしもの八尾も、驚きを隠せていなかった。


    　そこにダメ押しするように、吾輩は自慢の二本の尾をくねらせて挑ちよう発はつする。


    　信じられんと呆あつ気けにとられる八尾を前に、そのままひょいと吾輩は山の中へ逃げ込んだ。


    　しばしの後のち、我われを取り戻したであろう八尾が獣けもの道みちさえもない藪やぶをブルドーザーのように疾しつ駆くし追ってきた。


    「どんな手品を使った、猫ねこ又またごときがっ！」


    　──よし、いいぞ。そのまま追ってこい。心中でほくそ笑む。


    　激げつ昂こうして声を荒らげる八尾を遠目で見ながら、吾輩は追いつかれないように、振り切らないように、いい案あん配ばいに速度を調整する。


    　格下と侮あなどっていた吾輩にからかわれ、業ごう腹はらな八尾は脇わき目めもふらずに追ってくる。


    　それを確認しつつ、ひときわ太い木の幹の死角に入った瞬間、吾輩は唐突に真横に向かって飛び跳ねた。すぐさま手ごろな木にしがみつき、爪つめを立てて一息によじ登る。


    　吾輩の軌き跡せきをなぞっていた八尾は、前方から姿が消えたと見るや急速に速度を緩ゆるめ、跳ねた辺りで首を左右に巡らしていた。


    　当然こんな目くらましで、本当に八尾を撒まけるとは思っていない。


    　というより、こんなことで吾わが輩はいを追うのを諦あきらめてもらってはむしろ困る。


    　血ち眼まなこで吾輩を捜す八はち尾びを眼下に、背負ったリュックを降ろして携帯電話を取り出した。


    　それにしても白とピンクが基調の衣装は焦こげ茶に変色し、溶けかけたプリントはよれて、曲がってはいけない方向へと人体が歪ゆがんでいる、そんな魔法少女。


    　うーむ……シュールである。


    　狐きつねが怪かい火びを用いるのは定番であるがゆえ、術具類を収納するこのリュックの裏地には昨日きのうのうちに火か難なん除よけの〈竈かまど神がみ加か護ごの符〉を仕込んでおいたのだ。加えて池から酌くんできた清水の桶おけの底に一晩浸つけて、たっぷりと清浄な水すい気きを付与してもある。


    　なのに、水は火に勝まさるというのに、このありさまだ。もし火難除けと水気の加護を施ほどこしておかんかったら、吾輩の体は形かた代しろに守られても、このリュックは消し炭となっていただろう。


    　まあそんなことはさておいて、吾輩は取り出した携帯の通話ボタンを押す。最初のコールも鳴り終わらんうちに電話は即座につながった。


    『旦だん那なか！　まだ生きてるな？』


    　と、やきもきした声で出たのは、ヤクモである。


    「とりあえずはな」


    　そう電話口に応えると、向こう側でほっと安あん堵どの息が漏もれた。──念話？　テレパシー？　……おいおい、ライトノベルの読みすぎではないか？　そんな荒こう唐とう無む稽けいなものが、一いつ介かいの猫ねこ又またと狢むじなでしかない吾輩たちに使えるはずもなかろう。


    『言われてたとおり、旦那が念を込めてあった形代は全部用意したからな』


    「すまんな」


    　形代とは──すなわち身代わりの人形である。


    　和紙を人（吾輩の場合は猫だが）の形に切り抜き術者の呼こ気きを与え、自身が被こうむるはずの災さい厄やくを代わって引き受けてくれる己おのれの分身だ。息は生せい気き。命みことにも言った気がするが、吐き出す息には己の生命の欠片かけらが宿っているのだ。


    　そうして用意できた形代が全部で十二体──八尾を封じた日から十六年もの間、一日も欠かすことなく念を込め、呼気を与え続け、なんとか完成したのが十二体である。


    　この今日きようという日のために用意していたその形代を、今現在吾輩は命のスペアとして惜しみなく使用しているのだ。


    「今、減ったのは七つか!?」


    『その通りだ今しがた燃えたのは、七つだ。あとはいの一番に丸まって潰つぶれたのが一つある。それも加えると残りは、もう四つだぞ』


    　今燃えた数が七つ。


    　八尾が生み出した狐火もまた七つゆえ、あの狐火一つで、吾輩を殺すには十分に足りるということだ。


    　最初の一つは、鳥居を抜けると同時に八はち尾びになぎ払われたときのものだろう。


    　──そうかぁ、あのときでさえ、吾わが輩はいは死んでいたのか。


    　実際に十六年もの年月をかけて作った形かた代しろの半数以上が、僅わずか一瞬で消し炭である。もし再びあの狐きつね火びを一度にくらえば、それだけでもう吾輩はただの灰となるのだ。


    　つまり吾輩は計八度、既に八尾に殺されていることになる。


    　……さすがは伝説の九きゅう尾びに肉にく薄はくする妖よう狐こだ。


    　いかに陰おん陽みよう道どうを修していようとも、吾輩と八尾の力の差は比するまでもない。まるで同等以上のように軽口を叩たたいてはいるがその実、この勝負は戦艦とスワンボートが喧けん嘩かをしているようなものなのだ。吾輩もそれは理解している。


    「……わかった。おまえは形代が減るごとに、残りの数を教えてくれ」


    　そうして背負った魔法少女の横のファスナーを開け、通話したまま携帯を突っ込む。イヤホンをジャックに差し込み、頭のてっぺんの耳の穴へと放り込んだ。


    　こちらから会話はできないが、これで形代の残りの数──すなわち吾輩の残機数を常にヤクモから教えてもらうことができる。


    　残りは四つ──それが尽きぬうちに、なんとか八尾を誘導しなければならない。


    　一通りの状況確認を終え、吾輩は意を決して木の上から飛び降りた。


    　あえて多少の音を立ててやるとそれに反応し、少し離れた場所から八尾が振り向く。


    　心の内はそうあらざるとも顔だけは喜き色しよく満面に、二つの尾で八尾を招いてみせる。


    　黄色い顔を赤くした八尾が吾輩に向かって再び疾しつ走そうし、また全力の追いかけっこが始まった。


    　しかし八尾も馬ば鹿かではない。障害物の多い森での脚力勝負では、小柄な吾輩と五ご分ぶになることに気がついたのだろう。後方から例の狐火が灯ともる音がした。


    「いつまでもちょこまかしおって！」


    　その怒ど号ごうと同時に、速度は緩ゆるめずに吾輩は森の中で無理やり蛇だ行こうした。


    　すぐさま今しがた走っていた進路に、狐火がミサイルのように突き刺さる。


    　破裂音とともに雑草の繁しげった地面に穴が開き、土砂が吾輩の顔に降り注いだ。砂が目に入るも、それでも前へと駆かける足の力は弱めない。


    　すぐに第二、第三の狐火が吾輩を頭上から襲おそい、勘だけを頼りにそれを左右へとかわす。


    　しかし、そんなことでいつまでも避よけきれるわけがない。ついには何発目かもわからぬ狐火が、吾輩の尾の先に掠かすってしまった。


    　瞬間、体にガソリンでもかけられていたかのように、たちまち火ダルマと化す。


    　だが、それでも吾輩の足は止まらない。


    　走り続ける吾輩の体から、風に吹かれたかのように炎は散って消え、さらに足を速めて吾輩は逃げ続ける。


    『旦だん那な、また一つやられた！　残り三だ！』


    　ヤクモの声が耳の中でけたたましく響いた。


    　吾わが輩はいは形かた代しろのおかげでかろうじて無事なのだが、しかし背中の魔法少女は限界だったようである。肩掛けの部分に残っていた種火のような炎が、ついに守りを突破し肩紐ひもをプチンプチンと連続して切断したのだ。


    　──さらばだ、魔法少女。


    　走る吾輩の体からリュックが分離し、巻き込まれるようにして八はち尾びに踏みつけられる。


    　バキッという音がしたのは、中に入っていたデュエル用のアレが割れた音だろう。どっちも実に惜しいが、いたしかたない。


    　僥ぎよう倖こうなのは、携帯電話が残ったことだ。ファスナーを開けたままにしておいたのが功こうを奏そうし、ビニールの焦こげたイヤホンジャックとつながって吊つられていた。とりあえず二本のうち一本の尾で素早く巻き付かせ、背中に密着させる。尾が二本とも自由なほうが全力で走りやすいのだが、しようがあるまい。


    「猫ねこ又またごときがっ！」


    　背後から聞こえる怨えん嗟さの声。妖よう異いとしての格に誇りを持っている八尾には、吾輩ごときに己おのれの技が効かんのがさぞかし許せんのだろう。


    　八尾は自や棄けになったかのように、さらに数を増して狐きつね火びを降らせ始めた。


    　底なしの八尾の妖よう気きに戦せん々せん恐きよう々きようとしながらも、吾輩はなんとかそれらを避よけ続けるが、それでもさらにもう一度くらってしまう。


    『もう残り二だぞ！』


    　今にも焼けて切れそうなイヤホンのコードを通し、悲鳴のようなヤクモの声を聞いたとき────吾輩は、なんとか間に合った。


    　今まで暗い森の中で狭まっていた視界が、唐突に開ける。


    　そこは川岸だった。


    　森が途切れ、目の前には清流が流れていた。


    　十メートルにも満たない幅の渓けい流りゆう。こちら岸は川原かわらが延々と流れに沿って延び、緩ゆるやかなカーブを描えがいた対岸は高さ三メートル足らずの崖がけとなっている。


    　さすがに目的地に対してどんぴしゃとまではいかなかったか。森の中を逃げ回りながらだったので、やむをえまい。


    　それでもあと少しだった。


    　三十メートルばかり上流の対岸に、ひときわ大きな巨木が周囲の木々から頭を出してそびえている。あの木の根元がゴールだった。


    　数キロにわたって狐火をかいくぐりながらここまで逃げてきたことを考えると、それはもう目と鼻の間より近い距離と言えた。


    　そしてその安あん堵どが油断につながったのだろう。つい気を緩め、吾輩はしばし足を止めてしまったのである。それが失敗だった。


    　急ぎ最後を一気に詰めようと再び駆かけ出すより早く、頭上から大きな影が舞い降りた。


    　吾わが輩はいの前に、憤ふん怒ぬの光を目に宿す八はち尾びが立ちふさがったのだ。怒りのためだろうか、八本の尾はぱんぱんに膨れ、さらに一回り大きくなっていた。


    「どんなタネかは知らぬが、八尾たる我われをよくぞここまで小こ馬ば鹿かにしてくれたものよ」


    　不ふ敵てきな表情は微み塵じんも変えぬまま、それでも吾輩はひそかに歯は嚙がみした。


    　──なんという迂う闊かつっ！　あと僅わずか、ここから目で見える距離だというのに。


    「あの陰おん陽みよう師じのババアであればいざ知らず、貴き様さまごときに見せるのはもったいないと思っていたのだがな」


    　その声と同時に前触れもなく、八尾の肩がぼこりと膨れあがった。


    　その歪いびつな肉の膨らみはすぐに前肢あしまで広がり、胴へ、顔へ、後ろ脚へと八尾の全身を侵していく。ぼこぼこと膨張を続ける肉はどこまでも膨れ、体をくまなく覆おおう黄土色の毛は赤黒く変色し、脇わき腹ばらからは存在せぬ腕が生え、両の耳の下からは顔が浮き出した。


    　数瞬の後、八尾の体の膨張が止まったときには、猫ねこ又またである吾輩では首を直角に曲げねば全ぜん貌ぼうを拝めぬほど巨大な、異い形ぎようの人ひと型がたが存在していた。


    　赤しやく銅どうの肌はだに、不ふ動どう明みよう王おうと同じ憤怒の形ぎよう相そう。腕は人よりも二本多い四し臂ひに、顔は左右にもう一つずつある三面。


    　八尾が化けたのは『稲荷いなり明みよう神じん』だった。


    



    
      ◆ ◆ ◆

    


    



    　稲荷明神と化した八尾の巨体が、吾輩の眼前にそびえ立つ。その丈は並の大人の三倍はあろう。


    「……ほぉ、『書紀』に記されたウカノミタマノミコトでも、豊とよ川かわ稲荷の荼だ吉き尼に天てんでもなく、稲荷明神とはな。なんとも胡う乱ろんで、狐きつね臭いものに化けたではないか」


    　────まずい！　ここまできて、これはない！


    　こんなのは完全に吾輩の力量から逸いつ脱だつしている。いかに実体は八尾とはいえ、仮にも明神の似姿だ。相手は神だ。正面から向き合うなど、論外もいいところだ。


    　胃が縮み、鼓こ動どうが速くなる。


    　吾輩が猫又であって心底よかったと思った。もし人間であれば、毛のない額ひたいから流れる汗で吾輩の強がりなど一目で見抜かれていただろう。


    『黙れ、小物が』


    　あまりに巨大なものに化けたせいで、八尾の声が大気を激しく震わせる。あふれる妖よう気きと合わせ、ビリビリとした空気が吾輩の体の表面を撫なでた。


    『癪しやくだが、貴き様さま相手に狐きつね火びでは埒らちがあかんようだ。ならばこの口で嚙かみ砕き、一呑のみにしてやろう』


    　もとより吾わが輩はいの不死は形かた代しろによる仮かり初そめだ。狐火とて七つ受ければ七度死ぬように、あんな口で咀そ嚼しやくされ続ければ、形代などいくつあっても足りるものではない。


    「おやおや、猫は臭くて喰くえんのではなかったのか？」


    『仕方なかろう。そうでもしなければ、貴様は何度でも甦よみがえってきそうだからな』


    　──好こう機きは一度きりだろう。


    　でかい図ずう体たいであるがゆえ、その足元を走り抜けられればなんとかなるやもしれん。


    　一度抜けてしまいさえすればもう追いかけっこをする必要もないほど、目的の場所は間近なのだ。


    「なら猫ねこ鍋なべにでもしてみるといいさ。もっともそんなうすのろな姿で吾輩を捕まえることができれば、だがなっ！」


    　少々反則気味だが──意い表ひようを突くように、言葉半ばから吾輩は走り出していた。


    　目指すは股またの隙すき間まだ。巨体なればこそ、そこが死角にもなろう。あの股の間から見える地までたどり着ければ、吾輩の勝ちだ。


    　頭上から、吾輩の図体よりもでかい左手が襲おそい来る。


    　力を振り絞って加速し、その手をかいくぐる。


    　さらにもう一本。今度は右手が砂利じやりを巻き込みながら、吾輩をすくわんと迫せまりくる。


    　しかしそれも大きく地を蹴けって、八はち尾びの脛すねと脛の間を高跳びするようにしてやりすごした。


    　そして────抜けたっ！


    　八尾の膝ひざを横目にしながら、吾輩は股の間をくぐり抜けた。両の手は既にかわしてある。


    　そしてあと着地をするだけというところで──。


    　吾輩は自分の甘さと未熟さを痛感した。


    　前足が地に着く寸前、まるで車にはねられたような衝しよう撃げきが真横から吾輩を襲った。


    　何を思い違いをしていたのか、八尾が変化したのは稲荷いなり明みよう神じんである。


    　その腕は二本ではない。四本あるのだ。


    　八尾の二本目の右手が、吾輩をがっちりと捕らえたのだった。


    　図太い快活な笑いが、牙きばの生えた巨大な口からわき起こった。


    『どうした？　猫ねこ又また。口ほどにもなく、容易たやすく捕まってしまったではないか』


    　吾輩の足と同じ太さの指が、ぐいぐいと胴を締め付ける。


    　知らぬうちに吾輩の口から大きな呻うめきが漏もれていた。


    　苦く悶もんの表情を観察するかのように、八尾は吾輩の体を顔の正面へと近づける。吾輩を握る手にさらに力が込められた。


    『おい！　旦だん那なっ！　どうした、何が起きてる！　残りはもう一つだぞ──いや、ダメだっ！　これもすぐにちぎれちま…』


    　巻き付かせておいた尾の中、携帯が折れた感触が生々しく伝わってくる。耳の中に入っているイヤホンからは、もはや雑音すら聞こえてこない。


    　吾わが輩はいは必死で抜け出そうともがくも、まるで巨大な万まん力りきにでも挟まれたかのように、八はち尾びの指はびくともしない。


    　締め上げられた痛みが形かた代しろを通さず、いよいよ本格的に吾輩の体を蝕むしばみ始めた。


    　意識が遠のき始める。八尾がもう一層右手に強く力を込めるだけで、おそらく二度と吾輩は目を覚まさなくなるだろう。


    　だが────それでも吾輩は、諦あきらめるわけにはいかなかった。


    　吾輩が負けることは、許されんのだ。


    　ともすれば消えそうになる意識を、懸けん命めいにかき集めてつなげていく。かろうじて生きていようとも、意識をなくしてしまえばそれで終わりだ。


    　少しでも胴への締め付けを抑えるため、すべての力を四し肢しに込めて突っぱねる。


    　やがて、八尾の手が緩ゆるんだ。


    　吾輩を掌てのひらから解放し、親猫が子猫をくわえるかのように、親指と人さし指で吾輩の首の肉をつまむ。


    『解げに恐ろしきは陰おん陽みよう道どうよな。我われの手ごたえでは猫ねこ又またごときの命、とうに両手の指でも足らんほど散らしたはずだ。にもかかわらず、こうしてまだ貴き様さまは生きておるではないか。その事実、陰陽道の加か護ごの凄すさまじさは認めねばなるまいよ』


    　体中の節々が一つ残らず軋きしんでいる。


    　頭ず蓋がいの中が鉄の棒でかき回されたかのように痛む。


    　肺は抜け出たぶんの酸素を補ほ填てんするかのように、喘あえぎ続けている。


    　が──それでもまだ、吾輩は死んでいなかった。


    『しかし、猫又の陰おん陽みよう師じとはいえ、さすがにもう答えるだけの力もないか』


    　実を言うと、もう小指一本動かせぬ──というわけではない。


    　四肢はだらりと垂れ下がってはいるものの、まだ感覚は残っている。喉のども空気を通してくれている。決して楽ではないが、あと少しならば最後の力を振り絞ることもできよう。


    　だが、吾輩は動かない。八尾に首根っこをつままれたまま、ぴくりとも動かない。


    　諦てい観かんしたわけではない。


    　あと一度──八尾が咀そ嚼しやくすると言った以上、もう一度だけ訪れてくれるであろう好こう機きを、吾輩はただじっと待っているのだ。


    『我をここまで虚こ仮けにしてくれた陰陽道に敬意を表ひようし、やはり貴様は千の肉片へと嚙かみちぎってやろうぞ。光栄に思え。良薬は苦いというが、貴様の反へ吐どが出そうな味は自戒として永えい劫ごうに覚えておいてやるわ』


    　吾わが輩はいを吊つる指が高度を増した。口を大きく開け、吾輩をつるりと一呑のみにする気だ。


    　妙な表現だが、高こう慢まんゆえに律りち儀ぎに有ゆう言げん実じつ行こうする八はち尾びの性しよう根ねに、吾輩は感謝した。


    　吾輩の足元に赤黒い巨大な口こう腔こうが広がる。小さな池ほどもありそうなその口は、吾輩を一口にしてもまだ余りあるだろう。


    　たび重なる屈くつ辱じよくに八尾も懲こり、慎重を期して一気に放り込むような真ま似ねはしない。牙きばのような犬歯が並んだ口に、ゆっくりゆっくりと下ろしていく。


    　それがかえって好都合だった。


    　まさに足先が八尾の前歯の間を通り抜けんとしたとき、吾輩は動いた。


    　後足で吾輩の頭ほどもある前歯を蹴けり上げる。逆上がりのような格好で、吾輩の体が宙に浮いた。


    　それを見て、にやりと嘲あざ笑わらう八尾。──当然か。こうして最後にあがくことを用心し、八尾は吾輩の首根っこを離さなかったのだから。


    　現に吾輩の体は首を中心に、ちょうど半円の軌き跡せきを描えがいたところで止まる。


    　つままれた首の肉が張り、これ以上体は持ち上がらない。


    　それは八尾の思おも惑わくどおりである。


    　されど──吾輩の思惑どおりでもあった。


    　無重力のように止まっていた体が、重力に負けて落下し始めた。跳ねたときと同じ軌跡で振り子のように綺き麗れいに戻っていく吾輩。


    　しかし、吾輩の尾は違う。


    　垂れていたはずの二本の尾の先端は、まだ吾輩の頭より上の高さにある。尾に力を入れ、くいとＶの字に開く。存分に遠心力の勢いも借りた尾を吾輩はさらにぴんと張り伸ばし、体が重力に引かれるのに合わせて鞭むちのようにしならせ──。


    　そのまま八尾の見開かれた両の目に、それぞれ一本ずつ、全力で叩たたきこんでやった。


    　限界まで曲げた竹の枝で人ひと肌はだを打ったような、びしっという小気味のよい音が響いた。


    　寸分の間まも置かずに吾輩の足元に広がる口腔から苦く悶もんの叫びが巻き上がり、吾輩の体から不意に重さが消える。


    　急所をしたたかに打ち据すえられた八尾がまだ別に二本も腕はあるのに、反射的に吾輩を放り出し自分の目を庇かばったのだ。


    　回転しながら空へと、吾輩の体は高く舞い上がっていく。


    　やがて一瞬の無重力の後に、ぐんと猛烈な力で大地が吾輩を引き寄せ始めた。


    　逆さになった景け色しきを見ながら──ああこれはいくらなんでもまずいな、と動かぬ体でどこか客観的に考える。いくら猫に近しい猫ねこ又またである吾輩とはいえ、ビルの五階も六階もありそうな距離まで放り上げられては、受け身などとれようはずもない。


    『どこまでも、どこまでも、どこまでも、どこまでも、どこまでもぉぉッッッ！』


    　両目を手でふさぎながら、動きを止めた八はち尾びが咆ほう哮こうしていた。


    　好こう機きだが、これ以上ないほどのチャンスなのだが、吾わが輩はいの四し肢しは宙を搔かくだけで何もできやしない。これで終しまいというのは無念にもほどがあるのだが、この状況ではどうにもならんのだ。


    　あとは地面に叩たたきつけられても、吾輩がまだ生きていることを祈るしかない。残念なことに形かた代しろはもう残っていないのだ。


    　八尾の憤ふん怒ぬの声を耳にしながら、吾輩の体は徐々に地面に向かって近づいていく。


    　そして────。


    　吾輩の体は、バラバラにはならなかった。


    　まさに川原かわらの砂利じやりに叩きつけられる寸前、命みことが──藪やぶから飛び出してきた命が、最後はヘッドスライディングでもするように、目いっぱい伸ばした両腕で吾輩をつかまえてくれたのだ。


    　そのまま八尾になぎ払われた吾輩の再現のように、命はぐるぐると川原を転がり続け、ばしゃんと浅瀬に全身が浸つかったところでようやく止まった。


    　胸の中に吾輩を抱え込みながら「くぅぅっ…………」とうずくまる。


    　地面ではなかったとはいえ、それでも吾輩の体を襲おそった衝しよう撃げきはそれなりのものだった。それは吾輩を受け止めてくれた命の腕も同じだろう。吾輩は軽いゆえ、骨まで折れているというようなことはなかろうが、それでもダメージがないはずはない。


    「何をしておるっ！」


    　命の胸から頭を押し出した吾輩が、怒鳴る。


    「って、助けて怒られるのかよ、私は……わかってるよ、ちゃんとすぐに行くよ」


    　と、額ひたいに脂汗を滲にじませながら応える。


    　そうじゃない。吾輩が言いたいのはそういうことではない。吾輩を助けるため、がむしゃらに突っ込んできてくれた命に文句を言いたいのではない。


    　吾輩が責めたのは、向こう見ずにも激げき昂こうした八尾がいる、この場に飛び込んできたことだ。


    　しかし、それは命の落ち度ではない。


    　むしろこの状況で責められるのは吾輩の不ふ甲が斐いなさだった。


    「……いいから、もう戻れ」


    　今は礼を言う時間がもったいない。


    　……本当は、ただただ感謝なのだ。


    　下へ手たをすれば、今の瞬間で終わっていたかもしれない。吾輩から立ち上がるだけの力がなくなっていればそれは即、桜さくら子この死を意味している。


    　命は「へいへい」とうなずくと、急ぎ川を越えて対岸の巨木のもとへと急ぐ。腕が痺しびれているのだろう、崖がけをよじ登る姿が少し不格好だった。


    　──こいつでよかったと思う。


    　桜子の親友が命であったことに、吾輩はどこの誰に礼を言えばいいのだろうか。


    　無論、本人には言わんよ。そんなの──恥ずかしいではないか。


    『どこだ、どこに行った、猫ねこ又またっ！』


    　ようやく視力を取り戻した八はち尾びが、三つの面がついた首を回して吾わが輩はいを捜す。


    　さっきの腕の様子では、命みことがことを為すにはしばしの時間がかかるだろう。


    　ならば今度は、吾輩が活躍する番だ。


    　八尾の六つの目がようやく吾輩の姿をとらえたとき、吾輩は芝しば居いがかった仕草で川の半ばに立っていた。


    　吾輩が立つ場所は流れる川の水面の上だ。川の流れに身を浸ひたしているのではない。


    　文字どおり、川の上に立っているのである。


    　そんな吾輩を見て、八尾が眉まゆをひそめた。


    『確かに珍妙ではあるがな、貴き様さまの顔と合わせて小こ手て先さきの目くらましは見飽きたわ。水の上に立つなど、もはやただの曲芸よ。それにいかほどの意味がある？』


    　八尾が吾輩に向かって一歩を踏み出す。


    　言わんとすることはわかる。今の八尾にとってはこんな川は膝ひざまでの深さしかない小川だ。何の障害にもならんだろう。


    　──死に損ぞこないの吾輩を再び捕らえて、次こそ確実に捻ひねり殺す。


    　ここに至ってもなお、八尾のそんな浅はかな考えが見透かせたので、吾輩は苦笑した。


    　命が吾輩を助けてくれたとき──あのときから、もう立場は逆転しておるのだ。


    　だからもう少しだけ、吾輩は口を使って時間を稼かせぐ。


    「おまえはさっきから陰おん陽みよう道どう、陰陽道などと繰り返しておるがな、わかっておるか？　吾輩はまだその真しん骨こつ頂ちようを見せてはおらぬぞ」


    『ほお、小物が減らず口を叩たたくのう。ではその真骨頂とやらは何なのだ』


    「陰陽道とはな、世界を細分化する技術のことよ。陰いん陽よう、三さん合ごう、五ご行ぎよう、八はつ卦け、十じつ干かん、十じゆう二に支し。世界を観察し、観測したうえで各おの々おのの性質を区分する。本質を把握したうえで互いに生かし、または殺し、そうして世界の流れに寸すん毫ごうばかり己おのれの意思が反映されるよう手心を加えるのだ。何も生みはせん。何も為なしはしない。代わりに世界の流れる方向を、ほんの少しだけ己の思う側へと変えられるだけのささやかなものだ。だからこそ、その真しん髄ずいは絶大なのだよ。何な故ぜなら世界の理ことわりには何なん人ぴとたりとも逆らうことはできんのだからな」


    　八尾の眉み間けんに皺しわが寄る。


    『わからんなあ。何を言っているのか、貴様のそのつまらん講こう釈しやくではまるで理解ができん。仮にそれが事実なら、貴様の真の力は我われ以上、そういうことになってしまうではないか』


    「そうか、わからんか。わからんのならばな」


    　じゃらん、と地に鎖くさりの落ちる音が遠くから聞こえた。


    　……よくやってくれた、命。


    　本当に、本当に感謝するぞ。


    　ここが勝機、ここが運命の分ぶん水すい嶺れい。


    　そして、この勝負──吾わが輩はいたちの勝ちだっ！


    「その身で思い知れっ！」


    



    
      ◇ ◇ ◇

    


    



    　──ほんの少し前。


    　化け猫を川原かわらに残して私は、自分の持ち場へと急いでいた。


    　両手が痺しびれているので対岸の崖がけを登るのは少し苦労したけど、それでも足場の多い岩の斜面だったから、なんとか登りきれた。


    　少しだけ森に入って、それから化け猫に聞かされていた、樹じゆ齢れい数百年は間違いない樅もみの木の前に立った。周囲の木々よりもズバ抜けて大きいこの木は、まるで森の主ぬしのように感じられた。


    　その巨木に、太く大きな鎖くさりがツタのように幾重にも巻きつけられている。


    『どこだ、どこに行った、猫ねこ又またっ！』


    　川原のほうから仏像のような姿になった狐きつねの声が、木々を揺ゆらして響いてくる。


    　……あれはねぇよ。変身するところからこっそり見てたけど、ああなったら虎とらと猫の勝負どころじゃない。もはや生まれたての子猫が、恐きよう竜りゆうにでも喧嘩ふっかけてるようなもんだ。


    　──『何があろうともまっすぐにこの木まで行け』と言われていたけど、さすがに放り投げられて落ちてくる化け猫を見たら、助けずにはいられなかった。あの狐に悟られないように藪やぶの中を進んでいたのが、気がつけば私は飛び出していた。


    　その結果が……コレだよ。


    　両腕が痛くて痛くてしようがないのに、おまけに怒鳴られるとかさ、どんだけ？


    　あーあ。助けるんじゃなかった、あんなやつ。


    　──と心の中で悪あく態たいをつきながら、私は化け猫から託たくされた鍵かぎを一本取り出した。


    　これこそが本当に勝負を握る鍵。そう言われて渡されたものだ。


    　こいつは木に巻きつけられた鎖を留めている、南なん京きん錠じようの鍵なのだ。


    　私に任された、桜さくら子この振りをして八はち尾びをおびき寄せる以外のもう一つの役目──それが、この大木に巻きつけられた鎖を解くことだった。


    　それもただ解けばいいんじゃない。猫又がこの木の下の川かわ縁べりにいて、かつ、しっかりと狐も追ってきていたら、という細かい条件がついている。


    　まさに今がそのとき、というわけだ。


    　というか、私の仕事多くね？　それにさ、なんでわざわざそんなヤバそうな状況になるまで待たなくちゃいけないんだよ。


    　そんな私の疑問に対して化け猫が返してきた答えは、


    『──つなぎの龍りゆう、というのを知っているか？　延えん喜ぎ式しき神じん名みよう帳ちようにも名を残す関東地方屈くつ指しの古社、秩ちち父ぶ神社。その見事な権ごん現げん造りの社しや殿でんには、かの名匠左ひだり甚じん五ご郎ろうの作と呼ばれる一匹の蒼あおい龍が彫られている』


    　化け猫の小難しい話を思い返しながら、私は手を動かす。


    『かつて「天あまヶが池いけ」という池に棲すみついた龍が暴れると、かならずその彫刻の前には水たまりができていたという。暴れる龍に困っていた人々は一計を案じ、彫刻の龍を鎖くさりで縛しばってみると以後、龍が現れることはなくなったそうだ』


    　眼前に大人でも五人はいないと囲めないだろう太い幹、その中央に大きな南なん京きん錠じようが垂れている。私はそれをつかむと、鍵かぎ穴あなへ金色の真しん鍮ちゆうの鍵を差し込んだ。


    　鍵を回すなりカチリという音がして南京錠が落下し、ピンと張っていた鎖が僅わずかに緩ゆるんだ。


    　ここからは力仕事だ。


    　感覚が普段の半分しかない腕に無理をきかせて、私は自分の手とさして変わらない大きさの輪で編まれた鎖を全力で引っ張り続ける。


    『春はる子こと吾わが輩はいはその伝説にあやかった。来るべき日に備えて用意した切り札を、藤ふじ里さとの家の裏山の巨木に仮か託たくして隠したのだ。あれは川に棲まうものでありながら、その実体は木だからな』


    　……もう一度思い出したって、やっぱりよくわからん話だよ。伝説とかさ、そんな専門的なこと言われたって私にわかるわけないだろ。


    　でもさ……。


    『──頼んだぞ』


    　頼まれた限りはやってやるよ！　桜さくら子このためだもんな。


    　腕の痛みをこらえて引き続ける鎖の抵抗が、いよいよ弱くなる。私の足元でとぐろを巻く鎖の量は目に見えて多くなり、そしていよいよ幹に巻き付いていた末端が陸に揚げられた魚のように大きく跳ねた。


    　次いで地面に置いた鎖は、しゃらんと大きな澄んだ音を周囲に響き渡らせ、


    「化け猫っ！」


    　知らせるように叫ぶが、しかし、その声はかき消された。


    　ドッ、という突然の地響き。


    　その轟ごう音おんの大きさと近さに、無意識にしゃがみそうになるが、できない。


    　私は突とつ如じよ浮かび上がった目の前に、蒼い地面が生まれ、呆あつ気けにとられた。


    　いや、違う。地面のわけがない、大地があんな澄み切った半透明の色になるわけがないんだ。


    　それは水柱だった。


    　既に日は落ち、月明かりに照らされた世界。その月に照らされて、水自体が淡く蒼い光を放っているかのようにさえ錯さつ覚かくする。


    　そんな川の中から上がった特大の水柱の頂点を、私は地面と錯さつ覚かくしたのだ。


    　そして、


    「来いっ！」


    　どうしてか水柱の上に乗った化け猫が、私に向かって前足の肉球を伸ばしていた。


    「跳べっ、命みこと！」


    　……もう何が何だかわかりゃしないよ。


    　思考なんて、とっくに停止してるさ。なにしろあの化け猫と初めて会話を交わしたときから、理解の範はん疇ちゆうなんて遙はるかかなたに飛んでいっちまってるもんな。


    　だから私はもう何も考えずに、ただ跳んだ。


    　化け猫に言われるがまま、その蒼あおく柔らかそうな水柱の絨じゆう毯たんに向かって。


    



    
      ◆ ◆ ◆

    


    



    　吾わが輩はいの声に応じ、命が跳んでくる。


    　が……あの馬ば鹿かっ！　跳びすぎだっ！


    　焦あせってパニくって、距離感がつかめておらんのだろう。吾輩の横へと着水するには、勢いがつきすぎている。


    　案の定、命の足は水柱に乗るなりたたらを踏んで、余った勢いのままに水柱から落ちそうになる──が、そこは吾輩の二本の尻しつ尾ぽで、しっかり両足首をつかまえてやった。


    　慣かん性せいを無視した失速で、びたんと命が前のめりに倒れるが、まあ下は硬い地面ではなく水である。そこまで痛くはなかろう。ごぼごぼっと溺おぼれるような呼吸音が聞こえたが、気にしない。


    　というか、そこまで構ってられんのだ。言うまでもなく、そんな場合ではない。


    　とにもかくにも命を回収した今、吾輩は水柱の中で滾たぎる力を一気に解放する。


    　もう一度、空気の壁を破るような爆音とともに、激しい水みず飛沫しぶきが舞い上がった。


    　吾輩と命を乗せ、水柱がどんどんと丈を増していく。


    　稲荷いなり明みよう神じんと化した八はち尾びを容易に見下ろす高さに至っても、まだまだ止まらない。


    　──もっと。もっと高くだ。まだまだ矮わい小しようだ。


    　吾輩と、そして何より当世切っての陰おん陽みよう師じとうたわれた春はる子こが、全ぜん身しん全ぜん霊れいまさに精せい魂こんを託たくしてまで生み出したおまえが、この程度でおさまるはずがない。


    　そうして伸びる水柱がようやく止まったとき、遙か高みにまで至っていた吾輩を、八尾は啞あ然ぜんとした顔で見上げていた。


    『…………龍りゆう……だと……』


    　──そうだ。


    　滝のように落ちる川の水が流れ切ったとき、真冬の澄んだ空よりもなお吸い込まれそうな半透明の蒼あおい輝かがやきを放つ鱗うろこの龍りゆうが、そこにそびえていたのだ。


    　足元に倒れたまま、眼下を見下ろす命みことが「う……あぁ……」と仰ぎよう天てんの呻うめきを漏もらす。


    　稲荷いなり明みよう神じんなど問題にならぬほどの巨体。傍はたから見れば、水面から古代の巨木でも生えたかのように見えることだろう。


    「春はる子この生命いのちが潰ついえれば、おまえが現世に甦よみがえるのは百も承知のこと。なのに十六年もの間、春子と吾わが輩はいがただ遊んで過ごしていたとでも思うのか？」


    　八はち尾びは答えない。ただただ驚きよう愕がくの表情を浮かべたまま、遙はるか眼下で固まっていた。


    「おまえをここまでおびき出すのには苦労したぞ。何しろこいつはここから動けんからな。これはな、蒼そう龍りゆうだ。陰おん陽みよう道どうにおける東を守護する神だ」


    『……馬ば鹿かな、こんなものを』


    　まだ信じられぬのだろう。八尾が幻まぼろしでもはらおうとするかのように、首を左右に振る。


    　しかし八尾の目に映った龍の姿は消えない。消えるはずがない。幻げん覚かくなどではないのだ。


    　幻覚ではない。


    　これは式しき神がみだ。


    　春子と吾輩がいつか必ず甦る八尾に対抗するため、六百年にわたり受け継がれた藤ふじ里さと流陰陽道の知識と技の粋すいを尽くして生み出した式神なのだ。


    「吾輩のありがたい講こう釈しやくは理解できずとも、いかに無知な貴き様さまも五ご行ぎようは知っておろう？　おまえにも馴染みが深い稲荷神社。その鳥居が赤いのは、火か気きを付与しているゆえにほかならぬ。五行相そう生じようの火か生しよう土どだ。土ど畜ちくの筆頭である狐きつねを補佐するのは、火気──火に炙あぶられた土が陶器と化すがごとく、火気は貴様のような妖よう狐こにも力を与える。だがな相生のように生かす五行があれば、殺す五行があるのもまた必ひつ定じようの理ことわり。──おまえは蒼龍が、五行の何に属する聖せい獣じゆうか知っておるか？」


    　語る吾輩の足の下で、蒼龍がドクンと瑞みず々みずしい脈を打つ。


    　水晶のような鱗の下に、膨ぼう大だいな気が流れているのを感じる。


    　蒼龍は川に棲すまうものだ。蒼龍の体を流れているのは、この川の『気』にほかならない。


    　川であれば五行は水すい気き──と思われがちなのだが、さにあらず。


    　水気が宿る地は川ではなく、池であり湖であり海だ。留とどまりし水のある場所なのだ。


    　ならば、川の水が有する気は何なのか。


    　天から降りし雨は、草木の枝葉を揺ゆらし、やがて地に落ちる。


    　地に落ちた水は、土に染み込み、そして草木の根に吸われて幹を昇る。


    　そして花から葉から、水は再び天へと還かえりゆく。


    　無限の循じゆん環かん。悠ゆう久きゆうの昔より天と地の間を、草花を介して巡り巡りし──水。


    　その輪より抜け落ちた一滴が、根をかいくぐって地に沈むのだ。


    　しかしその水も、やがては再び地表へと還ってくる。


    　湧わき出す源泉、海へと至る最初のか細き一筋。


    　それらが合わさり合わさって、やがて尾根を流れる川が生まれるのである。


    　川とは──生ける山の血けつ脈みやく、そのもの。


    　天と地を巡りし気の息い吹ぶき。


    　豊ほう潤じゆんに十分に存分に、天てん地ち神しん明めいからの気を蓄たくわえたる命めい脈みやくにほかならぬ。


    　その雄大なる山の気を、桜さくら子こが生き延びたあの日から、春はる子こが天てん寿じゆを前に床とこに伏すその日まで、一日と欠かさず二人で練りに練って練り尽くし、川の水を内に蓄えた樅もみの巨木を依より代しろに式しき神がみとしたのが、この蒼そう龍りゆうなのである。


    　吾わが輩はいが頭に乗りし龍は、流る転てんする山の生命そのものとでも称すべき存在なのだ。


    　そしてかような蒼龍が属すべき五行の気は、天と地を水を用いてつなぎ合わせし──、


    「木もつ気きだ。────わかるな？　この意味が。川に宿ろうとも、蒼龍は木気を司つかさどる神しん獣じゆう。そしていかに八本の尾を持っていようとも、所しよ詮せんおまえは土ど気きの妖よう異いにすぎぬ」


    　八はち尾びの赤い顔が青ざめ、合わさって紫色となる。


    「生かす相そう生じようが五行の表の理ことわりならば、裏の理は殺す相そう剋こく。火か生しよう土どにより土気を生かすは火か気きなれど、いかに広大な大地も天に向かい燦さん然ぜんと枝葉を伸ばす木の根には縛しばられる──木もつ剋こく土ど、土気は木気によりて剋こくされ、殺される。ここが観念のしどころだな、八尾。


    　……………………陰おん陽みよう師じなめてんじゃねぇぞ！　たかが狐きつねがッ！」


    　吾輩の怒ど声せいに合わせ、あの自じ尊そん心しんの高い妖よう狐この王が脇わき目めも振らずに身を翻ひるがえす。


    　稲荷いなり明みよう神じんと化した巨体の重い足取りで、無ぶ様ざまな背を吾輩に見せる。


    　──八尾が焦こがれてやまぬ白はく面めん金こん毛もう九きゆう尾び。その正体を見抜き宮中より追いやったのは、安あ倍べの晴せい明めいが子孫、安倍泰やす成なりだ。


    　陰陽師なのである。


    　この強大すぎた狐の間違いはそこだ。見くびりすぎたのだ。


    　当代随ずい一いちの陰陽師であった春子を。


    　その血脈を継ぎし力を秘めた桜子を。


    　さらには、身を献けんじてまで協力してくれた命みことを。


    　そして、猫ねこ又またであれど春子の弟子にして相棒、人の血は持たねども、春子より技を授さずかりし陰陽師であるこの──吾輩を！


    「春子と吾輩の、我が身すら捨てても惜しくない愛いとし子に手を出したこと、六りく道どうの果てにて後悔するといいッ！」


    　逃げる八尾の背に向けて、吾輩は蒼龍の力を解き放つ。


    　堰せきを解かれた濁だく流りゆうのごとく、開かれた龍の口から気の奔ほん流りゆうが噴き出した。


    　嵐あらしと呼ぶには生なま易やさしい、まるで竜巻のごとく。


    　草いきれけぶる晩春の静かな山を、突然の暴風が襲おそう。


    　木々の葉が飛び、花が散る。


    　川から飛沫しぶきが巻き上がり、石が舞う。


    　──木もつ気きは風も司つかさどる気である。


    　天と地の間をつなぐ木は、天と地の間を埋める大気をも従えるのだ。


    　蒼そう龍りゆうの口から吐き出されるこの野の分わきは、いわば木気の爆発だった。


    　その風に当てられて、八はち尾びの稲荷いなり明みよう神じんが刻まれていた。


    　吹きすさぶ鋭するどい風が、その身をこそげていく。


    　まるで大気が刃やいばであるかのごとく、八尾の体は微み塵じんに裂かれ、疾しつ風ぷうの中へと溶けていく。腕がちぎれ、脚が消しとび、腹が抉えぐれていく。


    　ともすれば悲鳴を上げているやもしれぬ。


    　しかし聞こえぬ。


    　吹きすさぶ風の音は、八尾が存在した最後の証あかしとなろうはずの断だん末まつ魔まさえもかき消していた。


    　蒼龍が溜ために溜めた気を吐き終えてようやくその口を閉じたとき、八尾が立っていたはずの場所は石すらも吹き飛んで、ただ土が抉れた跡だけが残っていた。


    　形は失っても残り香がのように、まだ僅わずかに八尾の気配は漂ただよっている。


    　だがそれも、最後に一陣の風が吹くと綺き麗れいに洗われた。


    　そして山に、再び静けさが戻った。


    「はは……はははっ」


    　吾わが輩はいの口から勝手に乾いた笑いが漏もれていた。


    　空を仰あおげば、この山の上だけ雲が綺麗に晴れている。


    　宵よいの口なのに、真冬の深夜のように綺麗に星が見えていた。


    「ははっ……やったぞ、春はる子こ。八尾を倒したぞ…………吾輩、桜さくら子こを守ったぞ」


    　空に向かって教えてやった。


    　春子は────さぞ悔くやしがっておるだろうな。


    　己おのれの命を賭とした勝負であっても誰にも譲らず、本当は自分の手で桜子を守ってやりたかったに違いない。


    　桜子が喜ぶことは一つ残らず施ほどこし、悲しいことや辛つらいことや泣きたいことは、すべて自分で肩代わりしてやりたかったに違いない。


    　なのに、あの澄んだ空の上から見ていることしかできぬのは、さぞ無念であろう。


    「すまんな、春子。こればかりは生き残っている者の特権なのだ」


    　ぼそりと天に向かってつぶやいた。


    　春のまだ冷たい風が、吾輩の火ほ照てった体の毛をすいていく。


    　目を閉じて、風の中に身を委ゆだねてみた。


    　するとその風に乗じて、春子が吾輩の喉のどをくすぐってくれたような、そんな気がした。


    



    
      ◇ ◇ ◇

    


    



    　一部始終を見ながら、私は最後まで声が出なかった。いや、途中「う」とか「あ」とかなんか呻うめいていたような気はするけども、それだけだ。


    　結局のところ最後まで、私はこの場のスケールの大きさに圧倒されてたんだ。


    　みるみると天にまで連れていかれて、そこで初めて自分が乗っているのが龍りゆうの頭だと気がついて正直、焦った。観覧車の高さから見下ろす景け色しきに、へその辺りから力が抜けて、必死に鱗うろこへしがみつくだけで精いっぱいだった。


    　化け猫が何かを叫び、それから龍の口から噴き出した風が、暴風となって地上をかき回す様が見え、落ち着いたときにはもう──狐きつねなんていなかったんだ。


    　──あの狐が、だぜ？


    　あんだけ偉そうで、自信満々で、それでいて間違いなく圧倒的に優位だったはずの狐が、一瞬で跡あと形かたもなしだよ。


    　化け猫が柄がらにもなく感傷的なセリフを、誰もいない空に向かって吐いていた。


    　だから私は全身の緊張が解けて、ようやく喋しやべれるようになってからも、ひたすら口を結んでいたんだ。


    　いくら鈍にぶい私でも、化け猫が誰に向けて話しかけているのかぐらいわかるよ。とてもとても茶々なんて入れられる雰ふん囲い気きじゃない。


    　それに、この小憎らしい化け猫に面と向かって言うのは癪しやくだったしね。


    　おまえ、すげぇよ！　すごいよっ！　やったじゃんかっ！　ははっ、さすがは陰おん陽みよう師じだっ！


    　──ってさ。


    　そんなことをこいつに言うのは────恥ずかしいだろ？


    　なんて思っていると、いきなりポケットの中の携帯が合成音声な歌声で、高らかに歌いだした。


    「……こんなところで、ネギでもぶん回すつもりか、おまえは」


    　着メロを聴くなり、呆あきれた声でぼやかれる。


    「う、うるせぇよっ！　ちょっとマナーモードにし忘れただけじゃねぇかよ……というかボカロの楽曲までわかるとか、どんだけなんだよ、おまえは!!」


    　同人誌って単語もわかってたしさ……あれか？　ひょっとして、薄い本でも買いにいってんのか？


    　まあ、それはそれとして、こんな場所なのにちゃんと電波が入るのな、と少しだけ感心しながら取り出すと、


    「げっ！」


    　──桜さくら子こからの電話だった。


    「どうした？　いつまでも放置しおって。そんなに聴いていたいのなら、おまえのポニテもツインテに縛しばり直してやるか？」


    　おそらく誰からの電話かを察しながら、にやにやとした顔をする化け猫を無視して、携帯を放置するとやがて静かになる。


    　しかし、それは束つかの間まですぐさま、けたたましく同じ着信音を絶唱し始めた。


    　…………しようがない。


    「……あぁ、もしもし？」


    『命みことっ？　今、どこなのよっ！』


    　出て早々に、桜子のがなり声。


    　……どこ、とか言われてもなあ──と、私はきょろきょろと見回し、


    「とりあえず……桜子ん家が見える範囲、かな」


    　山の麓ふもとにミニチュアみたいな藤ふじ里さと邸ていを発見して返答する。よし、噓うそは言ってない、私。


    『うちの近くまで戻ってきたってこと？　それにしたって、どこのコンビニまで行ってたのよ』


    　……言いわけは、なんでもよかったんだよ。


    　桜子の身代わりとなって藤里邸の玄関を出るとき、とにかく桜子が留守番しててくれる内容なら、それで後のことはどうでもよかった。


    　だから私は適当に、普段どおり素そ知しらぬ振りで『ちょっとコンビニでスイーツ買ってくる、お茶用意して待ってろ』と言ったんだ。お茶をいれるにはお湯が必要だし、家から出ないで藤里邸の結界の中のほうが安全だ、って化け猫が言うからさ。


    　いや、こんなの本当にさ、桜子の命が助かったことに比べたら、くだらないにも程があるくらいの些さ細さいなことだよ。


    　でもさ、


    『渋いお茶だけ飲み続けて、不機嫌なわたしの胃に今すぐ謝って！　それから下がりまくってしょんぼりしてる、私の血けつ糖とう値ちには土ど下げ座ざっ！』


    　……いくらなんでも、私だけ貧乏クジ引きすぎじゃないかと思う。


    「わかったよ、すぐに帰るよ！」


    　と告げても『あとは期待を裏切られて、拗すねまくってるかわいそうな小腸に』とまだ言い続けようとしていたので、途中で切ってやる。


    　それから、はぁ……と大きなため息をついた。


    「まったく、いい加減な約束をするからだ。そういうのを身から出た錆さびというのだぞ」


    「誰のせいだ、誰のっ！」


    　……でもまぁ、いいか。


    　私もさっきの化け猫のように空を見上げて、あの人のことを思い出した。


    　そうだな……スイーツは三人分を買っていかないとな、草葉の陰から怒られちまう。


    「吾わが輩はいの分は、あんこ玉でいいからな」


    「あるわけねぇだろ、おまえの分なんて！」


    「ほぉ……そうか、そうか。残念だ、命みことはさぞかしここの見晴らしが気に入ったみたいだな」


    　と、龍りゆうの鱗うろこの上にあぐらをかいたまま、嫌み全開でにたりと笑う。


    　ぐぐぐっ、と歯ぎしりする私。わかってる、わかってるさ。ここは龍の頭の上で、そしてその龍を操あやつっているのは化け猫だ。


    「…………あんこ玉、だな？」


    「ヤクモの分は芋いもようかんだぞ」


    　あぁ、わかったよ！　もうなんでも言ってくれっ！


    　どうやら貧乏クジなんて生なま易やさしいものではなく、今日きようは完全なる厄やく日びだったらしい。


    　ったく、礼ぐらい言っても罰ばちは当たらねぇんだぞ、この化け猫が！


    



    
      ◆ ◆ ◆

    


    



    　命のやつが藤ふじ里さと邸ていに帰るまで、そこから小一時間かかった。


    　蒼そう龍りゆうは川から動くことができんので乗ったまま山は降りられず、川岸から徒歩にてコンビニエンスストアまで行ってからの帰還である。仕方がないだろう。


    　でも仕方がないのは命の都合であって、帰ってくるなり玄関口で待ち構えていた桜さくら子こに、


    「だいじょうぶだよ、ちゃんとわかってるからね。命はさ、コンビニに行くまでの間に巫み女こと称する不思議な美少女に出会って、『勇者』と呼ばれるままに異世界へと連れられていき、そこから長い長い冒険の末に魔王を倒してきたんだよね？　こことは平行に存在している世界の一つを救ってきたんだもんね。大変だったね、お疲れ様。でも心配しないでいいよ、どうやらこっちとは時間の流れが違ってたみたいだからさ。具体的には、私の腹の虫がどっちもの意味で我慢できなくなるぐらいの時間しか経たってないからさ」


    　一気にまくし立てられた。ちなみに顔は笑え顔がおのまま、こめかみだけをびきびき音がしそうなほど震わせながらである。


    　微妙に驚いたのは、これが当たらずと言えども、意外と遠からずだったということだ。どこにあるかもしれぬ世界を救ってはおらずとも、目の前で額ひたいに血管を浮かび上がらせ冷たく加か虐ぎやく的に笑う少女の生命いのちは救ってきたのだ。


    　されど、それを言うことはできん。


    　命には「吾輩のことも八はち尾びのことも、今こ宵よい起きた不ふ可か思し議ぎな出来事はすべて、ゆめゆめ桜子には言うなよ」と厳しく言ってあるのだ。


    　──吾輩のような妖よう異いという存在を、そして藤里の家が陰おん陽みよう師じの家系であることも、桜子に知られるわけにはいかんのである。


    　何な故ぜならば、それが春はる子この望みなのだ。遺い志しなのだ。


    　ゆえに桜さくら子こは物心つく前からただ一人の肉親だった祖母の、その本当の姿を知らされずにこれから生涯を過ごさねばならん。それはある意味では残酷なことだろう。


    　それだけではない。藤ふじ里さと家けが陰おん陽みよう師じの一族であることを秘密にする限り、春子の娘──桜子の母親である弥生やよいが、何ゆえに生まれたばかりの赤ん坊を残して死なねばならなかったのか？　その理由さえも、これからたった一人で生きていかねばならん桜子は、知ることができんのだ。


    　しかし桜子の母──弥生の死に様を思い出すと、桜子には陰陽師を継がせまいと決意した春子の気持ちは、よくわかるのである。


    　まあとにもかくにも命には、いっさいの真実を口にすることを禁じている。


    　となれば、あとは玄関でひたすらに平謝りの一択だ。何も事情は話せぬ以上、確かにそれしか手はあるまい。


    　──本当は、噓うそを噓で上うわ塗ぬりしてごまかすという方法もあろう。しかし命はそれは選ばない。ただひたすらに、誠実に頭を下げて謝り続けるのだ。


    　だから吾わが輩はいは、この娘に正体を明かしたのである。いやはや、本当におまえは──。


    　ちなみにそれはそれであり、このあとやっとこ居間に上げてもらった命はもう一回、桜子の怒りにガソリンを注ぐことになる。


    　というのもあの馬ば鹿か、スイーツを買ってくるのを忘れおったのだ。


    　コンビニエンスストアへの道すがら、それまでの緊張が解けたようで、命はいよいよ腕が痛くてどうしようもなくなったらしい。袖そでをまくって見てみれば両腕とも二の腕が、隙すき間まなく青あざになっていたそうだ。


    　それを見た結果、ますます痛みに拍はく車しやがかかり朦もう朧ろうとしながら命みことが買ってきたのは、自分の両腕に貼はる大量の湿しつ布ぷ薬やくだった。


    　スイーツを買いにいって、湿布薬だけしか買わずに帰ってくるとか、もはやどんな頓とん知ちが利いているのやら。ちなみにオチはない。


    　まあ命の打ち身は吾輩を川原かわらで受け止めてくれたときのものだからして──しようがない。潔いさぎよくあんこ玉は諦あきらめてやるとしようか。


    「そんじゃ、俺おれの芋いもようかんは旦だん那なが買ってくれんのかな？」


    　と、屋根裏の囲い炉ろ裏りの対面に座っていたヤクモが、毎度のしししっという嗤わらいを付け足した。


    　考えを読まれた吾輩はむすっとし、腕を組んで鼻をひくつかせる。


    「まったく、どうしようもなく素直じゃないねぇ、旦那はさ。本当は文句じゃなくて、命嬢ちゃんに礼を言いたいんだろ？　自分の生命いのちも顧かえりみず、普通の人間から見れば不気味な化け物でしかない旦那の指示に懸けん命めいに従ってくれて、そして桜子嬢ちゃんを救ってくれた誰にも代えがたい恩人にさ、涙と鼻水垂れ流しながらどれほど感謝しているか知ってもらいたいんだろ？」


    「馬ば鹿か抜かせ。どうしてこの吾わが輩はいが、あの小娘に感謝せねばならん？　あんな未熟者は、顎あごで使ってやるぐらいがちょうどいいのだ」


    「そうかい、そうかい。ちなみに旦だん那なよ、顔色は毛並みで隠せてもさ──尖とがった耳の中は真っ赤かだぜ」


    　と言われ、思わずはっと両の肉球で耳をふさぐ。


    　ヤクモはいつものしししっという嗤わらいを──浮かべずに、ただただ、にまにまとにやついていた。こういうときこそいつもの嗤いでよかろうに、底意地の悪いやつだ。


    「とまあ、しかし真ま面じ目めな話さ、本当によく八はち尾びに勝てたもんだねぇ、旦那よ。野や狐こに落ちる前は、ありゃ間違いなく天てん狐こだぜ。稲荷いなりの総本山、伏ふし見みのお山に棲すまうもっとも神に近い霊狐の一匹だったはずだ。それをよもや散らしちまうとは、いやはや」


    　吾輩自身も、そう思う。


    　十六年前、一度は八尾を封じることができたのは間違いなくあいつがいたおかげだ。


    　もし吾輩と春はる子この二人だけだったなら、十六年前のあの日にすべては終わっていたに違いない。


    　しかし、もうあいつを起こしたくはなかった。


    　春子の死に合わせて八尾の封印が破れることがわかっていても、それでもなお──あの犬いぬ神がみは眠らせておいてやろうと、春子と二人で決めていたのである。


    　それは一いつ朝ちよう一いつ夕せきでできたことではない。


    　十六年もの歳月をかけて備えることができたから、そして命もヤクモも、吾輩をしっかりと手助けしてくれたから、なんとかなったのである。


    「お、どうやらお嬢が戻ってくるみたいだぜ」


    　そう言い、ヤクモが床に幾つかある穴から居間を見下ろした。


    　いささか前、ようやく食い物の怒りを鞘さやに収めた桜さくら子こは「命みことに見てほしいものがあるの」と言って、居間を出ていっていたのだ。


    　吾輩もヤクモに倣ならい、板の隙すき間まから居間を覗のぞいてみた。


    　居間ではタンクトップになった命が、湿しつ布ぷで埋め尽くされた両腕を投げ出してテーブルに突っ伏し「痛いよ、臭いよ」と眦まなじりに涙を溜ためて呻うめいていた。


    　そこへヤクモが言ったように、桜子が戻ってくる。


    　ガラリとふすまが開き、その姿を見て、居間にいる命はもちろんのこと吾輩も、そしてヤクモも一瞬、言葉を失った。


    「……どう、かな？」


    　と、自分の姿を見下ろしながら、桜子が命に向かってつぶやく。


    　桜子は着物姿だった。


    「それ……春はる子こさん、のか？」


    　桜さくら子この着ている淡い緋ひ色いろの着物。それには確かに見覚えがある。一年を通し、始終着物で過ごしていた春子の、お気に入りだった一着だ。


    　それを今、桜子が着ていた。春子が毎日のように着ていた着物を、桜子がまとっていた。


    　桜子が静かにうなずく。


    「うん、そう」


    「って、どうしてまた」


    「だって──私が当主だから」


    「えっ？」


    「おばあちゃんがいなくなったからには、今日きようから私が、この藤ふじ里さと家けの当主だからね」


    　桜子が真剣な目を命に向ける。その目の奧に潜ひそむ意思は、決して半はん端ぱなものではないと、傍はたから見ているだけの吾わが輩はいたちにさえ伝わってくる。


    　陰おん陽みよう師じの家業は知らずとも、藤里家が名だたる旧家だということは桜子も当然知っている。


    　桜子はそれを継ぐと言っているのだ。


    　藤里家当主であった春子の代わりとして、今日から自分が〝藤里家当主の桜子〟になるのだと、言っているのである。


    　さすがの藤里家にも、もう昔ほどの隆りゆう盛せいはない。それに桜子以外にはもう藤里の本ほん家けの人間はおらず、陰陽師の宗そう家け一派として家か督とくを継ぐ儀式も、失われて久しいと聞く。


    　だから桜子が自分で自分を当主と言えば、それで当主になるのだ。


    　よって当主なんてのは、ただの形けい骸がいにしかすぎん。しかしそれでも桜子にとっては、それは春子の存在を自分が引き継ぐという確固たる宣言なのだ。


    「だからさ、おばあちゃんの着物を着れば少しは威い厳げんが出るんじゃないかと思って」


    　僅わずかに相そう好ごうを崩し、へへっと照れたように桜子が笑った。


    　桜子の真剣な面おも持もちが緩ゆるむのを見て、呼吸をすることを思い出したように、命みことが大きな息をつく。


    「そうか。わかったよ。わかった。じゃあさ。まずは……一緒に着付けでも習いにいくか」


    　春子と違い、桜子の普段着は同年代の女子の平均的な服装である。毎日祖母の服装を見ていても、一度として身に着けたことも、着付けをしたこともないはずだ。おまけに上うわ背ぜいのあった春子に対し、桜子は小柄である。当然、春子の着物は春子の大きさに仕立てられているわけであり、桜子には大きすぎる。


    　だから多少の着崩れはいたしかたないとは思うのだが──おそらく、これはサイズ以前の問題な気がした。


    「どうして？　何かおかしい？」


    「うん、あのな、非常に言いにくいんだけどさ……パンツ、見えてるから」


    　盛大に、壮大に着崩れを起こした桜さくら子この前は、はだけにはだけて、座った命みことの目線の位置でパンツを大サービスしていた。


    　というか、あんぐりと口を開ける吾わが輩はいの驚きの半分は「桜子が春はる子この着物を着ている」ということだが、残り半分はその大だい胆たんな着こなしに対してである。いや、大胆という域は既に凌りよう駕がしていた。むしろどんなエロコスプレかと思う。


    「もうさ、これ以上ないくらいに、女の私が赤面しそうなぐらいに、まる見えだからな」


    　……おかしい。春子の着物は本物で、そこらの名の知れたブランドスーツなんぞよりよっぽど値が張るはずなのだが、どうしていかがわしい看板を掲かかげたビルで売っているような代しろ物ものに見えるのだ？　ちゃんとした着物であるのに、チャイナドレスのスリットを前にもってきたような。清せい楚そに粛しゆく々しゆくと着こなすなどとはまさに対たい極きよく、どんな遊ゆう女じよかと思ったわ。


    「……やっぱり、見えてちゃダメ？」


    「あたりまえだろっ！」


    「着物だもんね、そうか。そうだよね。うん、わかった。────脱いでくる」


    「脱ぐなぁぁぁッ！」


    「えっ？　でも着物って、下着を穿はかないもので」


    「ダメだっ！　おまえはその前の段階だ、穿く穿かないとかの前に、まず隠せっ！」
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    　……もはやただの痴ち女じよにしか見えん。


    　桜さくら子こよ、着物を継いだことで春はる子こが違う意味で泣いとるぞ、きっと。


    　そんな様を一緒に見ながら、ヤクモが吾わが輩はいの横で必死に笑いを堪こらえていた。


    「いやいや、いいじゃないかい。お嬢も、いつもの調子が出てきたじゃないか」


    「……本当に、そう思うか？」


    「あぁ、思うよ。噓うそだって最後までつきとおせば本当になる。──空から元気だっておんなじさ。ああやって元気そうな振りをしてればさ、いつか本当にいつもどおりに戻れるのさ」


    　しかし、それでも吾輩は気がかりだった。


    　桜子は──未いまだ、泣いていない。


    　それは異常だった。


    　春子は桜子のただ一人の家族だったのだ。


    　家族のすべてを一度に亡くし、泣かずにいられる子どもがいようか？


    　張り詰めたままの弓は、いつか折れる。折れる前に、矢は放はなっておいてやらねばならんのだ。


    「……命みこと、まさかタマだけじゃ飽きたらず、私にまで欲情して」


    「穿いてない、ってのは欲情よりも先に人の尊そん厳げんの問題だってことを、わかれっ！」


    　いかに明るく、普段のように振る舞っている振りをしようともな──吾輩には、まるでしゃくり上げるのを必死で堪える童どう女じよのようにしか、今の桜子は見えんのだよ。


    「ふむ、まあここでいくら吾輩が心配しても埒らちはあかんわけだしな」


    　ヤクモが言うことにも一理はある。空元気が本物の元気となることもあろう。


    　ならば今は何もせぬことが、言わぬが吉きちであろうか。


    「それに過保護だ、過保護だと、おまえに根も葉もない揶や揄ゆされるのも癪しやくだしな」


    「いやいや、そいつはあんまりにも今さらだぜ、旦だん那な。親方様と同じだよ、あんたは間違いなく、孫デレさ」


    　ふん、勝手に言っておけ。獅し子しは千せん尋じんの谷に子を落とすというがな、吾輩は猫ねこ又またなのである。


    　猫である限り、やはり愛いとし子は猫かわいがりするものなのだ。
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     巻ノ五　残されていた脅威


    



    「おーい、桜さくら子こぉ！」


    　と、玄関口で呼びかけながらも、いつもどおり返事を待つことなくガラガラと引き戸を開け、私は藤ふじ里さと邸ていの敷居をまたいだ。


    　しんと静まり返った屋内に向かい「お邪魔します」と声を出し、あとは勝手に上がり込む。どうせどんだけ呼んだって出てきやしないんだ。


    　勝手知る廊下を、黒いソックスを履いた足で私はずんずんと突き進む。桜子がだんまりを決め込んでいようが、知ったことじゃない。


    　どこにいるのかだってまるわかりだ。自分の部屋じゃない。桜子の部屋は、きっともう畳の上に埃ほこりがたまっていると思う。


    　この広い屋敷の中、今の桜子がいる可能性があるのは、たった二部屋だけだった。


    　一部屋は春はる子こさんの仏壇がある居間。春子さんの遺影に、桜子は日に三度いつも欠かさずにお茶をいれている。


    　そしてもう一部屋とは──。


    「おい、入るぞ、桜子」


    　そう言ってふすまを開ける。ここは、春子さんの部屋だ。


    　中は六畳ばかりの畳敷きの和室。雪見障しよう子じを開ければ庭が見通せる窓の前に、無数の書物が載った文ふ机づくえが置かれている。部屋には春子さんが好きだった香こうの匂においが染みついたままだ。


    　その匂いは主あるじがいなくなった今でもあまりに変わってなさすぎて「あれ？　買い物にでも行ったのかな……」と、私でさえ錯さつ覚かくしそうに──いや、そう思い込みたい誘惑にかられた。


    　そんな春子さんの残り香がが充満する部屋の中に、桜子はいた。


    　いきなり家に上がってきた私になど見向きもせず、桜子は部屋の畳の上にところ狭しと押し入れにしまってあった春子さんの形かた見みの品々を並べていく、そんな作業をしている。


    　──それを毎朝、毎日だ。


    　今日きようも今日とて桜子の服装は着物であり、対して私は制服だ。


    　時刻は朝の七時半。学生は学生らしくそろそろ学校へと行くころあいで、制服を着ている私のほうが当然なのですよ。まあ妄もう想そうを主食に生きているこんな私だって、高校生である限りは毎日学校へ行くのが日常なのだけれども……それが普通とは限らないことを、最近なんとなく理解した。


    　あと十五分もしないうちにこの家を出なければ遅刻確定なのに、桜子はまるで着替える素そ振ぶりを見せない。というか、学校へ行く気がないのだ。


    　迎えに来た私を無視し、桜子は押し入れの下の段から扇せん子すだの壺つぼだのを取り出しては、畳の上に並べ続ける。


    「はいはい、邪魔するよ」


    　そう言って私は爪つま先さき立ちで部屋に踏み入り、文ふ机づくえの前の空いているスペースに腰を下ろした。


    　──ちなみに文机の上には、これまたいつもの定位置なのだが、化け猫がいる。


    　私はこまっしゃくれた、この本物の化け猫にちらりと目を向けてみるが、今は桜さくら子この前だ。化け猫は、つーんと素そ知しらぬ振りでだんまりを決め込んでいた。


    　くぅぅっ！　こいつの正体をバラしてぇ！　化け猫が化け猫だと、桜子に教えてやりたい！


    　しかし、残念ながら神かん波ば美琴の傑作たちは、未いまだこいつの手の内に捕らえられたままだ。


    　一瞬、化け猫の口元がニタリとしたのは、きっと気のせいじゃないと思う。


    　まあ──それはそれとして。


    　ちなみにふすまを開けて文机の前に座るまで、桜子はいっさい私のほうを見ていない。


    　これもここ最近は毎日のことなんだけど……今け朝さはまた、ことさら機嫌が悪いようですこと。


    　むしろ今朝はというよりも、日に日に桜子のトゲトゲしさが増しているように感じられる。


    「で、桜子さんや。そろそろ登校しないといけない時間なんですがねぇ」


    「…………」


    「もう休み始めて一か月。保護者がいなくなって、いくら手続きが大変だったからってさ、そろそろ学校に来てもいいんじゃないか？」


    「…………」


    　桜子は何も答えない。ただパズルゲームのように、中身の入っていない巾きん着ちやくを並べる隙すき間まを探していた。


    　私はこれ見よがしに、あからさまに大きくため息をついてやる。


    「なぁ、いい加減にしようや、桜子。いつまでもそうやって、春はる子こさんの形かた見みを並べちゃ片づけているふりを続けるんだよ──あと、パンツ見えてるから」


    「…………」


    「おまえさ、どんだけクラスの連中が気にかけてくれてるのかわかってんのか！　『藤ふじ里さとさんはだいじょうぶなのかい』って毎日訊きかれて、あいつら本気でおまえのことを心配してるんだぞ」


    「……っ！　わかったわよ!!」


    　毎朝の私の説教に、さすがにむっときたのだろう。桜子は私を一睨にらみすると、ぎりっと歯を嚙かみしめ──。


    　着物の裾すそに手を突っ込んで、パンツの紐ひもに指をかけやがった。


    「だから、脱ごうとすんなぁっっッ！」


    　……おまけに、おまえの心を動かしたのは、パンツのほうかよ。この話を知ったら、クラスの連中みんなして涙目だぞ。


    「うるさいなぁ！　毎朝、毎朝。なんなの？　要はパンツが見えなければいいんでしょ？」


    「違う！　──いや、違わなくないけど、違う！　とにかくパンツはダメ、絶対。それは文句を言う言わない以前の問題なの。そのやり方で見えなくするのは〈なし〉なんだよ。穿はいてない……だとぉ!?　の領域は、桜さくら子こにはまだ早すぎんの！」


    「じゃあ、なんなのよ！」


    「だから、学校だってのっ！」


    　と、私が断言すると、桜子の顔がもう一段むすっとふて腐れ、口をつぐんだ。


    　──桜子自身、こんなことは言われなくたってわかっているはずだ。幼稚園児じゃないんだ、仮にも高校生なんだ。自分が今どんな状態に陥おちいりかけているのか、その自覚がないはずがない。


    　春はる子こさんが亡くなってから、はや一か月が過ぎている。


    　なのに桜子は最初の忌き引びき以来、未いまだ一度も学校に来ていなかった。


    　本当は学校どころではない、最低限の買い物のほかにはこの家すら出ようとしない。


    　いや、実のところは家どころか──風ふ呂ろとトイレ、あとは仏壇に供そなえ物をするとき以外には、桜子はこの春子さんの部屋から出ようとはしないんだ。


    「──いろいろと大変なの、一人になると。命みことにはわからないでしょうけど」


    「何がだよ。日がな一日、そうやって春子さんの形かた見みを並べて過ごしてるだけじゃないか」


    「違うわよ！　これは、ほら……片づけてるのよ。おばあちゃん、物持ちだったから」


    「一か月もの間、毎日かけてか？　押し入れから出して並べて、夜になったらまたしまってさ、そんなのは片づけてるって言わないんだ。そういうのはな、穴掘ってただ埋めてるのと同じなんだよ」


    　たっぷりと悪意を込めて、嫌みを言ってやる。これぐらい言わないと、今の桜子の心にはまるで届かないのは、ここ一月で学習した。


    　──春子さんは、もういない。


    　──化け猫も、桜子の前では喋しやべらない。


    　なら私しかいないじゃないかよ、こうして桜子に苦く言げんを呈ていしてやれるのはさ。


    　なら桜子に憎まれたって、私自身が傷ついたって、何度でも叱しかってやるよ。


    「うるさい！　命のばーか、ばーか！」


    　言い返せなくなった桜子が、子どもみたいな反抗をしてくる。


    　──あぁ、いいよ。いくらでも言ったらいい。それで少しでも気が晴れるなら、春子さんがいなくなった悲しさが、ちょっとでもまぎれるなら、好きなだけ私をなじったらいいよ。


    「命なんか、命なんか──」


    「私なんか、なんだよ？　言いたいことがあるなら、はっきり言いなよ」


    「もげろっ！」


    「っ!!　──って、最初からもげてんだろがぁぁっ！」


    　──待て。「もげろっ！」は、さすがにちょっと待て！


    　……というかだな、桜さくら子こ。おまえ私に『もげる』ようなものが『ついている』とそう思ってたのか？　返答次第では、今後の関係性をいろいろと見直したいんだが。


    　確かに好きなだけなじれとは思ったけどさ、それでも『もげろ』ってのは飛び道具すぎるだろうが。私をいったい何だと思ってんだよ。


    　ほら……目め尻じりから、勝手に涙が滲にじんできたじゃんかよ……。


    　そんな私の心情などお構いなしに、なおも桜子の悪ガキみたいな罵ば詈り雑ぞう言ごんが続く。


    　しかし、元々決して高くはない女子力を一撃で木こっ端ぱ微み塵じんに粉ふん砕さいされた私は、もはや桜子とやり合う気力をなくしていた。


    　あーあ、また今け朝さもダメかぁ……。


    　壁にかかった時計を見る。そろそろ時間だった。私はしょんぼりしながら床からカバンをつかみ、「……また、明日あしたも来るわ」と言って、立ち上がった。


    　桜子が勝ち誇った顔で腕を組みながら、うんうんとうなずいている。


    　本気でムカッとくるが、なんかもう今は気分的にどうでもいいすわ……。


    　ふと化け猫にもちろりと目を向けてみる。こちらはこちらで完全に素そ知しらぬ振りだ。全部しっかりと聞こえているのに、机の上で丸くなったままだった。


    　──まあ、いいけど。桜子が本当にこんな状態で問題ないと思っているならさ……思ってないくせによ。


    　と、最後にもう一度大きなため息を残し、私は春はる子こさんの部屋のふすまを後ろ手で閉めた。


    



    
      ◆ ◆ ◆

    


    



    「ほら、邪魔だからどいて、タマ」


    　部屋全体を見渡せるように文ふ机づくえの上に陣取っていた吾わが輩はいを、桜子が手で追い払う。


    　吾輩は「にゃぁ」と抗議の一鳴きをしてからしぶしぶと文机を下り、畳の隙すき間まで再び丸くなった。


    　……それにしても「もげろ」とはなぁ。


    　いくらなんだって、命みことだって年ごろの娘だ。


    　言っていいことと、悪いことがあろうに。本気で目尻をキラキラさせとったぞ、さすがに。


    　ありゃ確実に折れたな。


    　心の支え──ではなく、命から生えとるだろうナニかがな。


    　だから折れるようなモノは、生えてねぇって言ってんだろうがぁ！　──なんて涙声の幻げん聴ちようを聞きつつ、吾輩は桜子を監視するため薄目を開ける。


    　言いたいことを言い、それはそれですっきりしたのか、桜子が袖そでをまくった腕で、爽さわやかに額ひたいをぬぐっていた。


    　……まったく、命みことに甘えすぎだ、桜さくら子こは。


    「さてと。ようやくうるさい命も帰ったし」


    　と、わざとらしく声を出し、伸びをして、


    「続き続き、と」


    　ぶかぶかの着物の袖そでをまくって、箱から出した漆しつ器きを文ふ机づくえの上に置いた。


    　夜中になると蒔まき絵えの柳がしな垂れ、風に吹かれて揺ゆれる、という曰いわくのあるこの一品。ちなみに宿っていた器物の怪は、とうの昔に春はる子こが祓はらってある。なのに気味悪がった依頼人である持ち主が、謝礼の一部として春子に押しつけていったのだ。


    　桜子が毎朝こうして部屋中に広げている品々は、多かれ少なかれこの漆器同様に曰くがあったり、または春子が仕事で用いていた術具の類たぐいだ。


    　たとえば今、桜子が手にした和わ綴とじの古書。実のところそいつは藤ふじ里さと流りゆうの撫なで物ものの秘術を記した書物だったりする。しかし草書が読めん桜子では、開いたところでただの春子の遺い品ひんとしての価値しかない。門もん外がい不ふ出しゆつの秘伝書ゆえ、それが捨てられようとしたならば吾輩はなんとか桜子の目をくらまして止めざるをえないのだが、まあ今日きようまでの桜子の様子を見る限りではそうなる可能性はないだろう。


    　桜子は、春子のだろうと思われるものを一いつ切さい合がつ切さい、捨てようとはしなかった。


    　なのにだ、桜子自身は間違いなく、自分は春子の遺品を整理していると考えているのだ。


    　命はそうは考えていないようだがな。これでも桜子は桜子なりに真剣に、本当にいるものといらないものとを分けているつもりなのだ。


    　ただし、その基準がくるっている。圧倒的に、おかしいだけなのだ。


    　本当なら持ち主が亡くなれば不要なものは、捨ててしまえばいい。必要なものだけ、ないしは、とっておきたいと思うものだけを残しておけばいい。


    　だが、それができない。


    　何な故ぜなら、桜子が基準としているのは「おばあちゃん、まだこれ使うのかな？」だからだ。


    　生きた春子が必要としているか、もしくは不要とするか、それで判断しているのである。


    　無論、桜子も春子の死を理解している。


    　命だろうが誰だろうが、春子のことを桜子に訊きけば、普通に亡くなっていると答える。だから誰が会話をしたって、表面ではまるで違和感はない。


    　けれど心の底では、桜子は少しも春子の死を認めていないのだ。


    　頭ではわかっているのに、本人もまた知らぬうちに、心が認めきれていないのである。


    　だから、桜子の行動に矛む盾じゆんが生まれる。


    　いかに思考回路が正常でも、その思考を促うながす原動力である心がどうにもちぐはぐなせいで、まるで歯の欠けた歯車のごとく、いつまでも同じことを繰り返しているのだ。


    　まるで、時間が止まったかのように。


    　いや、春はる子こが死んだあの瞬間から、桜さくら子この意識は本当に止まっているのかもしれない。


    　──決して、泣かないために。


    　──春子に心配させまいと、涙を見せないために。


    　春子の臨りん終じゆうの際、命みことがおいおいと泣く横で、桜子は一粒として涙を零こぼさなかった。


    　穏やかな顔を残して肉体から去っていく春子の魂たましいに向け、一人で残されても私はだいじょうぶだよと、桜子は涙の流れていない泣き笑いを病室で一晩中浮かべていたのだ。


    　──本当は泣きたかったのに。


    　──誰よりも泣いてしまいたかったのに。


    　だから桜子の心は、春子の死の直前で停止したままだ。


    　春子の死の瞬間を、僅わずかでも越えてしまえば泣かずにはいられまい。


    　一歩でも先へと進めば、きっと涙を流してしまう。


    　泣かぬためには、桜子の心はここで立ち止まるしかないのである。


    　──泣いてしまえば、いいのに。


    　おまえが泣いたって、春子は決して叱しかりもしなければ責めもせん。


    　むしろ逆だ。もし本当に春子があの世からおまえを見ていれば、おそらく延々と泣かずに堪こらえているおまえのその心を、心配しておるだろうよ。


    　……まあ、いいさ。


    　吾わが輩はいから見れば短かろうとも、若者から見れば、人の人生というのは長いのだ。止まりたければ、好きなだけ立ち止まったらいいさ。


    　その停滞する辛つらさを味わうのも、後から思い出すのも、また一興というものだろう。


    　命なんぞはとかくいろいろと心配しているようだがな、学校なんてのも同じだ。もう義務教育は終わっている。あとは自分で好きにしたらいいのだ。


    　春子がいない今、本人の心のありさまがどうあろうとも、もう桜子は自分のことは自分で決めるしかないのである。


    　最近は、努めてそう思うことにした。


    　だから片づけがしたいのなら、そうすればいい。


    　最近は春子の部屋に常にいるため、桜子が起きているうちは、押し入れの中にある天井裏のリビングへの入り口にしっかりと蓋ふたをしている。普通に押し入れのものを出し入れしているぐらいでは、まず気がつかないはずだ。


    　そんな吾輩の思おも惑わくなどつゆほども知らず、桜子は作業を進めていく。押し入れから取り出された、一見すればただの古道具にしか見えない貴重な品が、着々と畳の上を占せん拠きよしていく。


    　退屈な吾輩は大口を開けて欠伸あくびをした。


    　そうして今日きようもまた暇ひまなので、このまま本当に寝てしまおうかなと悩み始めたとき、素すっ頓とん狂きような桜さくら子この声が上がった。


    「あれ？　こんなのあったかな」


    　尻しりを突き出して押し入れに潜もぐり込んでいた桜子が、奥の奥から木箱を一つ引っぱり出してきた。


    　その木箱には隙すき間まなく黒い漆うるしが塗られている。その黒さゆえに、今まで暗い押し入れの中では見み逃のがしていたのだろう。


    　──ん？　なんだその黒い箱は。そんなものあったか？


    　と、吾わが輩はいも目を凝こらしたところで──気がついた。


    　違う！　その黒いのは漆ではない。


    　中から滲にじんだのだ。中から滲み出した気が、普通の白い桐きり箱ばこを黒く染めたのだ。


    　黒は五ご行ぎようにおける、水すい気きの色。


    　そして水気を生むのは水すい生しよう金きんの、


    　────金きん気き。


    　中には金気の存在、それも周囲を侵おかして染めるほどの強烈な気を放つものが入っている。


    　そんなものは────あいつしかない。


    　全身から血の気が引いた。


    　鳥とり肌はだが立ち、すべての毛が逆立った。


    　ダメだ、あれは危険すぎる！


    　桜子が開けてしまえば取り返しがつかないことになる！


    　──迂う闊かつだぞ、春はる子こ。


    　何な故ぜ？　何ゆえ、もっと厳重に封印しておらんかったのだ。


    　八はち尾びを封じたあの日、いかに哀あわれで不ふ憫びんであろうとも、もうその箱の蓋ふたは決して開けぬようにしようと決めたではないか。


    　未練か？　なんとかしてやりたいという、そんな未練が残っていたのか？　だから、これほど身近に置いたままにしてあったとでも言うのか？


    　もはやこの世におらぬ、春子の思おも惑わくはわからん。


    　しかし、理由はどうあれあの箱だけは、絶対に桜子に開けさせてはならなかった。


    　あれを桜子に開けさせてしまっては、どうにも手の打ちようがない！


    　吾輩は後先も考えずに、とにかく箱を奪おうと跳びかかり、


    「なんだろ、これ。また、お皿か壺つぼかなぁ」


    　吾輩が間に合わず、桜子が箱を開けた瞬間──。


    　──暴力的なまでの気が、室内に吹き荒れた。


    　箱が開くと同時に竜巻のような風を伴ともなって、眠らせておいた存在が解放されたのだ。


    　既に宙を飛んでいた吾輩は、なすすべもなく体を壁に叩たたきつけられる。


    　本が舞い、座ざ椅い子すが飛び、ふすまが倒れ、柱が軋きしんだ。


    　嵐あらしの中心にいる桜さくら子こは悲鳴を上げることすらできないでいた。


    　しかし、それは長い時間ではなかった。


    　奴やつはひとしきり部屋の中を駆かけ巡り、八はち尾びが近くにいないと悟るや、僅わずかに開いていたガラス窓の隙すき間まから飛び出していく。


    　嵐が静まり、ちぎれた本の頁ページが一枚ずつひらひらと天井から舞い落ちるなか、桜子が呆ぼう然ぜんと部屋の中心に座っていた。


    「な、なんなの…………今のは」


    　震えながら桜子がつぶやく。


    　吾わが輩はいはむくりと起き上がると、奴が出ていった窓まど際ぎわに立ち、外を見た。


    　奴が飛んでいったのは西の方角だった。


    　西──おそらくは、伏ふし見み稲荷いなりだろう。八尾が消しよう滅めつしている今、八尾の気配に最も近いのは稲荷の総本山に棲すまう天てん狐こたちの気だ。


    　しかしいかにその気配が近かろうとも、あの地の天狐たちは決して八尾ではない。


    　──間違いなく、戻ってくる。


    「きゃ！　なにこれ」


    　自分で開けた箱の中身を見た桜子が、短い悲鳴を上げた。


    「……………………いぬ？」


    　吾輩は見なくてもわかる。中に入っているのは白骨化した犬の生首だ。


    「なんで……おばあちゃん、こんなのを……」


    　桜子の手の中にある犬の骨は、かつて生まれたばかりの桜子を八尾から守ってくれた存在であり、春はる子こと吾輩にとっては忘れたくとも忘れられぬ、家族の遺い骸がいだった。


    　そして今、八尾を討うつべく飛んでいった〈犬いぬ神がみ〉の抜け殻でもある。


    　かつて藤ふじ里さと家けの飼い犬だった、その犬の名を〝清せい十じゆう郎ろう〟という。


    　──どうしてこうも立て続けに問題が起きる。


    　……まいった。今回の件に比べたら八尾の封印が解けたときのことですら生なま易やさしい。


    　今度は、どうにもしてやれる自信がない。


    　しかし──どうにかしてやらねばならん。


    　桜子が半ば吹き飛んだ部屋の惨さん状じようを見て、「あー！」と呑のん気きな叫びを上げていた。


    　吾輩がなんとかしてやらなければ、でなければ伏見から戻ってきた清十郎によって──、今度こそ、桜子は喰くい殺されることになろう。

  



  
     巻ノ六　命は痛い子？　


    



    　私──神かん波ば命みことは、日ごろから思っていることがある。


    　どうしてこうも。


    



    　文房具ってのは、エロいのか？


    



    　たとえば──。


    　シャープペンシルの芯しんを、出しては戻して、また出してみる……ハァハァ。


    　消しゴムをカバーから、出しては戻して、また出してみる……ハァハァ。


    　鉛筆と鉛筆削りなんて、鉛筆が削れてしまうほど激しいわけであってさ……もはやハァハァ以外の何物でもありゃしない。


    　──なんだこれ？　なんなの、これ？　ご褒ほう美びなの？


    　神様、世界はこんなにもＢＬであふれています！


    　私は鼻息も荒く、筆箱から赤と青と黒のボールペンを取り出すと、机の上に並べた。


    　……ふふふっ、私の中では毎度毎度、赤ペンの総受けだけは揺ゆるがない。


    　それにしてもこの三本、まあなんという爛ただれた三角関係なのでしょう。


    　俺おれ様さまな黒ペンだけでなく、まさか理知的メガネな青ペンまでをもくるわせてしまうなんて。


    　すべては赤ペンの、生まれもっての姫様受け気質の為なせる業と言っても過言ではねぇのです。


    　私は一応嫌がっているフリ（ここ大事）している赤ペンの、そのキャップをじんわりゆっくりとたっぷりと時間をかけてはずし、それから既に我慢の限界を迎えていた黒ペンの先端をおもむろにねじ込む。


    　…………ハァハァ。


    　しばらくは黒ペンの思うがままにぐりぐりするも、しかしそこへと割って入るのが青ペン。愛する赤ペンと黒ペンが繰り広げる痴ち態たいを目の前にして、当然黙っていられるはずがない。


    「…………おい……聞こ……のか…………」


    　ここからが、佳か境きようなのです。


    　私は右手で黒ペンをキープしたまま、左手だけで青ペンのキャップをポンと勢いよく弾はじき飛ばす。剝むき出しになる、てらてらとインクで光る青ペンの先端。


    　本当ならば、ここで総受けたる赤ペンを奪い返すべく奮ふん闘とうするはずなのに、何な故ぜか青ペンが狙ねらいを定めたのは、黒ペンのキャップ。


    　無論、赤ペンのことは好きさ……でも、いつのころからだろうか。赤ペンの横で自由気ままに振る舞う俺様な黒ペンを、青ペンは目で追いかけている自分に気がついてしまったのでした。


    　そしてヘタレな青ペンは、黒ペンが赤ペンを襲おそっているその隙すきを突いて、ついに禁断の下げ克こく上じようを────。


    「……おい、聞こえないのかね？　神かん波ばくん！」


    「……へっ？」


    　突然に至し近きんで名を呼ばれ、反射的に顔を上げれば──席に座った私を、初老の学年主任が腰に手を添えて見下ろしていた。


    「さっきから君はボールペンの蓋ふたをつけ替え、いったい何をしているんだね？　息も荒いようだし……だいじょうぶか？」


    「…………い……いやぁぁっっッ!!」


    　クラス中に響き渡る大絶叫。私は机の上に広げてあった文房具一式を引っつかんで、引き出しの中へと放り込んだ。


    　あまりの大声に驚いた学年主任はとっさに耳をふさぎながら、


    「なんて声を出すんだね、君は！　それに、どうしてそんなに大慌あわてでペンをしまう？」


    　見られて困るような、卑ひ猥わいな私物でもあるまいに──と、つけ加えた。


    　対して私は「ははっ」と乾いた笑いを浮かべて、額ひたいから滝のように大粒の汗を流し、肩を縮こめる。
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    「──ね？　言ったでしょ、先生。今の神波に声をかけちゃダメだってさ」


    　とは、学年主任の後ろから声をかけたクラスメイトの男子の声だ。


    　────え？


    「そうそう。そっとしておいてあげてください。妄もう想そうに浸ひたってる時間は、命みことちゃんの至し福ふくの瞬間なんですから」


    　今度は、クラスの女子の声。


    　────えっ、えぇぇ!?


    　……言っておくけど、私の高こう尚しようにして腐りきった趣味はクラスの連中になんて一言たりとも漏もらしたことはない。


    　自じ重ちようこそが、私の信条だ。


    　そんな主義の、私の自重は間違いなく完かん璧ぺきだ。


    　なにしろ子どものころからずっと一緒にいる桜さくら子こでさえ、私の趣味は知らないんだもんな。


    　だから政府が思考盗聴システムでも完成させていない限りは、絶対に誰にもばれているはずなんかないのに────。


    「あの目をし始めたときの神かん波ばは、そっとしておいてやろう、ってみんなで決めてるんですよ」


    「人の趣味って、自由でいいと私たちは思ってるんです。とりあえず妄想しているだけだったら、誰にも迷惑なんてかけてないじゃないですか」


    「……先生は、さっきから君たちの言っていることがさっぱりわからんよ」


    　…………聞こえない。聞こえない。聞こえない。


    「ですからね、神波の趣味ってのは──」


    　何も、なぁんにも聞こえなぁぃッ!!


    「あ、あのぉ！　先生ぇ！」


    「ん？」


    「えと……何か、私に用事でもあるんじゃ？」


    　限りなくぎこちない、油の切れたギアみたいな音が聞こえそうな笑みを浮かべ、私はクラスメイトの言葉を遮さえぎり学年主任に声をかける。


    「ああ──そうそう。君がとんでもない声を上げるから、すっかり忘れていたよ。神波くん、君にお客さんが来ておるよ」


    「──えっ？　お客、ですか？」


    「君の妹さんらしい子がな、急な用事があるとかで、さっきから応接室で待ってるんだよ」


    　一瞬、何を言われたのかわからなかった。


    「い、いもうとっ！　弟でなくて？」


    「ああ。確か実の妹ではなく、姉と妹みたいな関係の親しん戚せきだと言ってたなあ。先に君の家に行ったらしいのだが、ご両親が不在だったようでな、君の携帯の番号もわからないとかで、直接学校に来たと言っていたぞ」


    　残念ながら、私にはそんな妹的な存在はいない。血がつながった兄弟は妄もう想そうの燃料にもならんくそじゃりだけだし、両親ともに末っ子のおかげで私の従姉いとこは全員年上なのだ。


    「……もしかして、心当たりがないかね？」


    　と、急に先生が眉まゆをひそめる。


    　このご時世、生徒とまったく関係のない人間を校内に入れ、あまつさえ応接室にまで通したなんてことになれば、いろいろと問題になるんだろう。


    「い、いえ。そんなことはないです。たぶん──あの子です」


    　とっさに私は言いつくろう。


    　といってもこの軽けい率そつな学年主任を助けようとしたわけじゃない。


    　ではなくて、別にそいつと会っても特に危険はないだろうと思ったからだ。


    　まあ、いもしない妹を名乗るとか、普通ならそいつは不審者なんだけども、仮にも妹を自称する限り私よりず抜けて年上なことはないだろう。


    　たとえ法外な値段で絵画を売る悪質業者だって、綺き麗れいどころは集められても、十六の私より年下の人間はおいそれと雇えまい。


    　それにもし私個人に対して何らかの悪意があれば、放課後とはいえわざわざ学校という公の場まで押しかけ、あまつさえ学生の保護者でもある教師にまでも顔を晒さらす必要はない。


    　そしてなによりも──自称とはいえ妹を名乗る存在がわざわざ向こうからやってきたのだ。


    　こんな二次元と三次元の境界をあやふやにする、楽しそうなイベントを自分で潰つぶしてしまうなんてもったいない。


    　……できるものなら耽たん美び臭しゆうの香かんばしい、双子の弟がベターだったんだけどね。


    「っと、職員室内の応接室ですね。ちょっと行ってきます」


    　と、私は席を立ち上がり、教室から出ようとする。


    　……なんだか、私を見るクラスメイトの目が、ぬくいほどに生温かいのは気のせいだろう。


    「──で、神かん波ば君の趣味がどうした？」


    「──いや、ですからね。神波の趣味ってのは」


    　──聞こえない、聞こえない、何も聞こえてたまるかぁ！


    　だって、自じ重ちようしてますから！　ありえませんから！　私、ばれてませんからぁ！


    「──内緒ですよ、先生。命みことちゃん、自分では秘密にできてるって」


    　……間違いなく気のせいだったので、私は足早に教室を去った。


    　そうして職員室で名前を名乗ると、事情を知っているらしい先生に案内され、すぐに応接室まで通された。


    　一般的には卒業するまで入ることもない応接室。私も入るのは初めてであり、そこには公立の貧乏学校にはそぐわない革張りのソファーセットが置かれていた。


    　そして学年主任の話どおり、ソファーの上には私の妹を名乗るに十分すぎる外見の、十歳ちょっととおぼしき少女が座っていて、ぺこりと私に向かって頭を下げたのだ。


    　当然、見たこともない少女だった。


    「あー、あの……」


    　と私が口を開いたとき、突然少女の肩越しに小さな顔が、にょきりと突き出た。


    　その顔は私を見るなり、骨格上ありえない形のニヤリとした笑いを浮かべる。


    　──化け猫だった。


    「ちょ、おま…………っ！　なんで、ここにいんだよ！」


    「いや、ちょっと困った事態になってな。至急おまえと連絡がとりたかったのだ」


    「だからって、学校にまで押しかけてくることはないだろ！」


    「おまえ、吾わが輩はいの番号を着信拒否したままなのを忘れておらんか？」


    「忘れてねぇよ。あれは当たり前の処置だ、バカ猫!!　というかてめぇは自分がやったことを思い出せ！　この野郎め！」


    　──なんというか、この化け猫、酒に酔うと電話癖が悪いのだ。


    　狐きつねの一件で壊れた携帯電話を天井裏のヤクモに買い直してもらって以来、深夜になると頻ひん繁ぱんにこいつからイタ電がかかってきて、私はうんざりしていた。


    　化け猫曰いわく「スマホを買ってもらったので、誰かと電話したかったのニャ」ということらしいんだが……おまえスマホを買ってもらったのにまず電話って、それもう普通のガラケーにしとけよ。


    　あとわざとらしく語尾に「ニャ」とかつけんな、イラッとくる。


    　まあそれはそれとしておいて、とにかく真夜中にかかってくる化け猫からの電話である。字じ面づらだけならもう完全に怪談だ。布ふ団とんに入って真っ暗な部屋の中でブブッと携帯が鳴って、〈化け猫〉と表示されていると少しドキッとする。


    　ただでさえそんな状況だったのに、ある晩こいつはさらに調子に乗って、


    『吾輩、メリーたん。最寄りの駅前なう』


    　とか、本気でくだらねぇことを電話口でのたまいやがったんだよ。


    　その後も連続して、角のタバコ屋、近所の公園、家の玄関の前へと着々と〈メリーたん〉は近づいてきて、部屋のドアの前まできたところで、すかさず「着信ちやつ拒否きよなう」してやった。


    　ヤクモの携帯からかけてくる可能性もあったので、あらかじめ番号を聞いていたそっちも、同様に着信拒否にする。


    　以後、私の部屋の前では自分を「たん」付けしたうえに、ツイッター調で居場所を教えてくれるやや痛い系の都市伝説が立ち尽くしたままとなっている。


    「ふん、酔った勢いでの洒しや落れもわからんとは、おまえも風ふ情ぜいのないやつだな」


    「飲んでも飲まれてるんじゃねぇよ！　このオヤジ猫がっ！　新しん橋ばしの駅前にでも帰れ！」


    　と、そのとき、強烈にドアをノックする音がした。


    「ちょっと、神かん波ばさん！　わきまえなさいよ！」


    　どうやら外にまで、私の大声が漏もれていたらしい。ドア越しに声をかけてきた先生に、しおらしく「はい」と応え、とりあえず深呼吸してから化け猫と少女が座るソファーの対面へと腰かけた。


    　少し落ち着きを取り戻す。


    　そうして、私は突然の化け猫の登場でうっかり見失っていた、当初の疑問を思い出した。


    　………………誰だ、この娘は。


    　自分の肩に喋しやべる猫が乗っていても、ピクリとも動じていない。むしろ満面の笑みを浮かべ、私に微笑ほほえみかける美少女。


    　見れば見るほど浮き世離れした可愛さだった。


    　なんて言ったらいいのだろう、フランス人形のような……という陳ちん腐ぷな表現は違うな。そういう類たぐいの造形じゃないよな。


    　むしろ絵に描いたような────そう、エロゲ塗りだ！


    　今、私の目の前にいる少女は、まるで流は行やりのエロゲ塗りをしたような、そんな美少女なんだよ。


    　──何を言っているのかわからないと思う。正直、自分自身でさえもよくわからない。


    　けれども現実の女性と比べ、目の前の少女はまるで次元が違う存在感を醸かもしている。具体的には、次元の表示数が一つ欠けているような。


    　いつから現実と二次元との、越えられない壁は突破されたんだ？


    「君、私とは初対面だよね？　化け猫を背負ってるからには、たぶん関係者なんだろうけど、あの…………どちら様？」


    　腐っている私が、ちょっとドギマギしながら二次元風美少女に声をかける。


    　対して返ってきたのは、思わず視界の端にＣＶキヤラクターボイス誰それという文字を探してしまいそうなほど、可愛らしい声だった。


    「えー、いやですよ、お姉様。こないだ会ったばかりじゃないですか。もう私のこと忘れちゃったんですかぁ？」


    「えっ？　いや、知らないって。会ったら忘れないと思うんだけど、君みたいな子は」


    「そんなぁ、ひどいですうぅ。私のこと忘れちゃうなんて……」


    　と、急にしょんぼりする少女。今にも泣きそうな雰ふん囲い気きに、わたわたとしそうになったとき、


    「ちゃんと憶おぼえててくださいね。わたしの名前はぁ、ヤクモですぅ」


    　────えっ？


    　ヤクモ、ヤクモ、ヤクモ……どっかで聞いたようなぁ…………って！


    「ヤクモぉっっ!?　この美少女が、あの毛むくじゃら…………だとぉっ！」


    　あまりの衝しよう撃げきに思わず校舎中に木霊こだましそうなほどの絶叫を上げてしまう。


    　すかさず、さっきよりも十倍は鋭するどいノックが響いた。


    「いい加減になさいっ！　騒ぐならよそでやりなさい！」


    　ヤバっ！　さすがに場所が悪い。


    　私は先生が入ってこないように「すいません、すぐに出ますから」とドアに張りついて声を返し、一人と一匹改め、二匹に向き直る。


    「とりあえず、ここ出るぞ。いつ先生に入ってこられるかわかりゃしない」


    　猫と会話している姿なんぞ見られたら、私の平へい穏おんな学校生活上、非常によろしくない。


    「それがよさそうだな。吾わが輩はいも、もう少し落ち着いて話せる場所へと移りたい」


    　そう言って、化け猫はソファーの上にのっていたボストンバッグの中に隠れた。


    「とにかく、少し校門で待ってろよ。教室にカバン取りにいくからさ」


    　こんなことなら放課後に妄もう想そう分ぶんなんか補給せず、まっすぐ帰っていればよかったわ。


    　……まあ私の自じ重ちようは完かん璧ぺきだもんな。うんうん──今ごろはクラスの連中だって、私に対してのわけのわからない疑惑を抱いだいていたことを、きっと反省しているころだろうし。


    「なるべく早く頼むぞ。暇ひまつぶしに持ってきた、神かん波ば美み琴こと先生作の同人誌がもうそろそろ読み終わりそうなのだ。読み終わったらついうっかりと、おまえの教室のゴミ箱に捨ててしまうかもしれんからな」


    　私は先生の制止をも振り切って、職員室の中から全力ダッシュで教室へと向かう。


    　この日このとき間違いなく、私は人生最速の記録を叩たたき出したと思う。


    



    　──以下、このときの私を見かけていたらしい、クラスのとある女子の談。


    「命みことちゃんがすごい剣幕で教室に入ってきたと思ったら、いきなり自分のカバンとゴミ箱を抱えて、また飛び出していったんだよ？　びっくりするよ、本当に。もうね、いよいよもってさ──ゴミ箱×スクールカバン、とか人類が到達しちゃいけない境地にまでイっちゃったんじゃないかって。入りもしないゴミ箱を、延々と無理やりカバンにねじ込もうとしてる命ちゃんがいないかどうか、みんなで心配しながら校舎裏とか探したんだからね！」


    　…………。


    



    　──よし！　ばれてないぞ、私！　私の書いた薄い本が教室に捨てられようとしてたなんて、ちっとも……少しもばれてなんか、いないんだからね！


    　…………ばれてないったら、ばれてないんだよぉ!!


    



    
      ◆ ◆ ◆

    


    



    　少しばかり、昔話をしようか。


    　まあ昔話といっても、「むかし、むかし」で始まるような大昔ではない。


    　ほんの四半世紀ばかり前、猫ねこ又またである吾わが輩はいからすればむしろついこの間のことだ。


    　当然、そのころはまだ桜さくら子こは生まれておらんかった。


    　そもそも春はる子この娘であり、桜子の母でもある弥生やよいは結婚すらしとらんかったしな。


    



    　ある日、吾輩は野や暮ぼ用ようがあって出かけていた。その帰り道に運悪く季節外れの大雨にあい、吾輩は藤ふじ里さと邸ていの前にある竹林の中を突っ切って、急ぎ春子と弥生の元へと戻っておった。


    　雨脚はいっそう強くなり、ただでさえ薄暗い竹林の中はいよいよ真っ暗となっておった。吾輩の猫の目でなければ、きっと見つけることはできんかっただろう。


    　帰りを急ぐ吾輩の前に、ぽつんと段ボール箱が一つ置かれていたのだ。


    　無論、人など通るはずのない場所だ。不審に思った吾輩は、猫又なのに今しばしの濡ぬれ鼠ねずみに甘んじることを覚悟して、中を覗のぞいた。


    　そこにいたのは、まだ目も開いていない一匹の子犬だった。


    　本当は三匹いたのだが、バケツをひっくり返したような雨が段ボール箱を半ばプールと変えていてな、二匹は水の中に倒れたまま、まるで動く気配がなかったのだ。


    　しかしながら一匹だけは、兄弟と思われる亡なき骸がらを踏み台にしてもなお水面へと顔を出し、必死に生き延びようとしていた。


    　雨はまだやみそうにない。あと数分もすれば懸けん命めいに生きようとするこの子犬もまた溺おぼれることは必ひつ至しだ。仮に今ここで雨がやんだとしても、濡れきった小さな体では夜を越えることはできまいと思えた。


    　せっかく、母犬の体から這はい出てきたというのに、光さえ見ぬまま再び彼ひ岸がんへと帰るのではあまりに不ふ憫びんだ。それでは今踏み台となり、かろうじて同どう胞ほうを生かしている兄も弟も浮かばれまい。


    　そう感じた吾輩は雨宿りとして、一晩だけの宿を貸してやろうと、らしくもなく子犬の首をくわえて水の中から救い、藤里邸へと連れていった。


    　そうして家に帰ってから春子に事情を説明すると、何を言うかと思えば、藤里家でその子犬を飼おうとか抜かし始めたのだ。


    　吾輩は反対したのだが、結局は春子だけでなく弥生までもが賛同してな。むなしいかな、最後は民主主義にのっとった採決方法で藤里家には新しい家族が追加されることになった。


    　そうしてその新しい居い候そうろうは〝清せい十じゆう郎ろう〟と名付けられた。


    　清十郎は何しろよちよちだったからな、しばらくは始終誰かが面倒を見てやらねばならん。当然それは言い出しっぺどもであろうと思っていたのだが、その役を任されたのは何な故ぜか清十郎を家に置くことに反対した吾輩だった。


    　家にはメスが二人もおるというのに、どうしてオスの吾輩が面倒を見ねばならんのか。


    　吾わが輩はいとしては理り不ふ尽じん極まりない役回りではあったが、それでも清せい十じゆう郎ろうに罪はない。やむなく吾輩は親犬ならぬ、親猫ねこ又またとして甲か斐い甲が斐いしく清十郎にミルクをやって育てたのだ。


    　清十郎は賢い犬でな、育ってからは犬にしておくのがもったいないと思うこともしばしばだった。これが犬でなく猫であったならば、吾輩のように猫又へと成り上がる道もあったろうにと、つくづく残念に思ったものだ。


    　そうこうしているうちにやがては弥生やよいも結婚して、藤ふじ里さと家けには弥生の旦だん那なに加えもう一人、新しい家族が生まれることになる。


    　それが桜さくら子こだ。


    　桜子が生まれたあの日の喜びと忙しさは、今でもしっかりと憶おぼえておる。家中がてんやわんやの騒ぎで、犬の身ゆえに何をすることもできん清十郎でさえじっとしていられず、一日中庭を走り回っておったわ。


    　清十郎もまた、吾輩同様に心から桜子の誕生を祝い、歓喜していたのだ。


    　しかしながら、その幸福は長くは続かなかった。


    　その日、春はる子こと吾輩は桜子のお宮参りの準備で揃そろって出かけておった。


    　とはいえ家には弥生も旦那も清十郎もおったからな、何も心配しておらんかった。


    　春子のやつが桜子に着せる産うぶ着ぎを紅べに色か桃もも色かでさんざん迷ってな、家路に就くころには既にとっぷりと日が暮れていた。


    　異変は家に入る前に気がついた。庭へと入るなり、清十郎が即座に教えてくれたのだ。


    　吾輩たちの姿を見つけるや否いなや飛び出してきた清十郎は、首も前脚も血まみれだった。それは自分をつなぎ止めている首輪と鎖くさりを、引きちぎろうと苦心した痕あとだったのだ。


    　家の中で何かが起きていた。たかだか犬の身でありながらも、清十郎は家の中へ駆かけつけようと、力の限りもがいたのだ。


    　清十郎に促うながされるようにして玄関に入った吾輩と春子を待ち受けていたのは、既に半ば乾いた血の臭においだった。玄関にまで臭いが届くとは何事か。さまざまな意味で催もよおしてくる吐き気を堪こらえ、吾輩と春子はまっさきに弥生夫婦の部屋へと走った。


    　部屋の中では、桜子が泣いていた。


    　ずいぶん長いこと泣いていたのだろう。畳の上に広がった血の池の中、声も枯れるほど桜子は泣き続けていた。


    　そんな桜子の横では、弥生夫婦が四し肢しのちぎれた姿で息絶えていた。白かった桜子の産着は皮肉にも春子が迷って決めたものと同じ色に、両親の体からあふれた血で染まっていた。


    　────地獄絵図。


    　吾輩と春子の眼前に広がった部屋の中の光景は、まさにそう呼ぶに足るものだった。


    　桜子は動かない弥生の頰ほおに手を伸ばして触れたまま、延々と泣いている。


    　弥生は首だけしか胴とつながっていないにもかかわらず、それでもなお桜子を不安にさせまいとしたのだろう。自分の頰ほおに縋すがる桜さくら子こに向かって微笑ほほえんだまま、事切れていた。


    　──この惨さん劇げきを引き起こしたのが何者かは、すぐにわかった。


    　弥生やよいが教えてくれたのだ。


    　泣きやまぬのをあやすように、そんなふうに桜子の胸の上へとのっていた弥生の引きちぎれた右手が、金色の一房の毛束を掌てのひらの中へひそませていたのである。


    　これが、弥生のせめてもの一いつ矢しだったのだろう。


    　勝てぬ勝負と悟り、おそらく己おのれのすべての力を振り絞って、弥生は襲しゆう撃げき者しやの尾の毛を一つかみほどむしりとってやったに違いない。


    　春はる子こや吾わが輩はいのような術者を前に爪つめや毛が残っていれば、それは名前を記した写真が落ちているのも同義だ。弥生は桜子を狙ねらう輩やからの手がかりを残し、あとを吾輩たちに託たくしたのである。


    　そして吾輩と春子が突き止めたのは、当時、同業者の間でも[image: ]うわさとなっていた一匹の狐きつねだった。そいつは伏ふし見みの稲荷いなり大おお神かみに仕つかえる天てん狐この身でありながら、邪念に苛さいなまれ零れい落らくした狐だった。


    　将まさ門かどの乱のころより人を喰くうことを覚え、人にん狐こへと身をやつしながらも力ある術者を喰らいに喰らい、狐の力の象徴たる尾を一本ずつ生やしていった災さい厄やくの野や狐こ。


    　そうして人の身ではとうていかなわぬ永き時間をかけ、その野狐は伝説の九きゆう尾びにも迫せまる力を得る。


    　百年もの昔、とある宗派の僧そう都ずを騙だまして喰い、とうとう生えた尾が、いよいよもって八本。


    　ゆえにその妖よう狐この王は、〝八はち尾び〟と呼ばれていた。


    　その八尾が、桜子を狙っていたのだ。


    　桜子は代々陰おん陽みよう師じを世せ襲しゆうしてきた藤ふじ里さと家けの嫡ちやく子し、六百年にもわたり子し々し孫そん々そんと受け継がれてきた霊れい脈みやくを、桜子もまたその身に宿している。


    　八尾は生まれたばかりの柔らかい赤子の肉とともに、藤里の霊脈を喰らわんと企たくらんでいたのである。そして千年の念願たる最後の一本を、その身に生やそうともくろんでいたのだ。


    　そんな桜子の誕生を、どこからか聞きつけ襲おそいかかってきた八尾に、弥生夫婦は抗あらがった。


    　しかしながら陰陽師としては吾輩よりも未熟だった弥生が、八尾に勝てる道理はない。


    　その身は八つ裂きにされ、それでも八尾の手がかりだけはなんとかむしり取った弥生は、最後の力で桜子と己の右手に隠おん行ぎようの法を施ほどこしたのである。


    　きっと八尾には、ちぎれた母親の右手を必死に握った桜子が、さながら血の池の中に沈むかのように見えたことだろう。


    　いかに八尾といえども、見つからぬ相手は喰らいようがない。


    　よって隠行の法の効果が消えるまで、一時身を退ひいたのだ。


    　そこに吾輩と春子が帰ってきた。


    　春子はさぞ嘆きたかったろう。


    　泣いて、口から血を流し、娘の死を悼いたみたかったに違いない。


    　けれど、そんな時間は吾わが輩はいたちにはなかった。


    　弥生やよいが末まつ期ごの力を振り絞ってかけた隠おん行ぎようの法は一昼夜しかもたぬ。翌日には鼻先にまで迫せまりつつも取り逃がしたご馳ち走そうを、再び八はち尾びが喰くらいにくるのは明白だった。


    　八尾は強大だ。弥生夫婦が挑いどんで勝てなかったのは当然。吾輩と春はる子こが組んで十じゆう全ぜんに力を発揮しても、勝てる見込みは薄い。


    　それでいて次は、万に一つとして負けられぬ戦いとなる。


    　吾輩たちが負けるということは、桜さくら子こが八尾に喰らわれることを意味する。


    　相あい討うちもダメだ。吾輩たちが生きて戻らねば誰が桜子を育ててくれるというのか。


    　ゆえに今すぐにでも決死の覚悟で八尾に挑みたい気持ちを血の涙を呑のんで押し殺し、吾輩と春子は我らに代わって八尾に対抗してくれる式しき神がみを生み出すことにしたのだ。


    　白はく蔵ぞう主す然しかり、狐きつね女によう房ぼう然り。


    　古来より、狐を討ち祓はらうのは犬の魔力と相場が決まっている。


    　そう。吾輩と春子は清せい十じゆう郎ろうを犬いぬ神がみにし、八尾にぶつけようと決めたのである。


    　犬神の作り方というのは、残酷だ。


    　己おのれによく慣れし犬の体を土に埋め、首の前には決して口の届かぬ位置に腐った魚を置き、あとは放置する。そうして犬が飢えに飢えて、蠅はえのたかりそうな魚でさえもなんとか口に入れようと、肩も喉のども口先をも伸ばしに伸ばしきったところで、その首を一刀のもとに刎はねるのだ。


    　餓うえや憎しみの極地に達したその瞬間に死を与えることで時間を止めて、極限まで高まっていた渇かつ望ぼうと怨えん嗟さを糧かてに、相手を呪じゆ詛そする式神にするのである。


    　無論、犬神にするということは清十郎を殺すということだ。


    　清十郎を殺し、怨おん霊りようにして、それを式神に仕立て使し役えきするということだ。


    　清十郎は誰もが認める藤ふじ里さと家けの家族である。


    　が、それでも……それでも残念ながら、犬なのだ。


    　新しく生まれたばかりの桜子の命には代えられぬ──。


    　それが春子と吾輩が下した決断だった。


    　もし仮に猫神に狐を祓う魔力があれば、吾輩は喜んで春子の前に自みずからの首を差し出しただろう。だが同じ畜ちく生しようとはいえ、吾輩の首では力不足なのである。


    　これは犬である清十郎にしかできぬ役目だった。


    　翌朝、吾輩と春子が犬神を生み出す準備を終えて庭に下りたとき、清十郎は庭の中央に座って待ち構えていた。


    　そうして吾輩たちの姿を見つけるなり、深々と頭を垂れたのである。


    　あれは賢い犬だ。清十郎はこれから何が行おこなわれるか、わかっていたのだ。


    　頭を垂れたのも、これから自らの身に降りかかる運命を嘆いたのではない。


    　藤里の家の幸福、そこで飼われていた己の幸せ。それらを一夜にして粉々に砕いた八尾に報復する役目を自分に与えてくれて、ありがとう──口がきけたなら、おそらくそう言っただろうと思う。


    　現に清せい十じゆう郎ろうはこれから自分が埋められる穴を掘っている間も、そして穴に落とされた自みずからの体に土がかけられてさえ、逃げ出すどころか為なすがままでぴくりとも動かなかった。


    　清十郎の前には腐った魚ではなく、弥生やよいが残してくれた〝八はち尾びの尾の房〟を置いた。


    　途端にもがき出す清十郎。抜けられるはずがないのに悶もだえ、首輪でついた傷跡から血が噴き出すのも構わずに、開いた顎あごを伸ばす。


    　しかし届かない。


    　憎い、どれほど憎もうが飽きたらぬ、八尾のその臭においが染みた尾がそこにあるというのに、どうしてもその牙きばは刺さらない。


    　吠ほえくるって喉のどから血の泡あわが吹き出し、歯は嚙がみする牙の先端が欠ける。


    　──ころあいだった。目の前には、驚くほどに伸びきった清十郎の首があった。


    　そこに刀を振り下ろす役目は、吾わが輩はいが請け負った。


    　本当は春はる子こがやると言い張ったのだが、こればかりは譲れない。


    　清十郎を藤ふじ里さと家けに連れてきたのが吾輩なら、それを送り出すのもまた吾輩の務めだ。


    　何より、子犬だった清十郎にミルクを与えて育てたのは吾輩なのだ。


    　ほかの誰でもない。清十郎は、吾輩のかけがえのない──息子なのだ。


    　ならばその瞬間は、いかに春子といえども譲ってやる義理はなかった。


    　刀を振り下ろしたときの感触を、吾輩は決して忘れない。


    　清十郎の恩に報むくいるためにも、この両の前足に残った重みと刃やいばにかかった抵抗は忘れてしまえるものではない。


    　──こうして、清十郎は犬いぬ神がみとなった。


    　吾輩と春子は確かに普通の犬神を作ろうとしたつもりはない。八尾しか呪のろえぬ、ほかを呪わぬ代わりにそのぶんだけ力を強めた、対八尾専用の特殊な犬神を生み出したつもりだ。


    　しかし実際に誕生したのは、そんな調整の領域なんぞを遙はるかに超えた、もはや吾輩にも春子にでさえ半ばコントロールの効かぬ、とてつもない化け物だった。


    　こうやって語ってみると、本当に清十郎はただの犬だったのかとすら疑問に思う。


    　少なくともあれの心のありさまは、犬の領分を遥かに超えていたのだろう。


    　その八尾を憎む心、そして弥生たちを悼いたみ、かつ生まれたばかりの小さな生命いのちである桜さくら子こを守りたいという気持ちがあまりに強大であったがゆえに、清十郎は吾輩たちの想像をも超えた強力な犬神となったのだ。


    　そうして産まれた清十郎が八尾を葬ほうむる寸前、春子と吾輩はそのあまり強大過ぎる力が生む計算外の事態に気がついた。


    　おそらく清十郎は八尾が焦こがれた、九きゆう尾びさえも上回っていた。強すぎたのだ。


    　そのあまりに肥ひ大だい化かした強力な怨おん念ねんは八はち尾びが滅べば行く先を失い、今度は術を行こう使しした藤ふじ里さとの血の者たちへと返りくるだろう。


    　そのため青あお息いき吐と息いきとなった八尾を討ち取らず、やむなく春はる子こは藤里邸の敷地になった祠ほこらの中へ封じざるを得なかったのだ。


    　そのため宿願果たせぬ清せい十じゆう郎ろうの怒りは果てず、無念はそのまま。


    　哀れに思えど、それでもどうにもならない。吾輩と春子は血の涙を呑のんで、怒り滾たぎったままの清十郎の怨念を鞘さやである落とした首の中へと収めた。


    　そうして苦しかろうが、せめて安らかでいて欲しいと思いを込めて、桐きり箱ばこに封印をしたのである。


    



    
      ◇ ◇ ◇

    


    



    　ようやく化け猫のクソ長い話を聞き終えた私はふぅと大きな息を吐き、それから腕を組んで沈黙した。


    



    　ここは応接室から追い出されて避難した公園のベンチだ。私の横には二次元半の美少女ヤクモと、その膝ひざの上で普通の猫に擬ぎ態たいする化け猫がいた。


    　本当は喫茶店にでも入ろうと思ったんだけど、ペット立ち入り禁止と再び追い出されるのはごめんだ。やむなくガキんちょがせわしなく走り回っている、学校の近くの公園の片かた隅すみを拝借することにした。


    　茶菓子代わりにコンビニエンスストアで買ったアイスは、長い話の末、既にバーのみとなっている。私は楊よう枝じのようにくわえていたそいつを、指でつまんで引き抜くと「はずれ」とさえ書かれていない。その風ふ情ぜいのないのっぺらぼうをベンチの横のゴミ箱に投げ捨てた。


    　それから眉み間けんに人さし指と親指を添えて、軽く揉もむ。化け猫の話を思い返し、反はん芻すうし、そしてそれはどう考えたって。


    　──衝しよう撃げき的な内容だった。


    　物心ついたときから桜さくら子こに両親がいないのは知っていたし、それを不思議にも思っていた。


    　けれど、両親が健在な私がおいそれとその理由を聞いていいものじゃないことも幼おさな心ごころに理解していた。こうして事情を知った今、最後まで口にしなかった幼い自分を褒ほめてやりたい。


    　まあ聞いてたところで桜子が真実を知らされているわけがないし、春子さんだって、とてもとても話してくれたとは思えないけど。


    　それでも万が一、本当のことを聞かされていたら、私は翌日からどんな顔で桜子と会っていいのかわからなくなっていたと思う。


    　──なるほど、納得だ。どうしてあの厳格だった春子さんが、桜子に対しては急に甘くなって何も怒れなくなることがあったのか。


    　似てたんだろうなぁ、きっと。その春はる子こさんの娘──弥生やよいさんと、桜さくら子こはさ。


    　春子さんは弥生さんを生んで、育てあげている。当然、弥生さんとの子どものころの思い出だってたくさんあったはずだ。子どものころの桜子を眺めるとき、まれに見せたあの悲しそうな戸惑いの目は、おそらく桜子のその向こう側にいる弥生さんへと向けられていたものなんだろう。


    　弥生さんの件に関しては、私なんかが何かを言える立場じゃない。


    　けどまぁ、それはそれとして今はおいといて。


    「……なぁ、少し訊きいていいか？」


    　化け猫が小さくうなずく。


    　そして言っておいてからでなんだけど、そこから少しだけ考えを巡らした。


    　春子さんと、それから桜子のお母さんの弥生さん──その二人の昔話のほかに、化け猫は今朝、桜子の身に起きた事件も話してくれていた。


    　今の話に出てきた犬いぬ神がみ……清せい十じゆう郎ろうだっけか？　そいつが鎮しずまっていた箱を桜子が開けちまったと。そんでもって箱を開けたせいで、清十郎が解き放たれてしまったと。


    　私は腕を組んで、それから「ふむ」と鼻から息を吐き出して、


    「──んで、それのいったい何が問題なんだ？」


    　化け猫が無言で目を丸くする。その顔を見て、私は思ったままを口にした。


    「だってよ、その清十郎ってのは桜子を守りたかったんだろ？　だからそんなに強力な犬神になったんだよな。ならさ、そいつが解放されたって問題なんかねぇだろ。いいじゃんか、おまえにとっては桜子を守る味方が増えたってことだろ？」


    　と、言うや否いなや、化け猫は大おお仰ぎような仕草でため息をついた。そのあからさまな態度に、私もカチンとくる。


    「事の重大さが、何にもわかっとらんな」


    「あったりまえだ、そんなのは。なんでもかんでも、おまえの尺度でもの言うな」


    　けっ、と最後に唾つばを吐きつけるようにして言ってやると、化け猫は「まあ、それもそうか」と猫の顔に苦笑いを浮かべた。


    　……態度もさることながら、苦笑いする猫の顔がちょっと怖い。今の化け猫の顔をもし間違ってそこらのガキが見ていたら、今夜うなされるほどの悪夢を見るのは確実だろう。


    「命みこと、おまえ『人を呪のろわば、穴二つ』という諺ことわざを知っておるか？」


    「……なんだよ、突然」


    「いいから、今の諺の本意を知っとるか、と聞いておるのだ」


    「知ってるか、って聞かれたら──知ってるなぁ。人を呪ったら自分にも報むくいがある、ってそんな意味だろ？　確かその『穴』ってのは墓はな穴あななんだっけか。呪われて死んだ人と、それから呪のろった報むくいを受けて死んだ人の」


    「……ほぉ。よく知っておったな、そのとおりだ」


    　まあな、と思わず私は鼻を高くする。


    　そう、これくらいは私だって知ってんだよ。なにしろ──以前、私がつむじまで、どっぷりとはまっていた腐女子向け退魔モノに、ちゃんと書いてあったもんな。


    「ん？　勘違いするなよ。吾わが輩はいが褒ほめたのはな、おまえが読んだであろう作品の作者がよく調べていたことに感心したのだ。脳内を文字で変換すれば、すべて『腐』の一字が埋め尽くしとるおまえの頭が、それ以外のことを覚えておるわけないからなぁ」


    　…………あっそ。


    「まぁ出典はどうあれ、あの諺ことわざの本意を知っているのなら話は早い。その諺のとおりにな、呪いをかけた者というのは、必ず呪いの反動を受けることになる。無論、本職の術者であれば返ってくる呪いの散らし方、かわし方は心得ているのだが、それでも限度というものがあるのだ」


    　そんな『だ』とか断言されても、「そうですか」としか私には返しようがないんだけど。


    　というかさぁ、話の流れがみえないんですけどぉ。


    　私は犬いぬ神がみの話をしてたはずだ。桜さくら子こを守った、その清せい十じゆう郎ろうとかいう犬神を解放したって、何にも問題なんかないだろと、そう言っただけだ。


    　なのになんで、呪いの話なんかされなくちゃならないんだよ？


    　そんな私の思いを悟ったかのように、化け猫は眉まゆを少しひそめて、


    「端的に言うぞ。犬神の正体はな、呪じゆ詛そだ」


    　──はい？


    「犬神は巫ふ蠱こと呼ばれる、生き物を用いてかける呪詛法の一つなのだ」


    「って、ちょっと待て！　おまえ、さっき清十郎は春はる子こさんと一緒に『式しき神がみに仕立て使し役えき』したって言ってたよな」


    「『式を打ち損じれば、式が返る』──ふん、これは本物の陰おん陽みよう師じならば誰もが肝きもに銘めいじておる言葉だ。式を打つ者は式が返る覚悟をしておかねばならん。つまるところな、式神というのが──呪詛なのだ」


    「いや、だから、待てって！　式神が呪いって──それじゃぁ、中学生のときの私がはまってたあの作品の、バリショタ半ズボンなほっこり系童どう子じの式神までもが呪詛だったとか、そんなことをてめぇは抜かすのかよぉ！」


    「……脳みそわいとんじゃないのか？　おまえ。……いや、おまえにこのセリフは失礼だったな、訂正してやるからよぉく肝に銘じとけよ。────脳みそ腐っとんじゃないのか!?　このバカたれがっ!!」


    　……うぅ、卑ひ怯きようだ。それは言い返せねぇよ。「はい」か「いいえ」で問われたら、自覚のある私としては間違いなく「はい」としか答えようがない。


    　少し頭を冷やした私を、化け猫がジト目で見ながら続ける。


    「いいか。もう一度、言ってやるからな。式しき神がみを行こう使しする行為が、そもそも呪じゆ詛そなのだ。さすがに自然霊を基き軸じくに清浄な山の気のみを練って生み出した、蒼そう龍りゆうのごとき式神なら呪詛の意味合いも薄れるがな、しかし犬いぬ神がみはまごうことなき蠱まじ物ものの呪詛法をもって作り出した式神。あれはもはや、存在そのものが呪詛だ」


    　かつて桜さくら子こを守った清せい十じゆう郎ろうは呪詛──呪のろいってことか。


    　そう口の中で繰り返してから、私はふとあることに気がついた。


    「……おい。さっきおまえ、桜子が犬神を解放したって言ってたよな？　それってまさかとは思うけど、桜子が呪詛を解放した──呪いをかけた、ということになったりしないよな？」


    「ようやく気がついたか。そのとおりだ」


    　人を呪わば、穴二つ──最初に化け猫が私に意味を聞いた諺ことわざ。その真意を知っている私は、もう悪い予感しかしない。


    「清十郎の眠る箱の蓋ふたを開けたことで、桜子は知らぬうちに呪詛を放ってしまったのだ。そして清十郎は対八はち尾びにのみ特化させた犬神だ。蓋を開けば、有う無むを言わさず八尾を滅ほろぼしにいく。しかし肝心の、その八尾がもうこの世のどこにもおらぬからには──呪詛はそのまま、桜子へと返ってくる」


    　知らぬうちに私は口の中の唾つばをゴクリと飲み下していた。


    「いや、でもさ……だいじょうぶ、なんだろ？」


    　根こん拠きよもなく、意味もなく、楽観的な言葉。


    　乾いた笑いを浮かべてそう漏もらした私を、化け猫は非難するように目を細めて睨にらむ。


    「清十郎は、長い封印で弱り、あばらも見えそうだったこないだのような八尾ではなく、霊力喰くらいとして名を馳はせ、あまねく呪じゆ術じゆつ者しやたちを喰らい尽くしてきた絶頂期の八尾でさえをも凌りよう駕がした呪詛だ。そんな最凶の犬神が、これから返ってくるのだ」


    　そうして、化け猫は一拍の間まを溜ためてから、


    「このままなら間違いなく、桜子は死ぬ」


    　それは予想していた答えなのだが、それでも私は目を剝むく。


    　桜子が、死ぬ。


    　そんなの認められるかよ。桜子が何をした？　祖母の形かた見みの箱の蓋を開けただけじゃんかよ。そんなので人が死ぬだって？　そんな不ふ条じよう理りが、現実に許されていいわけあるか。


    「そんなのおかしいだろ、おかしすぎんだろ。死ぬ、だって？　桜子が何か悪いことしたのかよ。それにさ、その清十郎ってのは桜子を守ろうとしたんだろ？　桜子を守るために、おまえと春はる子こさんに首を差し出したんだろ？　なのにさ、なんで、なんでわざわざ桜子を殺すために返ってこなくちゃならねぇんだよ！」


    「関係ないのだ。犬神となった段階で、清十郎の思考は止まっている。あれは清十郎の怨えん嗟さだけを凝こり固めた、ただただ凶悪な呪じゆ詛そでしかないのだ」


    　犬ころとはいえ、己おのれの命を捨てて手に入れた強大な力。


    　桜さくら子こを守ろうとしたその思いが、今度は桜子へと牙きばをむく。こんなに皮肉なこともない。


    「……なあ、さっきおまえ言ってたよな。本物の術者なら返ってくる呪のろいのかわし方は心得ているって」


    「そうだ、そしてこうも言った。──限度がある、とな。清せい十じゆう郎ろうはな、その限度を振り切った遙はるか彼方かなたの存在だ。〈身み固がため〉なんぞであれをかわせる術じゆつ者しやなど、おそらくこの世のどこにもおらんわ」


    「……じゃあさ、返ってくるんだったら、またどっかに返したりとかできないのか？」


    「確かに〈呪詛返し〉は呪いの対処法として基本だがな──しかしな。返す先がないのだ。今回の事例は普通の呪詛とは違う。桜子は目的地が設定できないミサイルを真上に向かって打ち上げたようなもんだ。推進力が切れたらそれまで、あとはまっすぐ自分へと向かって落ちてくるだけなのだよ」


    　ならさ、それならさ、それなら────。


    「どうして……どうして、そんな物ぶつ騒そうなもんを……春はる子こさんの押し入れに、しまったままにしてたんだよ！　このバカ猫っ！」


    「吾わが輩はいだって知るか！　入れたままにしたのは春子だ。文句があるなら、春子に言えっ！」


    「そんじゃ、今からおまえの鼻と口をガムテープでふさいで、それから後頭部を釘くぎバットでぶん殴ってやっから、しっかりと伝えてきやがれっ！」


    「おうよ、やれるもんならやってみろ！　このビンテージ汚おパンツ腐ふ女じよ子しがっ！」


    　な、なにをっ！　と私は耳まで真っ赤かにして化け猫につかみかからんとするが、


    　────やめた。


    　やめたよ。だってさ、ここで喧けん嘩かなんかしたって、どうにもなんねぇんだもんな。


    　そんな無意味なことしたって、今さらどうにもならない。だからさ、


    「……なぁ、なんか方法はないのかよ？」


    「なんか、とはなんだ？」


    「こうさ、魔法みたいに、パッと呪い自体を消しちまえるような方法がさ」


    「呪いを消す方法か…………まあ、そんな方法がないこともない」


    「だよなぁ、そんなのがあればもうやって──って、おい！　今、なんて言った？」


    「呪詛から逃のがれるためにはな、返す以外にもう一つだけ方法がある。〈祝い直し〉と呼ばれる秘術だ。これはな呪詛捨て場と呼ばれる地に怨うらみつらみを捨て去り、呪いを無効化する、究きゆう極きよくの呪詛の解決法だ。どれほどの強い怨おん念ねんの籠こもった呪詛であろうとも、〈祝い直し〉が成れば呪詛は浄化される」


    　それは文句のつけようがない、最高の解決法だった。


    「ふざけんな、なんで最初っからその〈祝い直し〉とやらをしねぇんだよ！」


    「できんのだ」


    「────はい？」


    「春はる子こは〈祝い直し〉が得意だったのだがな。吾わが輩はいにはできんのだよ。昔も何度か挑戦してみたのだが、ついぞ吾輩には祝い直しはできんかった」


    「……どうしてだよ」


    「〈祝い直し〉には、どのような恨みも憎しみをも水に流せるだけの寛大な心が必要なのだ。言うなればそれはすべてを許す菩ぼ薩さつの心だ。どこぞの経きよう典てんでは吾輩のような畜ちく生しようにも仏ぶつ性しようは宿ると謳うたっておるがな、どうやらその仏心は仇あだ成なす者を誅ちゆうする明みよう王おうの心らしい。〈呪じゆ詛そ返し〉はできても、吾輩に〈祝い直し〉はできんのだ。それを『どうして』と問われれば……人じん語ごを解す猫ねこ又またといえど、所しよ詮せん吾輩は畜生の化け物なのだ、としか答えようがないな」


    　最後は忌いま々いましそうに、妙に寂しげな表情で化け猫は付け加えた。


    　一瞬、言葉に詰まるものの、それでたじろいでいられる状況ではない。


    「それじゃやっぱり、どうにもできないのか？」


    「あとは……ねじ伏せるぐらいかの」


    「ねじ伏せる？」


    「そうだ。清せい十じゆう郎ろうと正面からぶつかり、力ずくで消し飛ばす。それしか方法はあるまい」


    「……できるのか？」


    　あの八はち尾びを倒したとかいう、その呪詛を相手に。


    「もう忘れたか？　吾輩には清十郎にも匹ひつ敵てきする、八尾を倒した切り札が一枚だけあったろう？　あれを十じゆう全ぜんに使いこなせれば、なんとか、というところかのう」


    　……あぁ、あいつかぁ！


    　私の脳のう裏りに浮かんだ、月明かりを浴び夜よ闇やみにそびえるあの澄んだ蒼あおい鱗うろこの水の龍りゆう。


    　長大な体を一直線に伸ばし、山をも見下ろした一匹の神しん獣じゆう。


    　そうだよ、あいつがいたじゃねぇかよ──あの、蒼そう龍りゆうが。


    　清十郎とやらが絶頂期の八尾を倒すほどの犬いぬ神がみだというけど、それでも八尾は八尾。蒼龍も一撃で八尾を吹き散らした存在。加えてこちらには化け猫までいる。


    　そして何よりもあの雄大で、壮大な姿は思い出すだけで安心できた。あれが味方なのだ。


    　あんなに圧倒的な強さだった八尾を倒した龍りゆう神じん、蒼龍が負けるはずがない。


    　強こわばっていた両肩の力が一気に抜けた。唇くちびるが乾くほど緊張していた私は、肺の中の空気をすべて吐き出しながら深々とベンチによりかかった。


    「なんだよ……それができんなら、早く言えよな」


    　気が抜けたのだろう。だから、私は見み逃のがしてしまったんだ。


    　化け猫が、いっさい私を見ていないことを。わざとらしいほど、まるで後ろ暗いことを隠すように、微み塵じんも化け猫は私の顔を見ていなかったんだ。


    「まあ、やるだけはやってみるさ」


    　自じ嘲ちよう気味に、私にも聞こえるかどうかという声での、化け猫のつぶやき。


    「それでだ、おまえにはまた蒼そう龍りゆうの解放を頼みたいのだ」


    　蒼龍の解放──あぁ、あれか。私は樫かしの巨木に巻き付けられた鎖くさりを思い出す。あの鎖、重いんだよなぁ。


    「……あいよ。わかった、わかった。それぐらいならやってやるよ」


    「ああ、頼んだぞ。──ほれ、吾わが輩はいはこのとおりの手だからな、あの鎖を握ることさえ一苦労なのだ」


    　そう言って化け猫はずいと前足の裏を私に向け、指と呼ぶにはあまりに短い手をくにくにと握ってみせた。


    　……くっ、騙だまされない。騙されないぞ。誰がおまえの肉球なんて触りたいと思うもんか！


    　内心では肉球の魅力に屈しないように耐え忍び、無理やり話題を変えるべく先ほどから一言も喋しやべっていない輩やからへと矛ほこ先さきを変えた


    「おい、そこの非実在美少女！」


    　いきなり呼ばれた少女は、「はい？」という表情を浮かべて小首を傾かしげる。


    　何度見ても『※この作品に登場する人物はすべて十八歳以上です』という但ただし書きがバストショットの下に書かれていないのが不思議でしようがない。


    「あのさ……おまえ本当に、あの……ヤクモ、なのか？」


    　ずっと尋ねてみたかったことを、勇気を出して訊きいてみる。


    「えー、まだ疑ってるんですかぁ？　私、泣いちゃいますよぉ」


    　と、言葉とは裏腹に満面の笑みを浮かべる。その破壊力はすさまじい。艶あで姿すがたは魔性というよりも、もはや魔改造だ。どこかでフラグでも立ったんじゃねぇのかと、疑いそうになる。


    　ただいま命名──こいつはヤクモじゃねぇ、『ヤクモちゃん（仮）』だ！


    　ちなみにお尻しりの（仮）は（仮称）なんて生なま易やさしいものじゃなく、（仮想現実）の略。


    　……落ち着け、落ち着くんだ私。自分で何考えてんだか、わかんなくなってきた。


    　こいつは幼女どころか、本当は人間ですらねぇだろ。


    　仮に本物の幼女だとしたって、そんなのに私はワクテカしないはずだ。私の好みは、常に綺き麗れいな薔ば薇らが咲き乱れる男と男の間にあるんだよ。


    　そんな私の動どう揺ようを見てとってか、化け猫が解説をする。


    「狢むじなというのはな狐きつね、狸たぬきと並び称されるほど人を化かすのがうまい妖よう異いなのだ。佐さ渡どでは狐に化かされるという昔話より、狢に化かされる話のほうが一般的なぐらいだ。こいつにとっては人に化けるのなんぞ、まあ朝飯前だ」


    「へぇ……って、待てよ。化けるってことは、んじゃ、そのエロゲ塗りっぽい姿だけでなくほかにもいろんなのに化けられるってのか？」


    「えぇ、なんにでも化けられますよぉ」


    　……頼むから、その舌足らずな言い方はやめてくれ。


    「それじゃ、なんでそんな姿になってんだよ。もっとちゃんとした大人に化ければ」


    「需要です」ドヤ顔ッ！


    「…………需要？」


    「はい、萌もえは日本が世界に誇る文化なんですよぉ。今のご時世、こんな女の子に化けるのが一番需要があるんです。そんなの常識ですよぉ」


    「おまえらの常識はいちいち間違ってるっ！」


    　いろいろときな臭いこの時代に……常識どころか、むしろ非常識だっ！


    　そんな私の怒ど声せいなどどこ吹く風といった顔で、化け猫がぴょんと膝ひざから飛び下りた。


    「とにかくだ。勝負は今夜だ。清せい十じゆう郎ろうは日付をまたがんうちに必ず戻ってくる」


    「今夜かよ……」


    　まあ急だが桜さくら子この家に行くといえば、いつものことだと親も了承してくれるだろう。


    「絶対に遅くなるな。絶対だぞ」


    「はいはい」


    　去っていく化け猫を追うように、ヤクモちゃん（仮）も私の横から立ち上がる。
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    　そのまま二人とも私を残して公園から出ていく、その去り際に、ちらりとだけ化け猫が振り向いた。


    　──たぶん、私はこういう非現実的な問題に出合うのが二度目ということもあって、軽く考えていたんだと思う。蒼そう龍りゆうのあの途方もない雄ゆう姿しを目にしていた後だったので、安心感があったこともまた否いなめないだろう。


    　そんな粗そ忽こつな私は、化け猫の縦長の瞳ひとみの中に潜ひそむ悲壮な決意を、見み逃のがしていたんだ。


    



    
      ◆ ◆ ◆

    


    



    「ひゃう」という悲鳴が聞こえたので、後ろを振り返ってみる。


    　どうやらぬかるんだ土に足をとられ、またしても命みことがすっ転んだらしい。ひんやりとした土の上で、本日何度目かもわからん尻しり餅もちをついていた。


    「慣れておらんのにサンダルなんぞで来るからだ。山をなめとんのかおまえは」


    「うるせぇ！　しようがねぇだろ、間違えて履いてきちまったもんはよ」


    　と、命はぶりぶり怒りながら、その場であぐらをかいて居直る。


    「というか少し休ませろよ。もうくたくただ」


    　……情けない。


    　藤ふじ里さと邸ていの裏にある山は標高一〇〇メートル足らずの、山と称するのも迷う小山だ。


    　修しゆ験げん者じやが修しゆ行ぎようを積む険けわしい霊れい峰ほうなどとは違い、春はる子こなどは健康サンダルでひょいひょい登っては籠かごいっぱいに山菜をとってきたものだ。


    「だいたいな、もう夜中だぜ。こないだみたいな夕方だったらまだしも、明かり一つ持たないで山道を歩かせられたら、普通の人間は転ぶのが当然なんだよ」


    　その辺が吾わが輩はいにはいまいちわからん。


    　無論、知識として人間は夜よ目めがきかんとは知っているのだが、実感がないのだ。


    　こんなにも月が明るいというのに、どうして足元ぐらい見えんのかねぇ。


    　と、吾輩は月を見上げる。


    　──────まずいなぁ。


    　命の速度に合わせて手間取った。


    　さっきまで東の空にあったはずの月が、だいぶ中天にまで近づいている。もうあまり猶ゆう予よはなかろう。


    　なのに、


    「とにかく。私はなんとしてもここで休むからな」


    　と、座ったままで口を尖とがらせている。


    　そもそもだ、靴くつを履き間違えたなんてことからして、既にたるんどるのだ、この小娘は。


    　本当は、そんな生なま易やさしいことを抜かしておられるような事態ではないというのに。


    　公園であんまりにも蒼そう白はくな顔をしおるのでな……少し安心させすぎたかもしれん。


    　まったく、この余裕のない状況で。


    「休むのなら勝手にするといいが、おまえここがどういう場所かわかっておるのか？」


    「はぁ？」と命みことが首を巡らして自分の周囲を見渡す。


    　途端にびくりと肩を震わして立ち上がり、気持ちの悪いものから距離を置くように後あと退ずさった。


    　暗くら闇やみの中で目を凝こらした命が見たもの、それは和紙を切り抜いて作られた人形だった。


    　目も鼻も口もない、ただ輪りん郭かくだけが人の姿をした人形。それが人間でいえば背骨の位置に木の棒を通され、地面に突き立てられているのだ。さながら磔はりつけにされた罪人のごとく。


    　人形の横には、注し連め縄なわに吊つるされているジグザグの紙をやはり棒に貼はりつけたもの──幣みて帛ぐらというのだが、それも一対ほど刺さっている。


    　そして、それらの組み合わせが一つではない。ここいら一帯のあちらこちら、それこそ墓地に乱立する墓石のように存在しているのである。


    「うわっ！　なんだ、ここ……」


    「呪じゆ詛そ捨て場だ」


    　背負った魔法少女柄のリュックを降ろしてファスナーを開けながら、吾わが輩はいが答える。


    　時間がないのだ、こいつの相手ばかりしているわけにもいかん。


    　吾輩は命に背を向けたまま、適当に語る。


    「ここは春はる子こが〈祝い直し〉のときに使っていた場でな、いうなれば呪詛の廃はい棄き処理場だ。呪のろいをかけた者の恨みの念を抜きとったあと、呪詛に使われた道具をここに捨てるのだ。人を殺そうと願って祀まつられた呪具が、立てられた人形の数だけこの地には埋まっておる」


    「……なんで、そんなことすんだよ」


    「〈祝い直し〉によって呪詛が効力を失おうともな、呪っていたという事実までは消えん。ゆえに呪詛をかけた際に吹き込まれた、人を殺したいと願ってしまった怨おん念ねんは、呪具に染みついているのだ。この場所はこの山の龍りゆう脈みやくが流れる地、今風にいうならばパワースポットというやつだな。この地の底には清浄な気が流れている。それを利用して、呪いの原動力となった怨念を浄化するのだ」


    



    『──と、いうのを表の理由としておきなさい。もちろん、こちらも大事ではあるけれどもね。


    　でも、本当にここへ埋めているのは呪具なんかでなく、過去なのよ。


    　呪った人と呪われた人、お互いのその記憶なの。


    　たとえ恨みつらみがなくなろうとも、「呪うほど人を怨うらんだ」「呪われるほど人に怨まれた」という暗い想おもいはその人たちの心に焼き付いている。それがなくならないうちはね、力なんてなくても、呪いが続いているのと何も変わらない。


    　仮に自分の過あやまちを認めていれば認めているほど人を呪じゆ詛そし、または呪詛されたという過去はその人たちを苛さいなむのよ。


    　だからこそ、ここへ捨てなければ真の祝い直しとはなりえないの。呪具という呪のろいの象徴をここへ捨て、呪詛そのものを埋めて消したのだと──あなたたちのケガレも過ちも、憎しみも恨みもつらみも、すべてまるごとこの地の底へと捨てて、どこかに去っていったのだと。そう教え、呪詛に関わるわだかまりを両者の心からすべて祓はらい切らなければ、本物の祝い直しは成じよう就じゆしえないのよ』。


    　──そう、春はる子こがよく言っていた。


    



    　吾わが輩はいには未いまだ真から理解しきれぬ春子の言葉を思い出しつつも、手は止めずにリュックの中を漁あさり続ける。


    　ちなみに吾輩が今、肉球を突っ込んでかき回しているこのリュック、気づいているかもしれんが二代目であったりする。


    　初代は八はち尾びの狐きつね火びで燃えて紐ひもが切れてしまったため、この間新しくヤクモに買ってもらったのだ。


    　その折、またしても「赤と青とどっちがいい？」と訊きかれたので、答えを知っている吾輩は「……赤」と渋々答えた。


    　赤なら、どうせ命みことにも見られているのだ。わざわざ青を選んで、新しい笑いのタネを提供してやることもない。


    　よって吾輩はもう一度魔法少女を背負う決意をしたのだが、ヤクモが買ってきたこの新品のリュックには、


    「──っ！　おい、ヤクモっ！」


    「なんだい、旦だん那な？」


    「これはいったい、どういうことだ？　なんで──なんで一匹、増えとるのだぁ！」


    　背中で舞い踊る魔法少女が一人から、華麗に優雅に豪華に、ピンクと白の衣装をまとった二人組の魔法少女たちへと進化していた。


    「あぁ。[image: ]うわさじゃその番組、視聴率がよくないらしくてさ、後半からテコ入れされたらしいねぇ。まったく大変だ、あの業界もさ」


    「…………」


    　前門も後門も、どうせ虎とらなんだろ？　と、ふて腐れて適当に選んだら、前と後ろから激げき怒どした虎とらに挟きよう撃げきされた気分である。


    　案の定、これを背負った吾わが輩はいを見た命に、


    「何おまえ……増えてんじゃん。実は萌もえ系なの？　ポスター差してやろうか？」


    　と、腹をかかえて笑われた。


    　……まったくこの世というのは、どこに罠わながあるのかわからん。実に油断できんものである。


    　まあ────閑かん話わ休きゆう題だい。


    　呪じゆ詛そ捨て場に関して命みことが返答に困っている気配を感じつつ、件くだんの魔法少女のリュックの中を探り続けると──あった、あった。


    　ようやく見つけた、リュックの底へと厳重に保管しておいた麻袋を、吾わが輩はいは引き出す。


    　霊力を遮しや断だんする麻布に包まれた袋の中には、墨ぼく書しよをした木片──八はち尾びの目をくらますために命が口に含んでいた、あの木もく符ふが入っていた。


    　それに穴を開けて通した紐ひもを、吾輩の首から下げ、


    「──まあそんなこんなでな、わかったか？　小娘」


    　どうせ〈祝い直し〉の講こう釈しやくなど聞いておらんだろう、と適当に茶を濁にごしつつ、命のほうへと振り向いた。


    　途端に命が驚きよう愕がくに目を見開き、ついでに鼻の穴までをも限界まで開く。


    「さ、桜さくら子こっ！　おま、おまえ、い、いつのまにぃ！」


    　両腕を組む吾輩を指さしながら、命が素すっ頓とん狂きような声を上げる。


    　ほぉ……吾輩の姿が桜子に見えとるのか、こいつには。


    　封じられていた八尾の声を聞いたり、木符で完全に八尾を騙だまし切ったりと、予想はしていたがやはりこの小娘は勘がいいのだ。


    　霊感体質、というやつだろうな。


    　それだけ、命は目がいいのだろう。陰おん陽みよう道どうでいうならば、見けん鬼きの才さいがあるというやつだ。


    　もったいない。もし望むなら、その才能を鍛きたえてやることだってできるのだがな。


    　──もっとも、吾輩が生きておればであるが。


    「どうした？　よもや吾輩の姿を見忘れたか？」


    　と、その言葉ではっと命が気づく。


    「吾輩って……おまえ、化け猫か？　おまえまでヤクモみたいに化けられんのかよ！」


    「バカたれ、吾輩は高潔なる猫ねこ又まただ。人になんぞ化けられるものか。鍋なべ島しまの化け猫のように品ひん性せい下げ劣れつな連中と一緒にするな」


    「猫又も化け猫も、同じだろうが……」


    　こいつはいつまでもわかろうとせん。


    　どうして吾輩のように紳士な猫又と、卑ひ賤せんな化け猫を一緒くたにしか考えられんのかのう。


    　もっとも──猫又が化けた、という昔語りも実は数多かったりする。それらすべてが猫又と化け猫の区別もつかん語り手の無知だと信じてはおるのだが、とにかく吾輩が化けられんのは事実だ。よって必要以上にこの話題には触れんことにした。


    「おまえの目に吾輩が桜さくら子ことして映っておるのは、すべてはこれによるものだ」


    　吾輩は自分の首に下げた例の木もく符ふを突き出してやる。


    「それって……私が口にくわえてた、あれか？」


    「そうだ、この符によって今、吾わが輩はいは桜さくら子こと同じ気配をまとっているのだ」


    　はぁ、と命みことが阿あ呆ほうのような声を出す。どうやらこいつは吾輩がやろうとしていることの意図を理解していないらしい。


    「おまえ、本当に洞どう察さつ力りよくがないな」


    「……うるせぇよ」


    「清せい十じゆう郎ろうは桜子のもとに返る呪じゆ詛そなのだぞ。それを正面から迎え討うとうというのに、どうして桜子を家に残し、吾輩たちだけでここまで来たのだと思う？」


    「そりゃ、桜子に見られるわけにはいかないからだろうよ」


    「そのとおりだ。だとしたら細工が必要だろう？　家におる桜子にではなく、吾輩たちのほうへ清十郎が返ってくる細工がな」


    「あぁ……なるほど」


    　命が納得してうなずく。


    　つまり吾輩は今、気配を見る霊の目からすれば桜子と同じ存在になっているのだ。


    　そして本当の桜子はというと、今回もまた幾重にも魔ま除よけの仕掛けが施ほどこしてある藤ふじ里さと邸ていの中にいる。


    　結果として、流れを堰せき止められたダムの水が横に開いた水門から噴き出すように、畢ひつ竟きよう、清十郎は吾輩のほうへと向かってくるはずである。


    　──そう、吾輩は決して噓うそは言っていない。


    　噓ではないが、吾輩が桜子の気をまとう理由はそれだけではない。もう一つ意味がある。むしろそっちのほうがより重要なのだが、こいつに今それを話す必要はない。


    「さて、行くぞ。いい加減に休んだだろうが」


    　吾輩は降ろしていた魔法少女を背負い、再び歩き出す。


    「って、待てよ。私を置いてくな」


    　さっきまではごねていた命が腰を上げて、大急ぎで追ってきた。


    　さすがに呪詛捨て場に一人で残るのは気味が悪いのだろう。


    　本当はそんな恐れるような場所ではなく、もっと神聖で優しい場所なのだがな。


    　とにもかくにも、狙ねらいどおりに命は吾輩の後を追ってくる。もう時間はないのだ、吾輩もペースを緩ゆるめるような真ま似ねはしない。今ここで清十郎に襲おそわれてしまえば対抗する術すべはない。目的地へと早く着いているに越したことはないのである。


    　そうしてしばらく山道を進み、背後からまた命がひぃひぃと愚ぐ痴ちをこぼし始めたとき、ようやく目的地へとたどり着いた。


    　そこは森が開けた川辺だった。吾輩と命とで八はち尾びを散らした、かの場所である。


    　吾輩が足を止めると、命は川原かわらにへたり込む。


    　同時に、遠くから雷らい鳴めいのような音が木霊こだました。


    　……かろうじて間に合ったか。


    　耳を澄ませば聞こえる遠雷の音──これは決して雷かみなりなどではない。よく聞けばわかる。


    　遠とお吠ぼえだった。


    　一鳴きで山すら震わせかねないほど途方もなく大きな、犬の遠吠えだった。


    　そしてそんな常じよう軌きを逸いつしたスケールの犬が実際にいるとは、考えるのさえバカらしい。


    　こんな遠吠えを上げる存在、吾わが輩はいが思い至るのはただ一つだけだった。


    「おい、急げ！　早く、蒼そう龍りゆうの鎖くさりを外してこい！」


    「あぁん？　なんだよ、少しぐらい休ませ──」


    「いいから、行けっ！」


    　と後足で、座った命みことの尻しりを蹴けり上げる。


    　命は「わかったよ！」とぶつくさのたまいながらも対岸へと渡り、そして森の中へと消えた。


    　突とつ如じよ、ひときわ大きな雷鳴が周囲に響き渡った。


    　ついさっきまではまだ遠かったというのに、今のはすぐ近くだ。思おも惑わくどおり奴やつは桜さくら子この気をまとった吾輩を追ってきている。


    　もはや猶ゆう予よはない。


    　吾輩は急ぎ、川の上へと跳び乗った。二本で立つ後ろ足が、水面より肉球一個沈んだところで吾輩の体を支える。


    　意識を集中させ、龍の姿を額ひたいの奧に観かん相そうする。木もつ気きが滾たぎり、川の水が逆巻き──同時に、しゃらんと例の鎖の音が聞こえたのを合図に──解放した。


    　吾輩を中心に円を描えがくよう、爆発的に上がる水柱。


    　木気の激しい鳴めい動どうが、足を伝わって吾輩の中にまで流れ込んでくる。


    　そんななか、横の崖がけの上からは、命が助走をつけて跳ぼうとしているのが見えた。


    「行くぞ、化け猫！」


    　八はち尾びのときの再現だとでも思っておるのだろう。


    　何も言っとらんのに、命は自分も蒼龍の頭に乗って、吾輩とともに清せい十じゆう郎ろうと対たい峙じしようと考えているのだ。


    　なんだかんだ「いやだ」「ふざけんな」と抜かしつつも、こいつは自分の危険も顧かえりみず、つき合ってくれているのである。


    　吾輩、思うのだ。そんなやつは本物のバカか──ないしは、愛すべき根っからのいいやつだけなのだとな。


    　──前回は、木気が吹き荒れる地上に残すほうが危険だったから蒼龍の頭の上に呼び寄せた。


    　しかし、今度は違う。


    　いかに木気の奔ほん流りゆうで野の分わきが巻き起ころうとも──蒼龍の頭の上なんぞより、間違いなく清十郎と向き合わない地上のほうが安全なのだ。


    　跳ぶために走り出す命みことを尻目に、吾わが輩はいは蒼そう龍りゆうの力をさらに解放して水柱の丈を上げた。


    　目標としていた水柱が急に視界をも越えて持ち上がるのを見て、命は慌あわてて両足にブレーキをかけ、崖がけの手前で止まる。


    「おい！　危ねぇだろ、バカ猫！」


    　命の声が下のほうから聞こえた。


    　吾輩はそちらを見もせず、ただ叫び返す。


    「いいから、おまえは蒼龍の巨木にしがみついておれ！　よいか、絶対に蒼龍の木のそばを離れるなよ、そこが一番安全なのだ！」


    「はぁ？　なに言ってんだ、いいから私を置いて……くんじゃ……」と命の声が徐々に遠くなる。


    　代わりにどんどんと身を伸ばしていく蒼龍。


    　そうして八はち尾びと仕合ったときと同様に、鉄塔すら見下ろす高さまで至ったときに、清せい十じゆう郎ろうの遠とお吠ぼえは目の前から発せられた。


    　至し近きんで生じた、爆音にも似た暴力以外の何物でもない凶悪な音。


    　清十郎の凶悪すぎる気を孕はらんだ遠吠えにあてられ、まるで気を失って倒れるかのように川原かわらの周りに生えた森の木々が折れるのが見えた。


    　命のことが少々気になったが、ここまで来たらもうどうしようもない。あとは、吾輩の助言に従っているだろうことを信じるしかない。


    　そして再び、今一度の雷らい鳴めいのごとき遠吠え。大気に潜ひそむ清十郎の気が、その密度を増す。


    　──いよいよだ。


    　いよいよ清十郎が、顕けん現げんする。


    　蒼龍の正面の空間がぶれ出した。


    　まるで蜃しん気き楼ろうのように、逃げ水のように、ゆらゆらと揺ゆれたかと思いきや──、


    　次の瞬間、清十郎は早くも可視化していた。


    　──でかい。


    　あまりに、でかい。


    　いや、実際には蒼龍より僅わずかに背は低いか。しかし蒼龍の体はあくまでも蛇じや体たいだ、一本の線だ。


    　対して清十郎は違う。


    　清十郎の姿は、蒼龍とほぼ同じだけの丈がある、犬の生首なのだ。


    　もし命が木立の隙すき間まから見上げていたら、あれだけ信頼していた蒼龍がまるでマッチ棒のごとく頼りない存在として映っていることだろう。


    　ともに質量などない存在だが、仮に実体があれば重量は清十郎の圧勝であろう。


    　その巨大さは、八はち尾びへのあまりにも強い怨えん嗟さが為なすものだった。


    　十六年前と変わっていない。


    　少しも風化してなどいない。


    　微み塵じんも揺らいですらいない。


    　圧倒的なまでの、怨おん念ねん。


    　姿同様、清せい十じゆう郎ろうの想おもいもまた、吾わが輩はいが首を落としたそのときから、止まったままだった。


    　幸せだった藤ふじ里さとの家。その末席に身を置くことができた、犬の身でありながら望外なまでの幸福。それが弥生やよいを殺され、その旦だん那なも殺され、僅わずか一日にして壊された。


    　それは吾輩にとっては十六年前のことだが、清十郎にとっては違う。


    　時間を失った清十郎にとって、あの日の辛つらい記憶はつい昨日きのうの出来事なのだ。


    　そして清十郎の中では未いまだ桜さくら子こは小さな赤子であり、八尾に殺されかけたままでもある。


    　死をもって止まってしまった、清十郎の思考はそこから動かない。どうして今、自分が呪じゆ詛そとして返り、娘にまで成長した桜子に襲おそいかかっていようと想像できようか。


    　──憎い！


    　ただただ、八尾が憎い、憎い！


    　これ以上壊されてなどなるものか！　これ以上、狐きつねになぞ好きにさせるか！


    　欠けて粉々に割れたしまった幸福の、でも最後に残ってくれた希き望ぼうである赤ん坊──桜子だけは、なんとしてでも守らなければならない。


    　自分よりもただ一人若く幼おさなく小さい、そしていつかまた幸せな藤里の家を取り戻してくれるかもしれない、そんな愛いとしい愛しい赤子を。


    　すべてを台なしにした八尾への復ふく讐しゆうを果たし、そうして生まれたばかりの愛し子に希望を託たくすことができるのなら、自分の命など少しも惜しくはない──。


    　吾輩が首を落としたとき、冷たい刃やいば越しに伝わってきた清十郎の想いだ。


    　清十郎は心が潰つぶれてしまいそうなあの惨さん劇げきの中を、今もまだのたうちまわっているのである。


    　遙はるか足元から、命みことの悲鳴が微かすかに聞こえた。


    　あいつの目だ、やはり清十郎が見えているのだろう。


    　悲鳴を上げるのも、無理からぬこと。先ほど犬の生首と称したが、それは概がい略りやく的な表現にすぎん。死の瞬間を正確にとどめている清十郎の姿は吾輩ですら目を背そむけたくなるほど惨むごたらしいのだ。


    　眼がん窩かから飛び出さんばかりの目玉は、頸くびを落としたときに痙けい攣れんしたのだろう。基本は白目を向きつつも時折、思い出したように黒目がまぶたの端から下りてはまたすぐ戻る。口はだらりと開いたままで、舌は力を失って信じられんほどの長さでもって垂れている。口の端には泡あわが湧わき、それが逆流した鮮あざやかな血と交わってピンクの色みを帯びていた。対して切られた首からこぼれる血はどす黒い。滝というよりも壊れた蛇口のように絶え間なく、太く黒くどろりとした塊かたまりがだだ漏もれになっているのだ。


    　──命みことにはすまないことをしていると思っている。


    　正直なところ、八はち尾びのときとは状況が違う。時間さえかければ蒼そう龍りゆうの鎖くさりなんぞ吾わが輩はい一人でも外せるし、一人であれば命の歩調に合わせてぎりぎりになることもなかった。


    　だから蒼龍の鎖を解いてほしいと頼んだのは、口実なのだ。


    　真の目的を伝えてもあいつは絶対に首を縦に振らんだろうからな。適当な理由をでっち上げたにすぎん。ここまでついて来てくれさえすれば、それでよかったのである。


    　本当の命の役目は、吾輩と清せい十じゆう郎ろうの勝負の後にこそ生じる。


    　昼間の公園で言ったように、吾輩が清十郎に勝てればそれでいい。何事もなく元どおりだ。


    　だが吾輩が負けたとき、そのときこそ命に頼らねばならん。


    　そして、まず九割九分──命に頼らねばならん事態に、これからなるだろう。


    　だから今は、蒼龍の樅もみの巨木の下でじっと震えていてくれれば、それで十分なのだ。


    　吾輩はリュックのポケットに入れておいた、符の束を取りだす。一枚ずつなどというケチなことはせず、一気にすべて放り投げた。


    　風に煽あおられ、蒼龍の周りを和紙の符が舞う。この符は水すい気きを込めた符だ。


    　水すい生しよう木もく──水気は木もつ気きを助ける。


    　木気の神しん獣じゆうである蒼龍は、僅わずかであろうがこの符で力を強めるはずだ。


    　──さあ、始めようか、清十郎。


    　清十郎が存在しない喉のど笛ぶえから呻うめくような声を漏らした。


    　さぞ苦しかろうな。何しろ今もおまえは、終わることのない断だん末まつ魔まの瞬間を味わい続けておるのだからな。


    　心からすまなかったと思う。吾輩と春はる子この力が足りんかったせいで、おまえだけを無む間げん地獄に落としてしまった。


    　決して償つぐないになどならんだろうが、それでももうすぐだ。もうすぐその苦しみからおまえを解放してやるからな──。


    　吾輩の号令一いつ下か、蒼龍が八尾を滅ほろぼしたときと同じ気の奔ほん流りゆうを吐き出す。


    　清十郎の遠とお吠ぼえにも匹ひつ敵てきする轟ごう音おん。


    　八尾を散らしたときの再現で、木々はしなって葉を飛び散らせ、遙はるか頭上の雲は散っていき、山そのものが激しく震える。


    　木気の気が巻き起こす野の分わき、嵐あらし、竜巻。


    　その中心にいるのが清十郎だ。


    　清十郎は吾輩の意図を理解してくれているかのように甘んじて蒼龍の気を受け続け──、


    　まるで無傷だった。


    　荒れくるう木気の激流の中、清十郎は身じろぎすらしていない。


    　その姿を見て、吾わが輩はいは微かすかに苦笑する。


    　いや、それでも少しは減じられたか。僅かだが清せい十じゆう郎ろうの気が削けずれたように感じる。


    　上出来だった。


    



    　──ところで、こんなときに本当になんなのだが、秩ちち父ぶ神社の話を覚えているだろうか？　鎖くさりに縛しばられ、外へ出られなくなった〈つなぎの龍りゆう〉の話だ。


    　この話を聞いて、おかしいとは思わなかっただろうか？


    　そう、鎖で縛るその相手は仮にも龍なのだ。


    　この世のありとあらゆる霊れい獣じゆうの長おさ、比ひ肩けんしうる存在などほかにおらぬ龍りゆう神じんなのだ。


    　世界にあまねく名を残し、縦じゆう横おう無む尽じんに天を舞う龍。それほどまでに偉大な存在を、たかだか人間が作った鎖一本ごときで、本当に縛りつけておくことなどできるのだろうか？


    　答えは──可能、である。


    　ただしその龍とは、蒼そう龍りゆうだけに限ればなのだが。


    　もし秩父神社の龍が、土ど気きの黄おう龍りゆうであれば話はまるで違う。しかし蒼龍である限り、あの伝説は極めて理に適かなったものなのだ。


    　────金きん剋こく木もく。


    　いかな巨木も鉄でできた斧おのには勝てぬように、木もつ気きは金きん気きによって剋こくされるのだ。


    　どれほど巨大で雄大であろうとも蒼龍である以上は、たかだか一本の鎖さえちぎることはできんのである。


    　そして首だけとはいえ犬である清十郎がまとう気は、


    　──金気なのだ。


    　狐きつねである八はち尾びの気が土気であったように、金きん畜ちくの代表である犬の根源は、金気なのである。


    　──わかっている。はなから勝負は決している。


    　木気で金気を滅めつすることはできない。木気では、絶対に金気に勝つことはできん。


    　蒼龍に応じるかのように、清十郎がひときわ大きく口を開いた。


    　そして先ほどの遠とお吠ぼえとは違う、喚わめきとでも呼ぶようなものが噴き出した。


    　蒼龍のよりもなお強烈な咆ほう哮こう。


    　それは金気の奔ほん流りゆうであり、金剋木の相そう剋こくにのっとって瞬またたく間まに木気の暴風をかき消していく。


    　そして木気のものではない、冷たい大気の震えが吾輩の体を包んだ。


    　違うな、包むなどという優しい表現ではない。まるで突き刺すがごとくだ。


    　全身に剣けん山ざんを押しつけられているかのような、激痛。


    　金きん気きがまさに針となり、吾輩の体をくまなく串くし刺ざしにしていた。


    　──ともすれば、という思いも少しはあったのは事実だ。


    　たとえ相性が最悪だとしても春はる子ことともに練り上げた蒼龍なら万に一つは、どうにかできるかもしれん。というよりも清せい十じゆう郎ろうに太た刀ち打うちできるほどの手て駒ごまなど、蒼そう龍りゆう以外にはなかったのだ。


    　できるものならば清十郎を正面から消し飛ばして、永えい劫ごうの安眠を与えてやりたかった。それに清十郎には悪いが、一人となってしまった桜さくら子こを吾わが輩はいはまだ見守ってやらねばならんのだ。


    　──だが。たぶん、これでいい。


    　きっとこれが正しい。


    　破れることでほっとして、吾輩は改めて自分の本心を実感した。


    　吾輩もあんなことは二度もしたくない。


    　清十郎を────吾輩の息子を殺すことなど、一度きりであまりに十分だった。


    　金気の奔ほん流りゆうの中、蒼龍の体が霧む散さんしていく。


    　それは吾輩の足場がなくなることも意味するわけで、吾輩の体は鉄塔よりも高い位置から宙へと放り出された。

  



  
     巻ノ七　化け猫の決意


    



    　本ほん音ねを言えば、私は逃げたかった。


    　化け猫に置いていかれたとき「……なんだよ」と、どこかふて腐れた気持ちで、私は言われたままに樅もみの巨木にまで戻った。


    　思えば、何もわかっていなかった。


    　化け猫があざけるように本当に素人しろうとだ。素人だから少しも怪異の世界の怖さをわかっていなかったんだ。


    　蒼龍が巻き起こした暴風の記憶はあったので、あれに飛ばされないよう、頭を低くして巨木の根元に座り込む。


    　そして、その姿勢で枝葉の隙すき間まから空を見上げたとき、私は絶句した。


    　空の三分の一は確実に覆おおい隠した、惨むごたらしく生々しい犬の生首が天に浮かんでいたんだ。


    　正面で対たい峙じする蒼龍の細身が、今にもぼきりと折れそうに見えた。


    　もしあの狐きつねに襲おそわれた経験がなかったら、きっと私は女子としての尊そん厳げんを失なくしていたと思う。


    　気がつけば、私は空に向かって絶叫を上げていた。


    　怖いなんてもんじゃない、恐ろしいなんてもんじゃない。見ているだけで震えた。


    　目にしているだけで、犬いぬ神がみの発するその怨おん念ねんのおぞましさに、正しよう気きを失いそうになった。


    　そこからは、少し記憶が曖あい昧まいになる。


    　あの八はち尾びを散らしたときと同じ暴風が巻き起こり、私は歯の根をガタガタ震わせたまま、必死に巨木へとしがみついてその嵐あらしを耐えたんだ。


    　やがて嵐も収まりかけたとき、今度は誰が触れたわけでもないのにメキメキと音を立てて、目の前の木が倒れた。


    　それを皮切りに、まるで地面に立てた鉛筆のように、森の中の木々が次々と折れ始める。


    　私の胴よりも太い幹がすぐ横に倒れてきて、私の顔へ土煙を噴きつけた。


    「ひぃ」と短い悲鳴を上げ、今度は現実的な恐怖から足が竦すくんで、縋すがるように巨木へと抱きついた。


    　バタン、ドスンとすぐ近くで地響きがするたびに、私は生きた心地がしない。思考が混乱し、何が起きているのかがさっぱりわからない。


    　どれだけその状態が続いただろうか。ようやく木の倒れる音がやんで、私がほっとしながら、しがみついていた巨木を見上げると──。


    　まるで雷かみなりでも落ちたかのように、幹の半ばまで蒼そう龍りゆうの巨木は縦に裂けていた。


    　そして裂けた幹が両腕を広げるかのように伸びていて、周囲から私に向けて倒れてきていた木々を支えてくれていたんだ。


    　あぁ……、と渇いた喉のどで私は呻うめき、それから恐ろしさに走って逃げ出す。


    　周囲の木々は軒並み折れて倒れていて、私はそれを飛び越えて走り、蒼龍に乗りそびれた崖がけの手前で止まった。


    　木立のなくなった空はいっさいの遮しや蔽へい物ぶつなく、小さな月と大きな犬の生首が浮かぶ様を私に見せつけていて。


    



    　蒼あおく長大な龍が、蒸発を始めていた。


    



    　澄んだ色をした鱗うろこの一枚一枚が霞かすみをたなびかせ、闇やみ夜よに溶けるかのように龍の姿が薄れていく。そんな幻想的な光景だった。


    　煙のごとく霧む散さんした龍の頭から、制服姿の桜さくら子こが落ちた。


    　頭を下に真っ逆さまに落下して、綺き麗れいな直線の軌き跡せきで私の前を通り過ぎ、それから盛大に水柱を上げた。


    　啞あ然ぜんとする私の顔にも霧きり雨さめのような飛沫しぶきが降り注いでくる。


    　視界から得られる情報が処理できない。強制的に実験映像でも見せられているような気分だ。


    　──だって、ありえないだろ？　桜子がこんなところにいるはずがないんだからさ。


    　いない人間が落ちるはずがないもの。


    　だから今落ちたのは、桜さくら子こじゃない。


    　それじゃ、あれはなんだ？


    　幻げん覚かくだよ。


    　夢だよ。


    　──なのに。


    　私の顔に貼はりついたこの水滴は本物で、でもそれを撒まき散らした存在は幻まぼろしで。


    　…………。


    　──違う。そんな馬ば鹿かなことはない、思い出せ。


    　あれは、あいつは────、


    「化け猫ぉっっ！」


    　ぷかりと川かわ面もに浮かんできた猫の姿を目にしたとき、ようやく私は自分を取り戻した。


    　崖がけから足を下にして、川の中へ飛び込む。


    　胸まで迫せまる水位の中、うつ伏せに流れていこうとする化け猫をつかみ、私は大急ぎで川岸まで泳いだ。途中同じように流されていく木もく符ふを見つけ、一応拾っておく。


    　陸に揚げてみてわかったが、化け猫の体は切り傷だらけだった。まるで鋭するどい刃物で抉えぐられたかのように、無数の傷口が全身の至るところで口を開けている。


    　いつのまにできたのかよくわからない。でもあの犬いぬ神がみと対たい峙じしたときのものなのは間違いないだろう。


    　化け猫は、負けたんだ。


    　わけもわからず、私は眦まなじりに涙を溜ためていた。


    「すまない、化け猫。私、気が抜けてて何も……」


    　うっすらと化け猫が目を開ける。


    「……アホたれ……気を張ってようがどうしようが、おまえに何ができるというのだ…………気にするな……」


    　まさに虫の息という単語を連想せずにはいられないほどの、か細く弱い声。


    「……清せい十じゆう郎ろうは、どうしておる……」


    　その言葉ではっとして、つい忘れかけていた脅きよう威いを私は見上げた。


    　凶悪な外見をした犬の生首は、空中で静止していた。犬神はまるで電池でも切れたのではないかと疑いたくなるほど、ぴくりとも動かない。


    「動いてないぞ……やったのか？」


    「……おまえの目はどんぐりか？　あれはほぼ無傷のままだ……それでもまあ蒼そう龍りゆうの気を受け、奴やつ自身も気を放ち、少しは弱体化したろうがな……今動かんのは目の前にあった桜子の気配が消えて、見失っているにすぎん……すぐに本当の桜子の気を探り出して動きだす」


    「それじゃ、どうすんだよ」


    　腕の中の化け猫は息も絶え絶えだ。もう、あんな化け物とやりあえないなんてのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。


    「そこで、おまえの出番なのだ」


    「……えっ？」


    「おまえは今から藤ふじ里さと邸ていに戻り、急いで桜さくら子こをあの家から連れ出すのだ。既にヤクモが桜子を家から追い出す準備を進めておる」


    「おい、いきなり何を言い出すんだ、おまえは──」


    「いいから聞け！」


    　力が出ないのだろう。大きい声ではなかったが、私は鬼き気き迫せまる化け猫の迫力を前に声を呑のんでしまった。


    「家を出たならそのまままっすぐ街に向かえ。駅の近くに秋あき葉ば神社があるのは知っておるな、あそこまで止まらずに突き進むのだ。そうして秋葉の神の鳥居をくぐったら、決して桜子を境けい内だいから出すな。秋葉の神は火ひ伏ぶせとして信仰される火か気きの神。境内にさえいればその眩まぶしいまでもの火気の神しん気きが、桜子の気配を隠してくれる。金きん気きの清せい十じゆう郎ろうの目をくらますには、最も適した神の一柱だ」


    　その有う無むを言わせぬ勢いに、知らぬうち私はうなずいていた。


    「それに、あそこの禰ね宜ぎは春はる子この旧知でもある。吾わが輩はいの存在までは知らんが、春子の名を出せば境内に寝床ぐらいは用意してくれよう。そうしたら今度は清十郎の気配が消えるのを待て。清十郎の気配が消えれば、もう安全だ」


    「気配が消えるって……そんなのどうやって見分けんだよ」


    「安心しろ。おまえは勘がいい。気をまとった吾輩を桜子と見間違え、八はち尾びでさえも騙だましきったおまえなら、きっと自然とわかるだろうよ」


    「いや、無理だろ。そんなのおまえが判断しろよ」


    　っていうか、そんな大事なことを私に任せんな。


    「それこそ無理なのだ。吾輩にはまだやることがある。ここに残らねばならん」


    「──やること？　そんな体で何ができるってんだよ。もういいよ、桜子はうまくごまかしてやるから、おまえは私の背にしがみついてろよ。一緒に秋葉神社まで運んでやる」


    　化け猫が縦に長い瞳どう孔こうを丸くする。


    「ほぉ、おまえが吾輩を背負うてくれるか。そいつは頼もしいな。──だが、残念だ。それでもやはり吾輩はこの場に残らねばならん。そもそも体が動く、動かないは関係ない。何しろ吾輩がやり残したことというのはな」


    　そう言いながら化け猫が浮かべた笑みは、薄気味悪いながらも同時に、言葉を失いそうなほど清すが々すがしいものだった。


    　そして、慈じ母ぼのような優しい表情のまま言葉をつなぐ。


    「清せい十じゆう郎ろうに、殺されてやることなのだ」


    　────聞き間違い。


    　とは、思えなかった。


    　冗談として茶ちや化かせるような雰ふん囲い気きでもなかった。


    　言葉の内容を把握はしつつもその意図は汲くめず、私はただ間抜けな顔をして固まっていた。


    「いいか。吾わが輩はいが殺されなければ、桜さくら子こを秋あき葉ば神社に匿かくまうことも意味がなくなる。おそらく今の清十郎が本気で桜子を追い始めたら、秋葉の神の神域でさえ突破するだろう。そうさせぬためには方法は一つ。呪じゆ詛そを返させ、清十郎の怨おん念ねんを少しでも鎮しずめてやるしかない」


    　私の思考と心を置いてきぼりにして、化け猫は語り続ける。


    「無論、本当に呪詛を返させて、桜子を殺させるわけにはいかん。だから桜子の代わりに呪詛を受け止める存在が必要だ。少しでも呪詛が返ったと、清十郎が騙だまされる生なま身みの身代わりがな」


    　……その身代わりが化け猫だってのか。


    「しかし、どれほど桜子の気を真ま似ねた精巧な身代わりでも、おそらく完全には騙しきることはできまい。どうしたって身代わりでは怨念が残る。とはいえ形式だとしても、一度でも呪詛が返れば、さすがの清十郎もかなり弱体化するはずだ。そこまでいけば秋葉の神の神しん気きでも、桜子は十分に身を隠せる。身を隠せればあとは時間が解決してくれるはずだ。一度は返ったのだ。ゆっくりじっくりとでも、清十郎の呪詛はおそらく溶けて消えていくだろうよ」


    「…………それでいいのかよ、おまえは」


    　やっとのことで私の口から出た反論は、化け猫の計画を否定するものではなかった。


    　私は素人しろうとだ。


    　こいつが今やろうとしている方法が正しいのか、間違いなのか。無責任にやめろと言ってもこれが定じよう石せきなのか、それとももっと冴さえたやり方があるのか。まるで判断がつかない。


    　そんな私がどれだけ止めたところで、焼け石に水だ。


    　だから私が口にした言葉は揺ゆさぶりだった。


    　それでいいのかよ、おまえは。


    　あのわがままで、世間知らずで、ふわついていて、地に足をつけられない、普通に生きていくことでさえ難なん儀ぎしそうな桜子を、もう守ってやれなくなるんだぜ？


    　そんな意味を潜ひそませた、卑ひ怯きような言葉だったんだよ。


    　なのに、化け猫が私に返したのは僅わずかも揺るがない、変わらずに晴れ晴れとした満面の笑みだった。


    「いいのだ。これは当然の報むくいなのだ。昼間に言ったであろう、『人を呪のろわば穴二つ』だと。いくら八はち尾びといえど、最初に呪詛をかけたのは吾輩と春はる子こだ。ならば桜子ではなく、吾輩がその呪のろいの返りを受けるのが筋というものなのだ。それにな、桜さくら子このことで、心配することなど何もない。子というのは親なぞおらんでも、いずれは強く育つのだよ」


    　……バカか！　おまえも春はる子こさんも！


    　あの箱入りを信用しすぎなんだよ!!


    　桜子はな、そんなんじゃねぇよ。自分のことをまだ子どもとさえ認識できていない、ガキ以下のガキなんだよ。強く育つ前の段階だ。


    　確かに親がいなくたって子どもは育つだろうけどな、でも誰もいなければ子ども一人じゃ生きていけないんだよ。生きていけないから、子どもなんだよ。


    　──そう思っていても、言葉は出てこない。


    　何をどう口にしていいのかがわからなった。


    　どう言えばこいつを心変わりさせ、最後にみんなが笑えるほうに舵かじを取れるのか。


    　私はこんな終わりを認めない。何かきっと方法はあるはずだ。


    　けれども。


    　そう悩んでいるうちに、時間がきてしまった。


    　静止していたはずの犬いぬ神がみが動き始めた。


    　まるで戦艦が主しゆ砲ほうを回かい頭とうさせるかのように、ぎぎぎぃという音にならない軋きしみをたてて、空に浮いた巨体が向きを変えていく。


    　まぶたの裏へ黒目をひっくり返したまま、妙な表現だが、白目ばかりの目が見み据すえたその先は、本物の桜子がいる藤ふじ里さと邸ていだった。


    　時を同じくして、私の腕から化け猫が身をよじって抜けだし、地に降り立った。


    「もうやめろ！　やめてくれ、清せい十じゆう郎ろう！　それ以上、桜子を狙ねらわんでくれ！　いたたまれないのだ。おまえは桜子が生まれた日、あれほど喜んでいたのだぞ。桜子を助けんがために、自みずから生命いのちを差し出してくれたのだぞ。そんなおまえを、恨みを抱いだくことしかできぬ犬神にしたのは、その首を刎はねたのはこの吾わが輩はいだ！　気まぐれでおまえを段ボールから救い上げ、我が子のようだと一方的に情を抱いて育て、そして最後は自分の力不足の帳ちよう尻じりを合わせるためにその首を刎ねたのだ。恨むのなら吾輩だろ、吾輩こそおまえに喰くい殺されるに相応ふさわしいのだ。だから、どうか、どうか桜子は見み逃のがしてやってくれ！」


    　私が手の中に握っていた木もく符ふを奪い取り、化け猫が再び自分の首に下げる。


    　しかし桜子の姿には──ならなかった。


    　なんとなくだが、直感でわかる。


    　化け猫そのものが弱っているんだ。木符で自分の気を桜子の気へと変換しようとも、もう私の目では桜子と錯さつ覚かくできないほどに、そこまで化け猫自身が放つ気が脆ぜい弱じやくになっている。


    　しかし私には無理でも、犬神にとっては違うらしい。


    　放たれれば、人の生命など瞬まばたきするより容易たやすく散らしそうな、そんな巨大な呪じゆ詛その砲ほう塔とうが再び化け猫へと向き直り始めた。


    「命みことよ、これで最後だ、よく聞け。これから吾わが輩はいは全力で清せい十じゆう郎ろうを引きつけ、できる限りの時間を稼かせぐ。その間におまえは桜さくら子こと一緒に藤ふじ里さとの家を抜け出し、秋あき葉ば神社へ行け。吾輩が逃げ続けている限りは、桜子は安全だ。しかし相手は清十郎、吾輩の体も気力もいつまでもつかわからん。急いでくれ、期限は吾輩が生きている間だけだぞ」


    　私の口からは、やっぱり言葉が出ない。


    　わかった、とも言わなければ、いやだ、とも言わない。


    　何も言えなかった。


    　言ったところで、どうにもならない。


    　今、こいつに思うがままの気持ちをぶつけたって、きっと事態は勝手に流れていくだろう。


    　私がこの状況をどう感じていようとも、いっさいの容よう赦しやなく物事は進んじまう。


    　納得なんか少しもできなくたって、やらなくちゃならないことだけは決まっていた。


    　ずるい。……ずるいよ、おまえはさ。


    　にっちもさっちもいかない状況をあえて見せつけてから、私に指示を出しやがって。


    　どうやったって私も動かざるをえないのを見越して、やってんだろ？


    　ならば何も言わないのが、せめてもの私の矜きよう持じだった。


    　泣き言も言わないし、不満も口にしてやらない。


    　否定も肯こう定ていもしないまま、ただただ化け猫の目だけを見み据すえてやる。


    　そうすることで私は無言で、化け猫を非難したんだ。


    　──そんなの、絶対に嫌だ。


    　──諦あきらめずに、おまえだって生きやがれよ！　この畜ちく生しようがっ！


    　口になんか出していない。


    　でも化け猫は私の心が読めるかのようにもう一度、猫の骨格を無視したおぞましくかつ不気味な、でも限りなく優しい、見るだけで涙を誘われそうな、そんな笑みを浮かべたんだ。


    「これからも桜子をよろしくな」


    　それが化け猫の最後の言葉だった。


    　言い終えるが早いか、だっと川原かわらを駆かけ抜けて藪やぶの中に飛び込んでいく。


    　その後を磁石に引かれる鉄球のように、ゆっくりと犬いぬ神がみが追い始めた。


    　…………。


    　──私が今までさんざん読み漁あさってきた退魔ものの漫画と小説、そのすべてをひっくり返したってこんなに泥臭い展開はない。


    　いつどこで、黒髪ロングの美形の式しき神がみは出てくるんだろうな？　待たせたな、とかなんとか言ってさ、どこからあの犬神への逆ぎやく襲しゆうは始まんだろうな。


    　ご都合主義だって、機械仕掛けの神だって、なんだっていいよ。出てくるのならいますぐ出てきてさ、か弱い私とあの不細工な化け猫をとっとと助けろってんだよ！


    「ふざけんなよっ！　ちきしょぉっー!!」


    　天を仰あおぎ、私は吼ほえていた。


    　そして化け猫が消えた森とは真逆、藤ふじ里さと家けの方角に向かって走りだす。


    　──ああ、知ってるよ、知ってるともさ。助けなんか来やしないよ、今ここにいる私たちだけでなんとかしなくちゃいけないんだよ。


    　そのために、化け猫は本気で死ぬつもりなんだ。


    　自分の生命いのちというカードを切らない限り、どうやったって桜さくら子こは助からないんだからな。


    　そして化け猫の生命を犠牲にして桜子を救う、その大仕掛けの賽さいは既に投げられちまった。


    　だったら知らないうちに駒こまに組み込まれていた私も、その博打ばくちに乗ってやらないとあいつは猫のくせに犬死にだ。


    　本当に、ひどい話さ。


    　息が激しく切れてくる。足がもつれて転びそうになる。


    　実際に数えられないほど転んだし、転んでは痛む箇所を確認する間まもなく即座に立ち上がって、私は再び走りだしていた。


    　できるものなら止まりたい。立ち止まって、どうしたら化け猫も桜子も助かるのかを考えて、そして嘆き、途方に暮れたい。


    　でもそれは許されない。今のこの一秒一秒が、桜子を助けるために化け猫が最後の力で捻ひねり出している時間なんだよ。


    　値あたい千せん金きんなんて、そんな生なま易やさしいもんじゃない。化け猫の命の切り売りで得ているその瞬間、瞬間なんだ。


    　足が地面を蹴けり上げる間ですらももったいなかった。


    　なんで私は空を飛ぶことができないんだよ、そんなイカれた理屈で自分を責めた。


    　そして息も絶え絶えで、ようやく藤里邸ていの前に着いたとき、無情にも月は中天を越えて下り始めていたんだ。


    



    
      ◇ ◇ ◇

    


    



    　年代物の引き戸の玄関を問答無用で開け放つ。


    　私の体は泥と貼はりついた枯れ葉で汚れきっているが、そんなのは知ったことじゃない。無言のまま、勝手に藤里邸へと上がった。


    　広い藤里邸の中、私の足はまっすぐに春はる子こさんの部屋へと向かう。


    　祖母の部屋に閉じこもる桜子──言いたいことと思うことは山ほどある。


    　しかし今は一分が、一秒がただただもったいない。


    　だから細かいことはいい、桜さくら子この素そ行こうなんてとやかく言わない。


    　けどこんな切せつ羽ぱ詰つまる状況の中、桜子の心が凍ったままなのは、大いに問題だった。


    　病室のベッドの上、血の巡っていた体からすっと大事な何かが抜けだして、柔らかい穏やかな笑みのまま、春はる子こさんは動かなくなってしまった。


    　それを目まの当たりにした私の目から、決けつ壊かいしたように涙が零こぼれ出るのに、桜子はひたすら微笑ほほえんでいたんだ。


    　もう表情を変えることがなくなってしまった春子さんの優しい笑え顔がおに応えるように、目め尻じりも頰ほおも震わせたままで、桜子は自分の顔も笑顔で固めてしまったんだ。


    　あの瞬間に、止まった。


    　桜子は大好きなおばあちゃんと笑い合ったまま、その幸せだった時間を続けるために、心を動かすのをやめたんだ。


    　そしてあれから一か月以上、今も桜子はあの瞬間に心を置いたままにしている。


    　それは動画の静止ボタンを押したようなものだ。あの瞬間で止めてさえおけば、いつまでだって夢を見ていられるもんな。


    　春子さんが奇き跡せき的に回復する、そんな夢をな。


    　……桜子はな、強くて弱いんだ。


    　あいつは意志が固くて、でも脆もろいんだよ。


    　アンバランスなんだ、桜子はさ。甘やかされた子どものくせに周りの誰よりも悟ってて、でも間違いなく駄だ々だをこねるガキでもある。


    　優等生だけど天然な女子、なんて学校じゃよく誤解されてるけどさ、あいつはそんなに可愛らしいもんじゃねぇよ。


    　桜子は桜子だけの論理と倫理で生きていて、それを絶対にねじ曲げない。


    　そんな意い固こ地じなやつなんだよ。


    　春子さんの教育でその基準は人として正しいけど、でもやっぱり子どもの視点だからどこかしらがずれていて、その矛む盾じゆんが桜子の意味不明な言げん動どうにつながっている。


    　加えてそんな心の動きとは別枠で、思考は普通に働くもんだから、いろんなものがちぐはぐになって周囲には余計に〝不思議ちゃん〟として映るんだ。


    　今のあいつのふざけた和装が、実にいい例さ。心は止まってんのに、思考だけは現実的な動きをしてやがる。


    　春子さんがいなくなり藤ふじ里さとの家が親しん戚せきに荒らされそうになって、桜子の理性は心を無視し、自分が藤里本家の嫡ちやく子しだと誇こ示じするため春子さんの葬儀を進めた。黙らせるために心を押し殺している桜子の喪も主しゆ姿は本当に冷淡で、親戚連中からは「鬼おに子ご」と陰口を叩たたかれていたと、後で化け猫から聞かされた。


    　そして桜子は、これからも自分こそが祖母の代わりなんだと周囲に無言で知らせるため、春子さんの着物なんか着始めたんだ。


    　でもさ、そんなのおかしいだろ？


    　だって祖母の死を認めていないのに、でも形だけは藤ふじ里さとの当主を継承したことにしているんだ。だからときに桜さくら子こは、周りから本物のバカだと思われる。


    　けど桜子の中では矛む盾じゆんはないんだよ。すべてしようがないという論理の上に成り立っていることなんだ。


    　心を止めたままでいるために、いつまでも春はる子こさんと過ごす未来が待っている、という夢を楽しむために、桜子の思考回路は最適な処置を施ほどこしただけなんだ。


    　あくまでも桜子の道理においては、理に適かなった結果なんだよ。


    　だからもし私が「藤里さんって、どんな人なの？」とか訊きかれたら、きっとこう答える。


    　自分が納得しない限り、絶対に人の意見になんか耳を貸さないそんな偏へん屈くつな女子だよ、と。


    　気がつけば、春子さんの部屋の前で私の足は止まっていた。


    　──ダメだ。ダメだ。考えんな、そんな時間なんかない。時間がもったいない。


    　けど、しかし──。


    　意い固こ地じで偏屈な桜子を、どうすれば秋あき葉ば神社なんかに連れていけるのか。


    　ここ一か月、私はなんとか桜子を学校へと、家の外へと連れ出そうとしていた。


    　でも、できなかった。


    　理由ははっきりしている。心が動きを止めているからだ。止まってしまったから、自分の周りの時間の流れを受け入れられない。


    　僅わずかな食材を買いにいったり、風ふ呂ろに入ったりと、最低限の生活に必要な行為は行おこなう。けど、それもすべては生きている春子さんの姿を妄もう想そうするための自己保全。体がなければ楽しい夢を見られないから、やむなく肉体を生かしているにすぎない。


    　だからそれ以外のときは、ずっと春子さんの部屋へと閉じこもる。春子さんの匂においが染み込んだ部屋で、春子さんの帰ってくる瞬間を妄想するために。


    　死者が帰ってくるなんて、冷静に考えたらなんとかの手みたいな怪談なのにな。


    　しかし現実はどうあれ、桜子をあの部屋から引きずり出すのは困難だ。


    　へらへらした無む邪じや気きそうな笑え顔がおで純じゆん朴ぼくな男子に勘違いを振りまいているけれど、実際にはてこだってぼきりと折れるほど桜子の意固地は筋金入りだ。


    　だからふすまに伸びる手が躊ちゆう躇ちよしていた。


    　言い方を──騙だまし方を間違ったら、あいつは絶対に部屋から出てこない。


    　でもこの瞬間も、化け猫の生命いのちの砂時計は一粒ずつ落ち続けている。


    　……こうなったら桜子を担かついでタクシーにでもぶち込むか、とも思うが、現実には無理だろう。いくら頭一つ分背が高いとはいえ、それでも同い年の女子、桜子を拉ら致ちするには私が非ひ力りきすぎる。暴れられて時間をくったら、それこそ本ほん末まつ転てん倒とうだ。


    　ぎりっと奥歯を嚙かんだ。


    　立ち止まれる時間なんかない。立ち止まるだけで、化け猫に申しわけがない。


    　──いい。もういいから、開けちまえ！　それから考えろ。


    　私はそう自分に言い聞かせて、ふすまの戸を開けた。


    　部屋の中では桜さくら子こが寝ていた。いつもと変わらずに祖母の形かた見みを部屋中に散らかしたまま、その中央に桜子が寝ていた。


    　赤い着物をはだけさせたその姿で、畳の上で横になって寝息をたて、


    「……生きてたんだね……おばあちゃん……」


    　うっすらと寝顔に笑みまで浮かべながら、本当に幸せな寝言をつぶやいていた。


    　本来なら、それはきっと哀あい惜せきを誘う姿なのだろう。


    　ただ一人の肉親を失って、夢の中で祖母と再会している、そんな少女の寝姿。


    　けど、けれども……、


    　私が今の桜子から感じたのは、ふつふつと滾たぎるような怒りだった。


    　夢も見たかろう、春はる子こさんとも逢あいたかろう。


    　でもな、その横でどれだけ私が心配しているか。


    　クラスの連中だって、おまえが来ないことをどれほど気に病やんでいるか。


    　そして化け猫なんて、自分の生命いのちを身代わりにしてまで、おまえを生かそうとしてるんだ。


    　なのに桜子は、自分を気遣ってくれるそんな周囲の人間の心なんてつゆほども知ろうとせずに、ただひたすら死者に慕ぼ情じようを傾けている。


    　それは桜子の中の気持ちとしては、正しいのかもしれない。


    　けど生きている人間としては、きっと間違っている。


    「おい、起きろ！　桜子」


    　部屋の中ほどまで進んだ私は、半ば乱暴に横たわっている桜子を足で揺ゆする。


    　ぱちりと桜子の目が開いて、驚いて部屋をきょろきょろと見回し、それから私と目を合わせて、すぐに不機嫌そうに口をへの字に曲げた。


    　いい夢の途中で起こされてむっとしたのだろう。


    「なに？　命みこと」


    　素そっ気けない言葉を吐きながら、むくりと上半身をもたげる。剣けん呑のんとした雰ふん囲い気きが着物をはだけた桜子の体から湧わき上がるが、私はもっと苛いら立だっている。


    　──なに、じゃねぇよ！　化け猫が生命懸かけてるこんな状況下でよ！


    　思わずそんな言葉が出てしまいそうになるが──出なかった。


    　そう言いかけたところで、私はあんぐりと口を開け放ってしまったんだ。


    　口だけでなく、私の目までもが丸くなる。


    　というのも面と向かい合った桜子のその背後、文ふ机づくえの前にある窓から誰であろう──、


    　春はる子こさんが手を振っていたんだ。


    　あまりのことに私はたっぷりと数秒間固まり、それから春子さんは片目を閉じて舌をちろりと出した。


    　それで気がついた。


    　春子さんはそんな仕草は絶対にしない。


    　──昼間に美幼女が口にしていた言葉。


    『えぇ、なんにでも化けられますよぉ』


    　──犬いぬ神がみが止まった隙すきに化け猫が口にしていた言葉。


    『ヤクモが桜さくら子こを家から追い出す準備を進めておる』


    　窓の外の春子さんは、孫を心配して迷い出てきた幽霊なんかじゃない。桜子をこの部屋から連れ出そうと画かく策さくする、ヤクモだった。


    　一周を超えて五四〇度変化した私の様子を不審に思ったのだろう。桜子が私の視線を追って振り向いた。


    　そして、


    「──っっ！」


    　桜子の顔が白から青、青から赤へと一瞬で変化していく。はっと呑のむ息が、桜子の肺の中で行き場を失う。


    　──わかる。


    　桜子のほうじゃなくて、春子さんの姿を利用しようと考えた、化け猫たちの気持ちはよくわかるよ。確かに、桜子に言うことを聞かせようと思えば、春子さんだ。春子さんの言うことだけは、頑固な桜子も素直に聞いたものなぁ。


    　でもな────バカ野郎だ、おまえらはっ！


    　ここで春子さんの姿を出すなんて、やっぱり本当のところじゃ桜子の気持ちなんかまるでわかっちゃいねぇんだ。


    　こいつは下げ策さくだよ。下の下だよ。


    　どうして私に相談しなかった？


    　桜子がまだ泣いていないことに、私が気づいてないとでも思ってたのか？


    　もし桜子を救う計画に私が首を縦に振らないなんて考えていたとしたら、私をうまく騙だましたってこの企たくらみには加えておくべきだった。


    　言うことを聞かせたければな、今の桜子に春子さんの姿は見せちゃいけないんだよ。それだけは絶対にやっちゃダメなんだ。


    　動く春子さんの姿なんか桜子が見ちまったら──、


    　止まっていた桜子の時間が、動き出しちまう。


    「うわぁぁぁっっっっ！」


    　桜さくら子この喉のどから噴き出した、獣けものですらかくやという咆ほう哮こうが、部屋だけでなく屋敷中に響きわたった。春はる子こさんの姿を見た途端に、十六にもなる娘がくるったようにわめく。


    　立とうとして膝ひざから崩れた足で、絶叫を上げながら窓に向かって這はっていく。部屋に置かれた形かた見みの道具など関係ない。手で払い、足で潰つぶして桜子は赤ん坊のように這って進む。


    　震える桜子の両肩。すすり上げる桜子の喉。


    　決して泣かなかった桜子が、這いつくばりながら涙を垂れ流していた。


    「お、おばあちゃんっ!!」


    　そうして窓ガラスに張りついた桜子は、すぐに三み日か月づき錠じようを外す。


    「おばあちゃん！　おばあちゃん！　おばあちゃん！」


    　しかし窓は開かない。おそらく何か細工をして嵌はめ殺ごろしにしたのだ。


    「おばあちゃぁんっっ!!」


    　桜子の両眼から、流れた涙が窓のガラスを伝った。開かない窓を桜子が割らんばかりの勢いで叩たたく。いや、あの力の入れ方では遠からず割れるだろう。


    　涙で滲にじんでいるであろう桜子の目には、ガラス越しの春子さんがどう映っているのか。


    　私の目には、努めて動じない振りをしているものの、春子さんに化けたヤクモが困っているのがまるわかりだった。予想以上の桜子の取り乱し方に、とまどっているのだ。


    　──桜子が錯さく乱らんするのは、当たり前だ。


    　そもそも桜子の心が理性からの声も、現実的な判断をも無視して、ただ春子さんの死から目を逸そらしてたのは、まさにこの瞬間の奇き跡せきを待ち望むためだったんだからな。


    　春子さんの死を認識さえしなければ、春子さんが生きている未来を心は妄もう想そうできるから。


    　諦あきらめるという絶望より、かもしれないという可能性だけは存在してくれるから。


    　なのに今、妄想と逃避でしかなかったその想像が、現実となってしまったんだよ。


    「ようやく……ようやく帰ってきてくれたんだね、おばあちゃん」


    『──桜子、残念ながら、私はもうこの家には帰れない身なのですよ』


    「ちゃんと私は信じてたからね、おばあちゃん。周りの人間が何を言ったって、絶対におばあちゃんは帰ってくるって、わかってた」


    『ですからそれは違うのですよ、桜子』


    「だって、おばあちゃんが絶対に私を一人になんかするはずがないもの。だってさ、おばあちゃんなんだよ。おばあちゃん、なんだもの」


    『……いえ、桜子』


    「だからこうしてね、いつおばあちゃんが帰ってきたっていいように、ずっと家で待ってたんだ。この部屋でずっとずっと、おばあちゃんが戻ってくるその瞬間を待ってたの」


    　あれほど流れなかった涙で顎あごまでも濡ぬらしながら、桜子は春子さんに屈くつ託たくなく笑いかける。


    　私は、下した唇くちびるを強く嚙かみ締めていた。


    　……こんなの、欺ぎ瞞まんだ！　侮ぶ辱じよくだ！　冒ぼう涜とくだ！


    　桜さくら子この春はる子こさんを想おもう心と、そして生涯をまっとうした春子さんの死への。


    　こんな噓うそっぱちな茶番で、化け猫の生命いのちと引き換えにした大事な時間を無駄にする、そんなことを許していいはずがない。


    　──けどこの状況で、桜子がこの場を動くはずがない。


    　だから下げ策さくなんだ。手の施ほどこしようがないだろうが！


    『よく聞きなさい、桜子。あなたの身に危険が迫せまっています』


    「ねぇ、おばあちゃん。帰ってきてくれたんだよね？　これからはずっと一緒なんだよね？」


    『いいですか、あなたには生命の危機が迫っているのです』


    「今日きようはもう遅いからさ、明日あした一緒に出かけよう。二人でさ、わたしがまだ小学生だったころみたいにさ」


    『あなたが生き延びるためには、すぐにこの部屋を出て移動しなければなりません』


    「おばあちゃんが好きだった、あの公園に行こうよ。入院してからは結局、おばあちゃん一度も行けなかったでしょ？　久しぶりに、一緒にあの道を散歩しよう」


    　桜子にはわからないように、ヤクモがほんの少しだけ私に向かって目を向けた。内心の動どう揺ようがありありと伝わってくる。


    　化け猫とヤクモは春子さんの姿を利用すれば、簡単に桜子が言うことを聞くと思っていたんだろう。二匹でそんな打ち合わせをしたのは容易に想像がついた。


    　──だから甘いんだよ、おまえらは。身内贔屓びいきだ。桜子がどれほどわがままで頑固かを、知らなすぎる。


    　私だって助け船を出してやりたいさ。どうしたって時計は止まらないんだ、焦あせる一方だよ。


    　でも、こんな桜子にどう言えば言葉が通じるんだ？　どうすればいいのか、私が教えてほしいぐらいだよ。


    　まるで言うことを聞かない桜子に困ったヤクモは、春子さんの顔をきりりと引き締める。眉まゆが上がって子どものころに日に三度は見た、懐なつかしい春子さんの怒り顔となる。


    『ちゃんと話を聞きなさい、桜子！　いいですか、このままではあなたは死ぬのですよ！』


    　そうして春子さんの声こわ音ねそのままの、怒鳴り声。


    　一瞬、桜子は呆ほうけてから、それからまるで『そうですね、一緒に出かけましょう』とでも言われた子どものような無む邪じや気きな口ぶりで、


    「うん、いいよ」


    　と、そう答えていた。


    　春子さんに化けたヤクモだけでなく、後ろから見守る私までも、同時に動きが止まった。


    「あはは、そんな顔しないで。だいじょうぶだよ、ちゃんと自分の言っている意味はわかってるからさ。ずっと──ずっとね、おばあちゃんがもうこの家には帰ってこれないんだってこと、わたしは認められなかった。ちゃんと頭では理解していたんだよ。おばあちゃんの体が入っていった炉ろから煙が上がるのも、おばあちゃんが乗っていた台車に骨しか残っていなかったことも、しっかりと覚えてるもの。けれど、もうこの世におばあちゃんはいないってわかっていても、心は認められなかったの。頭では可能性なんてない、と思ってた。だって死んだ人間が生き返るなんて、奇き跡せきが起きたって現実にはありえないんだって、だから信じても無駄だって考えてた。でも、どうしても……どうしても、わたしはまたおばあちゃんに会える日の妄もう想そうをやめられなかったの。これは夢なの？　わたしまだ寝てるの？　寝てるのなら、それでもいいよ。でもね、お願い。わたしも連れていって。もう起きるはずのない奇跡を待つのは嫌。おばあちゃんが、この家に帰れないのもわかってる。だから──わたしがそっちに行くよ」


    　そして桜さくら子こが春はる子こさんの影に向けたのは、まるで曇りのない満面の笑え顔がおだった。


    「おばあちゃんと一緒にいられるのなら、わたし死んだほうがいいや」


    　──そうか。桜子、おまえの気持ちは痛いほどわかったよ。そうだよな、そうだ。おまえならそう考えるよな、うん。


    　本当ならさ、ここでしゃしゃり出るのは春子さんだ。なんてったって桜子の親の代わりは、春子さんだもんな。でも残念ながら春子さんはさ、もういないんだよ。だからさ時間なんてないけど、今だけは私が春子さんの代わりをしてやる。その窓ガラスの向こうの下へ手たくそな贋がん作さくじゃなくてさ、草葉の陰からおまえを心配している、でも何もできなくてきっと今ごろ無念で歯は嚙がみしている本物の春子さんの気持ちをさ──今から私が代弁してやるからよっ！


    　私は背後から桜子の肩に手をのせる。それに気がついた桜子が振り向いたところで。


    　思いっきり、桜子の顔に平手を見舞った。


    　桜子の踵かかとが浮くぐらいの強烈な一いち撃げき。


    　桜子は数歩たたらを踏むと、張られた頰ほおを手で押さえてきっと上目で私を睨にらみ。


    　グーで、私を殴り返しやがった。


    「何すんのよっ！」


    　金かな切きり声を上げる桜子に、私は鼻血が垂れて流れるのも構わずに怒鳴り返す。


    「ふざけんなっ！　取り消せよ、今の言葉！」


    「命みことには関係ないでしょ！　私は今、おばあちゃんと話してるんだから！」


    「うるせぇ！　そんな紛まがい物を見抜けない段階で何がおばあちゃんだ、笑わせんなっ！　私が関係ないわけないだろ！　だって、おまえが死んだら、私がどう思うと思ってんだっ！」


    「そんなの──」


    「私が死んだら、おまえはどう思うんだよ！　おまえの目の前でさ、死んだほうがいいやって私が言って、それでそれきりいなくなっちまったら、どう思うのか言ってみろよ！」


    　ぐっと唇くちびるを嚙かみ締めて、畳を見つめた桜子が言葉に詰まる。


    　本物の春子さんが生きていたら、絶対に同じことを言う。


    　よかったな桜さくら子こ、私でさ。春はる子こさんだったら、片側だけでなくきっと往復で叩たたかれてたぜ。


    　でもな……私相手だからって、グーはやりすぎだろ。


    　倍なんてもんじゃねぇ。すすっても、ぬぐっても鼻から赤いのが垂れてくんじゃねぇかよ。


    「だからさ、取り消せよ、桜子。見み逃のがしてやりたいけど、でも──今だけは決して、おまえがその台詞せりふを吐いたらダメだ」


    「──今だけ？　どういうことよ」


    　釈しやく然ぜんとしない顔をしながら、でもどこかで自分が口にした言葉の間違いに気づきつつ、桜子が私を睨にらむ。


    　私は──時計をちらりと見る。ダメだ、時間がどんどん進んじまう。ごまかす時間がもったいない、いつまでもこんなやりとりをしていられない。


    「そこの春子さんが言ったとおりなんだ。おまえが今生きているのは、化け猫のおかげなんだよ」


    「タマのおかげって……それって、本当にどういうことよ！」


    「化け猫が自分の生命いのちを身代わりにして、おまえがかぶるべき呪のろいをひきつけているから、まだおまえは生きてられてんだ」


    「だから、それがどういうことなのか説明しなさいよ！」


    「ダメだ！　説明している時間がない。後で話してやるからついてこい」


    「ついていって、それでどうなるの？」


    　うっと、私が声を喉のどに詰まらせる。


    　一瞬、返答に困ったその桜子の問いへの答えは、窓の外から返ってきた。


    『あなたは生き残ります。代わりにタマは死にます。それだけです』


    　神しん妙みような春子さんの顔をするヤクモ。


    　桜子は春子さんへと再び向き直り、


    「ダメ、それはダメだよ。おばあちゃん、タマは死んじゃダメ。タマはわたしとおばあちゃんと、同じ屋根でずっと暮らしてきた家族なんだよ！」


    『でも、それしかあなたの生命を助ける方法はないのです。あなたはさっき、自分が死んでもいいと言いましたね？　死んだ人間は何もすることができない。死を受け入れようとした人間が、今さらほかの者の行動にとやかく言う資格があると思いますか？』


    「──ごめんなさい、おばあちゃん。わたし、自分の言葉を取り消します」


    『ならば生きなさい、桜子。私を含め、あなたを生かそうとしている者たちがいます。その指示に従い、命みことについていきなさい』


    　……ここで決まりだ。この流れなら桜子は春子さんの言うことを聞く。


    　時間がかかったが、それでもなんとかなってくれた。


    　とにかくあとどれだけの猶ゆう予よがあるかわからない、すぐにこのまま藤ふじ里さと邸ていを出て、タクシーをつかまえて──。


    「──そうだよね、死んだら何も人の行動に口出しなんかできないんだよね。死ぬってきっと、そういうことなんだよね。だからさ、わたしまだ生きてるからさ、今から手のひら返して、ひどいこと言うよ。許してね」


    　そうして桜さくら子こはうつむいていた顔を上げて、ようやく出会えたはずの春はる子こさんの姿の、その目を真しん摯しに見つめて、


    「死人は、黙ってて」


    　ぴしゃりと言い放った。


    　この言葉にはわたしも垂れる鼻血をすすることを忘れ、目を見開く。


    「わたしは何を言われたってタマを助けるよ。わたしの代わりにタマが死ぬなんて認めない。猫だって、たとえ犬だって同じ家族である以上、わたしはそんな犠牲の上に成り立つ自分の生命いのちなんて納得ができない。わたしは生きます、そしてタマも必ず助けます」


    　ヤクモが僅わずかに口をあんぐりと開けていた。


    　──狢むじなが化けるのが得意だって？　てんで噓うそじゃねぇか。あれじゃ、ただの姿形だけの猿真ま似ねだ。違う、そんな顔じゃない。桜子がこんな一いつ丁ちよう前まえな口をきいたらさ、


    　きっと本物の春子さんは、嬉うれしそうに笑うよ。


    　そう頭の片かた隅すみでは思いつつも、けどあまりの桜子の言葉に、私もまた呆ぼう然ぜん自じ失しつしていた。


    「ごめんね、おばあちゃん。でも、わたし行くよ。とにかくタマを助けにいかないと」


    　そう言って桜子は、後ろ髪を引かれつつも、どこに化け猫がいるかも知らないまま部屋を出ていこうとした。


    『待ちなさい、桜子』


    　そこはさすがに狢の意地だったのか、見た目だけは平静さを取り戻したヤクモによって呼び止められた。


    『……あなたのことです、たぶんもう何を言っても無駄なのでしょうね』


    　桜子が苦笑いをしてから、大きくうなずく。


    『ならば──〈祝い直し〉を。今にもあなたに代わって、犬いぬ神がみの呪のろいで死ぬかもしれないタマを窮きゆう地ちから救う手があるとすれば、それはもう〈祝い直し〉しかありません』


    「祝い直し？　なに？　祝い直しってなんなの、おばあちゃん。それはどうしたらいいの？」


    『〈祝い直し〉とは、すべての恨みを水に流すことです。心安らかに、穏やかに、すべてを許して互いを憎しみの呪じゆ縛ばくから解放する術です。〈祝い直し〉により、憎ぞう悪おを力とする呪じゆ詛そは浄化される。もしあなたにその気があるのなら──』


    　ヤクモが窓の向こうから、部屋の片隅を指す。そこにはさっき桜子が手で払った、黒い木箱が転がっていた。


    『その箱に入っている清せい十じゆう郎ろうの外げ法ほう頭あたまとともに、すべての遺い恨こんを呪詛捨て場へと捨ててきなさい』


    「そうすればタマは助かるの？」


    『あなたの想おもいが通りさえすれば、きっと。でもそれは生なま半はん可かなことではありません。そのためにはあなたは自分の両親を殺した存在をも、慈じ愛あいをもって心から許さなければならない。そんなことがあなたにできますか？』


    「できるよ。できなくたってやるよ、おばあちゃん。それでタマを救えるのなら、私は絶対にやってみせるよ」


    　言うが早いか、桜さくら子こが床の上の木箱を両手で抱える。


    「ありがとう、おばあちゃん。わたし、きっとやり遂げてみせるからね」


    　そして未いまだ呆ぼう然ぜんとしていた私の横を、桜子が脇わき目めも振らずに走り抜けていく。


    　部屋のふすまを閉めることさえせず、板張りの廊下をどたどたと走って、その足音が遠のいていく。


    　──なんだ、これ。なにが起きてるんだ……。


    　祝い直し？　聞いたことのある単語だ。今日きようの昼間に化け猫が言っていた、


    　──どれほどの強い怨おん念ねんの籠こもった呪じゆ詛そであろうとも、〈祝い直し〉が成れば呪詛は浄化される。


    　それって……ひょっとして……、化け猫は助かるのか？


    『おい、命みことの嬢ちゃんよ』


    　一瞬、思し索さくに耽ふけってしまった私を呼び戻したのはヤクモの声だった。春はる子こさんの姿、声こわ音ねのままで、口く調ちようだけは素すの状態に戻っている。


    『その文ふ机づくえの上の本立ての、一番端にある和わ綴とじの本を持っていけ。そいつは親方様が自分の娘──弥生やよいの嬢ちゃんに向けて書いた手引き書だ。〈祝い直し〉のやり方も書いてある』


    「って、おい。本当にできんのか？　化け猫にできないっていう〈祝い直し〉が、あの桜子に」


    『畜ちく生しようである旦だん那なにはできないがな、お嬢は親方様の孫だ。才能ならピカ一だよ。でもな、それでも修しゆ行ぎようなんてしたことがない素人しろうとさ。勧めておいてなんだが、分ぶはかなり悪い賭かけだぜ』


    　でもそれならば、悪い、だけだ。


    　成功する可能性は、ある、ということになる。


    　だとしたら──、


    「だったら、みんなでハッピーエンドが目指せるってことなんだな！　化け猫も、桜子も、全員助かるかもしれないんだな！」


    　私の大声にヤクモは少しだけ目を丸くするも、すぐに春子さんの顔のままで破は顔がんした。


    『そのとおりだ。いくらお嬢を守るためとはいえ、旦那と今回のことを画かく策さくしながら、俺おれもずっと納得がいっていなかった。命嬢ちゃんと同じさ、旦那がいなくなってめでたしめでたしなんて結末を認めちゃいないよ。やっぱりどんだけ困難でも目指すなら大だい団だん円えんでないとな、おかげでちっとも化ける演技にも身が入らなかったさ』


    　と、歯の隙すき間まからいつもの、しししっという嗤わらい声を出して締めくくる。


    　って、おまえなんか、最初から大根だ！


    　それとこんなときに何だが、その嗤い方はやめろ。春はる子こさんのイメージが総崩れだ。


    　──にしてもこの野郎、美幼女のときは絶対に「よぉ」口く調ちようを崩さなかったってのによ。


    『ほれ、急げ。はっきり言うが状況はまだ好転しちゃいないぜ。むしろ最悪の事態になる可能性がより高くなっただけだ。そうならないよう、しっかりと助けてやんな』


    「ああ、任せとけ」


    　私は言われたまま春子さんの机の上から和わ綴とじの本を抜き取る。そしてそのまま桜さくら子こを追って走り出した。


    



    
      ◇ ◇ ◇

    


    



    　藤ふじ里さと邸ていの玄関を飛び出して、夜よ闇やみの中を駆かけ抜ける。


    　案の定、桜子は靴くつも履かずに街へ向かう正面の竹林の道を走っていた。


    　着物の裾すそを引きずって、まっすぐに突き進んでいく背中を見つけた私は、背後から大声で呼びかける。


    「おい、桜子！　おまえ、呪じゆ詛そ捨て場がどこにあるのか知ってるのか！」


    　その声で桜子の足が急ブレーキで止まる。背中に「あっ」という吹き出しが見えなかったのが不思議なぐらいだ。


    　……間抜け。どこに向かうかもわからねぇのに、飛び出すなんてよ。


    　私は独り笑みをこぼし、足を反転させながらもう一度叫んだ。


    「私が知ってる！　ついてこい！」


    　そして有う無むを言わさず反対側、裏の山へと向かって走り出す。後ろから桜子がついてくるのが足音でわかった。


    　登りの山道に入ると、山を降りたときとは違う種類の焦あせりが私を突き上げ始めた。


    　さっきまでは化け猫の犠牲を無駄にしないようにってことばかり考えてたが、今度は違う。


    　今は桜子の生命いのちも危あやうい。桜子の気をまとった化け猫がいなくなれば、次に清せい十じゆう郎ろうが狙ねらうのは桜子だ。もはや化け猫の死は、桜子の死と直結している。


    　あとどれくらいの猶ゆう予よが残っているのか。


    　化け猫は、私と桜子が秋あき葉ば神社まで逃げる時間を稼かせぐと言っていた。あいつの体は限界だったけど、それでも桜子を守るためだ。逃げ切れるだけの時間は、絶対に稼ぐだろう。


    　でも、もうかなりの時間が経過しているのも事実だ。


    　秋葉神社までの道のりを考えると、私が山を降りて桜子を連れ出すので半分、残りを走って半分ぐらいの時間配分ってとこか。もしタクシーを使うなんて考えていたら、もう時間的には半分も残っていないことになる。


    　さらには呪じゆ詛そ捨て場に着いて、それで終わりってわけじゃないんだ。


    　そこから限られた時間で、私と同じで何も知らない素人しろうとである桜さくら子こが、〈祝い直し〉の儀式を行おこない、かつ成功させなきゃならないんだよ。


    　確かに分ぶが悪いよ。悪いなんてもんじゃないさ。


    　ルーレットだったらきっと、無む謀ぼうな全額一点賭がけの一発勝負、ってやつだよ。


    　それも今度は化け猫だけじゃない。桜子の生命いのちまでベットしての、大勝負だ。


    　だがそれでも、山を下ったときと比べれば、私の足はまだ軽かったんだ。


    　……それもそうか。あのときのように、自じ暴ぼう自じ棄きじゃない。


    　今は、みんなが助かるために走ってるんだもんな。


    　だいじょうぶだ、うまくいく。


    　いや、私が桜子に、きっとうまくやらせてみせるさ！


    　一度として休むことをしなかった私が、足を止めた。ほんの少しだけ膝ひざに手をついて、酸素を肺いっぱいに吸い込む。すぐに桜子も追いついて、横で立ち止まる。


    「……着いた。ここだよ、桜子」


    　月は既に下り始めている。


    　空から差す月明かりは、最初に私がここを見たときとは逆方向から地面を照らし、卒そ塔と婆ばのように突き立った無数の人形と幣へいの影を、薄暗い地面の上へと伸ばしていた。


    「……ここね……わかった」


    　と、私と同じく息を切らしながらも、桜子は抱えていた箱を開く。


    　中には、清せい十じゆう郎ろうの頭ず蓋がい骨こつが入っていた。


    　桜子は箱を地面に置いて、化け猫が切ったというその首を、両手ですくうように取りだした。


    　そして──動きが止まった。


    　当然だ。恨みを水に流せ、と言われたってそんなの漠ばく然ぜんとしすぎだ。何をしていいのかがさっぱりわからないもんな。


    「よし、ちょっと待ってろ。どうしたらいいのか私が教えてやる」


    「わかるの？　命みこと」


    「ああ、まかせとけ」


    　私はヤクモから託たくされた和わ綴とじの本を開く。


    　こいつにはどうしたら〈祝い直し〉ができるのかが書いてあると言っていた。


    　こいつを読んで桜子に聞かせてやれば──。


    　と、携帯電話のライトで本を照らした私の手が止まる。


    　……おいおい、噓うそだろ？　なんだよこれ、字が紙の上で泳いでんじゃねぇかよ。


    　妙なところで常識知らずな連中だとは思っていたがな、もうちょっと他ひ人と様さまの尺度でものを考えろよ、あいつらはさ。


    　私はな、ちょっと腐ってるだけのただの女子高生なんだ。


    　仮に古文の成績が満点だったとしてもな、普通の高校生にはこんなもん読めないんだよ。


    　頼みの綱であった手引き書は、私や桜さくら子こが読めるはずのない、古典の教科書に写真が載っているミミズがのたくったような文字で書かれていた。


    　私の額ひたいを、冷たい汗がつぅと伝う。


    「それで、どうしたらいいの、命みこと。早く教えてちょうだい。たぶん時間がないんでしょ」


    「……あ、ああ。ちょっと待て」


    　桜子を動どう揺ようさせないよう、内心の焦あせりを隠して平然と本を閉じる。


    　ここまできてこれはないだろ。おそらく時間的にはまだ間に合っているのに、方法がわからないないんてよ……。


    　──いや、諦あきらめんな、私。


    　考えろよ。化け猫とヤクモはなんて言ってた？


    『〈祝い直し〉には、どのような恨みも憎しみをも水に流せるだけの寛大な心が必要なのだ。言うなればそれはすべてを許す菩ぼ薩さつの心だ』


    『〈祝い直し〉とは、すべての恨みを水に流すことです。心安らかに、穏やかに、すべてを許して互いを憎しみの呪じゆ縛ばくから解放する術です』


    　漠ばく然ぜんとは──漠然とはわかる。言いたいことは理解できる。でも、


    「……とりあえずだな、その、まずは」


    「まずは？」


    　──具体的な言葉が出てこない。


    　というか頭の中がまっ白い。そりゃそうだよ。実際にそんな儀式を見たことがあるわけじゃなし、地面に捨てると言ったってさ、きっとただ埋めるだけとかそんなわけがない。


    　曖あい昧まいな言葉だけじゃ、現実的な方法を思いつくわけがない。


    　まして失敗は許されないんだ。


    　うまくいきませんでした、やり直します、なんていう悠長な時間はない。


    　そしてそれは同時に、迷う時間さえないということでもある。


    　脳のう裏りが、思考が、いっそう白くなった。


    　桜子を見ながら、何かを言おうとしては口を止め、言い直しかけてはまた閉じる。


    　そんなことを二、三度繰り返しただろうか。


    　今か今かと指示を待つ桜子のその足元の土が、何の脈みやく絡らくもなくいきなり盛り上がった。


    　まるで巨大なモグラでも通ったかのようにぼこりと膨れた地面。


    　立つ場所がそうなった桜子は当然バランスを崩し、短い悲鳴を上げて尻しり餅もちをついた。犬の頭ず蓋がい骨こつは手の中から零こぼれ、地面の上をころころと転がった。


    　次の瞬間、盛り上がった土からぼこりと何かが姿を現した。


    　土ど饅まん頭じゆうの中から這はい出した死体のごとく、土を持ち上げて出てきたそいつは──。


    　狐きつねだった。


    「貴き様さまになぞ、手を出すのではなかったわ」


    　豹ひようもかくやという大きさの狐が、倒れた桜さくら子こを見下ろし口を開いた。


    　土の中から狐が湧わき出す──それだけで仰ぎよう天てんするに十分なのに、私は違う理由から脳天が痺しびれるほどの驚きよう愕がくに打ち震えていた。


    　──私は、この狐を見たことがある。というか、見間違えようはずがない。


    　ただ、尾がなかった。


    　孔く雀じやくのように大きく広がっていた、あの巨大な八本もの尾がないんだよ。


    　いや──違うな。正確には、尾はあるにはある。


    　申しわけ程度、この狐の巨大な体たい躯くからしたらあまりにも貧弱な、狐というよりもまるで鼠ねずみのような、細く小さくて紐ひもみたいな尾がたった一本だけ、こぢんまりと尻しりから垂れていたんだ。


    「解げに侮あなどれんものよな、陰おん陽みよう師じというものは。この妖よう狐この王を十六年にわたって暗い祠ほこらの中へと封じ、そして今や我の力の象徴たる八本の尾のうち七本をも散らしてくれおった。千年もの年月をかけて蓄たくわえてきた尾が僅わずか一瞬よ。最後の一本とて木もつ気きの届かぬ地中に潜もぐるのが一瞬遅れておれば、我の存在ごと消されてしまうところだったわ」


    　血走った目で桜子を見み据すえながら、狐が語る。


    　──間違いない、こいつやっぱり八はち尾びだ。その姿はもう八尾と呼んでいいのかすら疑わしいが、やっぱり八尾なんだよ。


    　おそらくはあの蒼そう龍りゆうによる攻撃のとき、ギリギリのところで土の中に逃げていやがったんだ。


    「散らした」とか言っていやがったくせによ、あの三流陰陽師が。しっかり取り逃がしてんじゃねぇか。


    「しかし、最後の最後でまだ運が残っていたようだな。今の我では地から出ればあの猫ねこ又またに滅めつされるだけゆえ、もはや緩ゆるやかに消えるのを待つしかないと思っておったのだが、よもや貴様のほうからのこのこ出向いてくれようとは。ここで貴様を喰くえば尾の一つぐらいは戻ろう。さすればあの憎らしくも力は認めねばならん猫又から、逃げるぐらいならば可能となる」


    　と、元八尾は倒れた桜子の両肩に前肢あしをのせ、押し倒しすようにのしかかる。


    　それを見た私は、手にしていた和わ綴とじの本を掲かかげて思わず八尾に躍りかかっていた。


    「桜子から離れろ！　この狐野郎」


    　けど、八尾は桜子の肩から前肢を離すどころか僅かに首を振り、鼻先だけで今にもつかみかからんとしていた私をいとも容易たやすく吹き飛ばしたんだ。


    　土の上を背中で一回バウンドしてから、木にぶつかる。


    　ぐぅぅぅ、と肺が縮こまって空気が逃げていく。すぐに立ち上がろうと思っても、手足が痺しびれて上半身を動かすことすらままならない。


    　──ちきしょぉっ！　こんなときに、こんなのありかよ！　ただでさえ一秒だって無駄にできない状況なのによ！


    　そう心の中で叫びながら、気がついた。


    　いや──そうか。イケるかもしれない。


    　前進したなんて言えるかどうかは微妙だけど、それでも変化したことにより桜さくら子こにとっては一つだけはっきりしたことがある。


    　私はそれをなんとか桜子に伝えるべく、動かない首を無理やりもちあげた。


    「桜子っ！　そいつだっ！　そいつを許すんだ！　〈祝い直し〉ってのは、相手を許すことなんだ。おまえを守るため、春はる子こさんがその狐きつねにかけた犬いぬ神がみの呪じゆ詛そを水に流すんだよ！　その化け物を許せ、桜子！」


    　宵よい闇やみの中で木霊こだまする、私の最後の力を振り絞った声。


    　先に応えたのは八はち尾びだった。


    「我を許す、とな。面白いことを抜かすな。では我が許されたかは、この娘が化けて出るかどうかで判断してみるとしようか」


    　そうして八尾は桜子の喉のど笛ぶえに向け、鮫さめのごとく牙きばの並んだ大口を開き────、


    　虎とらよりも凶暴なそんな狐の顔が、小さな人の手で左右から挟まれた。


    　その手は決して狐の動きを抑えようとしたものじゃない。むしろ優しく温かく、まるで母親が我が子の頰ほおをさするかのごとく、撫なでるようにそっと伸ばされた手だった。


    「──あなたは、誰？」


    　そして桜子は、優雅に微笑ほほえんだ。


    　鼻先で凶悪な顎あごが開かれているのを目まの当たりにしながら、なお桜子は八尾に向かって優しく話しかけたんだ。


    　これにはさすがの八尾も、いったん開けた口を閉じて目を見開く。


    「あなたは、いったい何をしたというの？」


    「──貴き様さま、あのババアから我の存在を聞いておらんのか」


    「教えてちょうだい。どうしてあなたは憎まれているの？　どうして恨まれているの？」


    　狐が鼻で嗤わらう。


    　桜子も私も非力だ。さっき飛びかかったときにわかった。いかにやせ細り弱っていようとも、一いつ介かいの人間じゃこの妖よう異いを前にしてはどうにもならない。それはこの狐も十分に理解しているのだろう。


    　まな板の上の鯉こいを、さらにねぶって楽しむ。──桜子の問いかけに答える八尾は、そんな心情なのかもしれない。


    「聞いておらぬのなら、教えてやろう。我われはな貴き様さまの両親を引きちぎって殺した妖よう異いだ」


    「そう」


    「さらには赤子だった貴様を喰くらわんと企たくらみ、そして今まさに念願叶かない、その白い喉のど笛ぶえを喰いちぎる妖異よ」


    「そう」


    　む、と八はち尾びが唸うなる。淡々とした、予想外の桜さくら子この反応に納得がいかないのか、八尾はムキになったようにさらに語る。


    「貴様の両親を殺したときは傑作だったぞ。人の生命いのちというのは案外しぶといのだな。自分の血で溺おぼれながら、胴と頭だけになってもまだ芋いも虫むしのようにうねっておったわ。火がついたように泣く貴様を安心させようと、血まみれの顔で笑っておった、あの愉快な姿が今でも忘れられんぞ」


    「そう。それで──それだけ？　あなたが憎まれる理由は、それだけなの？」


    「……なんだと、貴様」


    「ならば、あなたを許しましょう。あなたが犯した業ごうは、すべて私が許すことにします」


    「貴様、正しよう気きか？」


    「だって、そんなことにこだわってもしようがないでしょ？」


    　桜子が微笑ほほえむ。


    「おばあちゃんの部屋に閉じこもっていてね、わかったのよ。どんな辛つらい状況も想おもいも、受け止めなければどうにもならない、始まらないってね。過去は、たとえそれが人の生死であってさえも、引きずり続けてはいけないんだって。何な故ぜなら、それでもなお人は生きていかなくっちゃいけないんだから」


    　桜子はさらに言葉をつなげる。


    　優しく優しく、凶暴な狐きつねの顔を前に、まるで言うことを聞かぬ子どもをさとすかのように。


    「だとしたら、あなたのことも許したほうがいいでしょ？　恨みやつらみ、苦しいことばっかりに心を引きずられて、自由も効かないぐらいに縛しばられてしまうならさ、すべてを許してそれで正面からまた新しく世界と向き合ったほうがいいじゃない」


    　そうして私は生き残ってね、生きているタマを救うのよ、桜子は最後にそう付け加えた。


    　桜子の言葉を聞き終えた八尾が、高らかに哄こう笑しようする。


    「そうか、そうか！　お偉いことよな、そいつはまさに聖せい人じん君くん子しだ。我を許してくれるのか。──なら今ここで、貴様の喉笛を喰らい尽くそうとも、当然許してくれるのだろうな？」


    　八尾が再び、鮫さめのように鋭するどい牙きばの整列した顎あごを開く。


    　それを目まの当たりにしつつもなお桜子は動じず、揺ゆるがない。


    　むしろ哀あわれむような、さらに慈じ愛あいに満ちた表情を浮かべた。


    　瞬間、八尾の体から細かな光が舞った。


    　それはきらきらと舞い、そして地の中へと沈みこんでいく。


    　八はち尾びは気がついていない。桜さくら子こもまた、その光は見えていないようだ。


    　なのに、私には見えたんだ。


    　そして同時に、私の目にだけ見えているらしいその光が何なのか、理解さえもできた。


    　あの光は呪じゆ詛そ、怨おん念ねんが具ぐ現げん化したものだよ。八尾にまとわりついていた犬いぬ神がみの呪のろいそのものなんだ。それが桜子の祝う力で少しずつ浄化され、そして土の中へと還かえっているんだ、と。


    　──桜子、おまえはすごいよ。私はさ、そいつに組み伏せられたときダメだった。悲鳴を呑のみ込むことだけで、精いっぱいだった。


    　でもおまえは笑っている。どんなにその狐きつねに脅おどされようと、僅わずかでさえも微笑ほほえみを崩さない。


    　本当にすげぇと思う。


    　けどな。


    　ダメだ──詰んじまってる。


    　一連の流れを逆さまに見ていた私は、無理やりうつ伏せに体を反転させた。


    　桜子のしていることは、たぶん正解だ。


    　直感でしかないが、きっと〈祝い直し〉は成じよう就じゆしかけてる。儀式も何もしてないけど、桜子はその心の清せい廉れんさだけで犬神の呪いを解きかけている。きっともっと多くの時間をかければ、本当に呪いは効果を失うだろう。


    　犬神の呪詛が解ければ、確かに化け猫は助かるはずだ。


    　でも、それだけなんだ。


    〈祝い直し〉は、目の前のこの妖怪まで消し去ってはくれない。八尾に対しては、何の対抗策にもなっていないんだ。


    　八尾が土の中から出てきたときから、状況は限りなく詰みに近い状態だったんだ。


    　どうにもできない──。


    「桜子っ……」


    　それでも私はまだ可能性をつなごうと、桜子に向かって這はいずる。


    　しかし、間に合うはずもない。


    　私だって見たこともないほどの満面の、優しい笑みを浮かべ続ける桜子。


    　その桜子の周囲には光が舞い──そして、喉のどには無む慈じ悲ひな牙きばが食い込んだ。


    



    
      ◆ ◆ ◆

    


    



    　無数に生えた木々の枝から枝へと、次々に吾わが輩はいは跳び移る。方向など決めてはいない。ただ無む作さく為いに、移れる範囲の最も遠い枝へと跳ぶだけだ。


    　不公平極まりない追いかけっこだ。吾輩は障害物であふれる山の中を直進することはできんのに、追ってくる清せい十じゆう郎ろうはそうではない。


    　生なま身みでない清十郎には鬱うつ蒼そうとした山中も、地平線まで続く平地も、どちらだろうと何ら変わりはない。木々をなぎ倒すことも振り払うこともせず、ただすり抜けてじわりじわりと空から吾わが輩はいに追い縋すがってくるのである。


    　必然、吾輩はトップスピードで延々と跳び続けることを余儀なくされていた。


    　──あれから、どれだけの時間を稼かせげたであろうか。もうずいぶんと逃げ続けている気がする。そろそろ命みことに連れられた桜さくら子こが、秋あき葉ば神社までたどり着いたころだろうか。


    　もう十分な気がした。


    　春はる子この姿をしたヤクモが説得し、おそらく桜子は早々と家を出ているはずだ。命だって馬ば鹿かではない。走るのに限界がくれば、人間には代わりとなる足だって山ほどある。


    　もういいのではないか？


    　そろそろこの身を清十郎に砕かせてやり、犬いぬ神がみの呪じゆ詛そに苛さいなまれる清十郎の苦痛を和らげてやっても、いいのではなかろうか？


    　しかし逼ひつ迫ぱくした状況下での時間感覚はくるうものだ。


    　吾輩が十分だと感じていても、実際にまだ瞬またたくほどの時間しか経過していないかもしれない。軋きしむ体が音ねを上げて、吾輩の思考を騙だましている可能性だってぬぐえない。


    　だとしたら清十郎には申しわけないが、今しばらく駆かけ抜けるしかなかろう。


    　どのみちあと幾ばくも跳べやしない。ならもう少し、もうしばしだけ、待ってくれ。


    　そう思いつつ次の枝へと跳び移ったとき、いよいよ吾輩の前足に限界がきた。


    　己おのれの意思とはまるで無関係に、関節がかくんと崩れる。とっさに爪つめを枝へと食い込ませるも、吾輩の体重に加えて、跳んだ勢いまで支えることはできなかった。


    　抵抗むなしく、木の上から数メートルの距離を前のめりで落下する。


    　すんでのところで受け身はとったものの、吾輩は猫の体でありながら大の字で枯れ葉の上に寝転がってしまう。


    　──ここいらが潮しお時どきだろうな。


    　あとは命を信じるだけだ。あいつならばきっとだいじょうぶだろう。


    　すぐに清十郎が吾輩の視界いっぱい──いや、視界以上の巨大な姿を見せた。


    　おぞましく、おどろおどろしい、切り落とされた首だけの無む残ざんな姿だ。


    　あの賢く従順で優しかった清十郎の心は、きっと離れた体のほうに残ってしまったのだ。


    　だからこれは清十郎の首でありながら、清十郎ではない。


    　そう思わなければ、やり切れなかった。


    　──すまなかったな、清十郎。


    　────すまなかったな、桜子。


    　──────本当にすまないな、春子。


    　吾わが輩はい、おまえのようには何一つとして手て際ぎわよくできんかったよ。


    　どうか向こうでは、もう一度鍛きたえ直してくれ。


    　それから弥生やよいともども、桜さくら子この成長を草葉の陰から眺めて楽しもうぞ。


    　吾輩は清せい十じゆう郎ろうを見上げながら、ゆっくりまぶたを閉じる。


    　さぁ清十郎、好きなだけ吾輩を咀そ嚼しやくしろ。せいぜい痛くしてくれよ。それで吾輩がなりふり構わず悲鳴を上げ、おまえの苦痛が少しでも和らぐのなら、プライドなどかなぐり捨てよう。


    　まぶた越しにでも清十郎が口を開けたのがわかった。


    　生なま身みもなく、そして牙きばの一本が既に吾輩よりも巨大なのに、本当に嚙かみ砕けるのか？　そんな疑問がついと湧わき上がったが、あえて無視した。


    　そして。


    　────────吾輩はまだ、生きていた。


    　おかしい。どうしてだ。


    　いつまでも吾輩の体に変化がない。妙だと思い、閉じた目を開けたとき。


    　そこに、つい今しがたまで視界をすべて覆おおっていた清十郎の姿がなかった。


    　……なんだ……これは、どういうことだ？


    　清十郎ほどの呪じゆ詛そが踏みとどまることはない。


    　吾輩を捕ほ捉そくすれば、桜子の気をまとったこの身にすぐさま返ってくるはずだ。


    　それが……消えた、だと？


    　いったい何が起きた？


    　成じよう就じゆせぬ呪詛が返ってこない理由など、何もありはしない。


    　なのに吾輩の前から清十郎が消えたということは────。


    　と、まさにそのときだ。


    　遠くからこの場にいるはずのない、決して聞こえてはいけない人物の叫び声が木霊こだましてきたのだ。


    『桜子っ！　そいつだっ！　そいつを許すんだ！』


    　────っ！


    　馬ば鹿かな！　あの小娘、何をしておるっ！　どうしてまだ山の中におる！


    　おまけに…………桜子、だと？


    　吾輩の話の何を聞き間違えた、あの馬鹿たれがっ！


    「くっ……」


    　一度休んでしまった体からは、激痛が滲にじみ出す。


    　しかしそれでも吾輩は再び立ち上がる。どうやら事態は予期せぬ方向に進んでいるらしい。ならば動かぬ体でも、動かすしかあるまい。


    　とにもかくにも、吾輩は再び枝を渡り、声の聞こえた方角へと跳び始めた。

  



  
     巻ノ八　清十郎の念


    



    　喉のど笛ぶえに牙きばが食い込んでいた。


    　私は目の前で起きた光景が、信じられなかった。


    　桜さくら子この柔らかい喉に八はち尾びの牙が食い込む、


    　────まさにその寸前。


    　八尾の喉に、犬の頭蓋骨の牙が食い込んでいた。


    　その一部始終を、私は見ていた。


    　八尾が現れたときに桜子が落としてしまった、清せい十じゆう郎ろうの首。


    　肉すらついていないその頭ず蓋がい骨こつが、八尾が顎あごを開くと同時に震え出したんだ。


    　そして涎よだれを滴したたらせる八尾が桜子に喰くらいつかんとした瞬間。


    　まるでたき火に放った栗のごとく、清十郎の頭が地面から弾はじけて飛んだ。


    　そいつは骨しかない口を開け、まるで弾丸のようにまっすぐ一直線にそのまま、八尾の喉へと喰らいついたんだ。


    「……犬いぬ神がみ……だと……」


    　妖よう怪かいなんかでも気道を圧迫されるのか、八尾が目を白黒させつつ消え入りそうな弱々しい声を、穴の開いた喉からひりだした。


    　そして桜子に馬乗りしていた状態から、地の上へと横倒しになる。


    　虎とら並みの巨体ゆえにずしりとした振動が伝わってくるが、それでもなお清十郎の首は八尾の喉笛に喰らいついたまま離れない。


    「馬ば鹿かな……この犬神は我われの八つ足たりの尾を目標としていたはず……何ゆえに、今の凋ちよう落らくした我を捉とらえられるのだ……」


    　それはな、清十郎だからだよ──心の中で、私は独り八尾に応えていた。


    　おまえの喉に喰らいついているそいつはな、ただの犬神じゃない。清十郎なんだ。


    　おまえを倒すため、そして桜子を守るため。そのためだけに己おのれの体を犠牲にした、そういう存在なのさ。だから『八本の尾を持つ狐きつね』を狙ねらうよういかに春はる子こさんと化け猫が調整していようが、そんなのは関係ないんだ。


    　目も鼻も脳も腐ってなくなってしまったけど、清十郎の想おもいと心はまだなお、その小さな頭の骨の中で生きているんだから。


    　だったらたとえ一尾になっていようがな、おまえが桜子を殺そうとしたとき、その頭蓋骨が動かないはずがない。


    　さっきは『詰んでいる』なんて思っちまったけど、本当は逆だったんだよ。


    　既に消えたはずのおまえが、少しでも生き長らえたかったなら──やっぱり地の底から出てくるべきじゃなかったのさ。


    「ありえん！　ありえんぞっ！　消えるのか、我われが。こんな無ぶ様ざまな最さい期ごで、よもや伝説にも等しい我が、消え去るなどという理り不ふ尽じんがあってよいものかっ！」


    　そんな執念を滲にじませる八はち尾びの言葉とは裏腹に、その巨体からは青白い光が何本も立ち上り始めていた。


    〈祝い直し〉の温かそうな浄光とは、逆。


    　淡く、仄ほのかな末まつ期ごの光。


    　宵よい闇やみの中に蒼そう龍りゆうが消えていったときと同じように、八尾の毛の一筋一筋が、はかない光となって蒸発していく。


    「おのれ、犬いぬ神がみ！　おのれ、猫ねこ又また！　おのれ、陰おん陽みよう師じっ！　我は貴き様さまらを絶対に────」


    　許さんぞっ！　と、そう八尾は続けようとしたのかどうかまでは、わからない。


    　言い切るよりも先に、八尾のなれの果てだった一尾の体は完全に宙へ溶けて消えていた。


    　清せい十じゆう郎ろうの顎あごがガチという音を立てて宙を嚙かみ、そのまま土の上にぽとりと落ちた。


    　私も桜さくら子こも、その凶悪な妖よう狐この王の最期を啞あ然ぜんと見送った。


    　────しかし。


    　これで終わりじゃなかったんだ。


    　八尾が消えた余よ韻いんも冷めやらぬうちに、ガチガチという異音が周囲に響き始める。


    　音の出で所どころはすぐにわかった。


    　土の上に鎮ちん座ざした、藤ふじ里さと家けの救世主たる清十郎の首が、またしても震え出していた。


    　まるで獲物を前に興奮を抑える獣けもののように、桜子のすぐ横で歯を打ち鳴らしている。


    「──なに？　どうなってるの？」


    「……私だってわからねぇよ」


    　わからない。何が起きているのかなんて、私にわかるわけがない。


    　──ただ口を開けてはすぐに閉じる清十郎の首は、まるで桜子に喰くらい尽きたい衝しよう動どうを必死に抑えているような、そんなふうに私には見えていた。


    　そしてきっと、この直感も間違ってはいない。


    　──強すぎるんだ。


    　もしくは春はる子こさんと化け猫が施ほどこした調整『八本の尾を持つ狐きつねを狙ねらう』に沿った場合、あくまでもさっき消したのは一本の尾の狐だ。


    　そう考えれば呪のろいは成じよう就じゆしていない。呪じゆ詛そは完全には成っていない。


    　それに桜子へと一度は返ってきていた呪いだ。そいつがさらにもう一度Ｕターンして、八尾へと戻った。そんな曲芸みたいな真ま似ねなんて許されるのか？


    　とにかく私がそんなことを考えたって、答えなんか出るわけがない。


    　けれども目の前で起きている現象と、これらの不ふ穏おんな予測から想像できるのは──。


    



    　桜さくら子こへと返る犬いぬ神がみの呪じゆ詛そは、たぶんまだ消えていない。


    



    　清せい十じゆう郎ろうの震えはさらに大きくなる。


    　顎あごを開けては閉じ、顎を開けては閉じる。


    　歯を打ち鳴らす音がどんどん大きくなっていく。


    　このままでは、今度は桜子の首を目がけて飛び出してしまうんじゃないのか？


    　八はち尾びの喉のどに喰くいついた瞬間を見ていた私の脳のう裏りに、嫌な映像が浮かぶ。


    　桜子が私をじっと見ていた。何をしたらいいの──と、無言で訊きいていた。


    　……わからねぇよ、わかるかよ。


    　そりゃ答えてやりたいけどさ、私だって何も知らないただの小娘なんだよ。どうしたらいいかなんて、想像もつかないんだよ。


    　私なんかにこれ以上訊いたって、何も答えられないよ。責任なんかとれねぇって。


    　あいつなら──ずっと桜子をそばで見守ってきた、あの人ならざる陰おん陽みよう師じだったら間違いなく答えを出せるんだろうけどさ。


    　だけど、ここにあいつはいないんだ。


    　そんな私たちのとまどいなどお構いなしに、清十郎の本当の心と、犬神の呪じゆ縛ばくとの間の葛かつ藤とうには限界が迫せまっていた。


    　ずりずりと地を擦すりながら、清十郎の頭ず蓋がい骨こつは桜子に向かって這はいずってしまう。その様は足をどれだけ踏んばらせても、身勝手な飼い主に無理やりリードを引っぱられている犬のような、そんな印象さえあった。


    　たぶんいつまでももたない。早く、早くなんとかしないと。


    　────そのときだった。


    『清十郎の首を両手のくぼみにのせろ──桜子』


    　その声は天から降ってきたんだ。


    　──いや、違う。


    　もしこの声を聞いたことがなければ、私もそう勘違いしたかもしれない。


    　でも違うんだ、これは空からもたらされた神様の声なんかじゃない。


    　この声の主ぬしは、そんなご大層なもんじゃない。


    　私はこの声を知っている。　この声は────、


    『そして祈れ。その首は二度もおまえを助けてくれた恩人ぞ。安らかに穏やかに、母の子こ守もり唄うたで満たされた揺ゆりかごの中のごとく、暖かで静かな安息の眠りが訪れるよう、慈いつくしみをもって祈るのだ』


    「だ、誰なの？」


    『吾わが輩はいが何者か、それは重要なことか？　違うだろ、おまえが今為なさねばならんことは問うことではない。己おのれの意思に反しておまえを殺そうとしてしまう苦痛から、その首を解放してやることではないのか？　呪のろいと祝いとは表ひよう裏り一いつ体たい。人の心の裏と表ぞ。思いやる心さえあるならば誰にだって、どんな想おもいであろうとも祝い、癒いやしてやることはできるのだ。──その犬いぬ神がみの呪じゆ詛そを祝い直せ、桜さくら子こ！』


    「でも……そんなことを言われたって、私には」


    『おまえは、春はる子この孫ではないのか？』


    　その名が引き金であったかのように、とまどう桜子に生せい彩さいが戻った。


    　目に、凜りんとした光が宿る。


    　そうだよ、桜子は死んだはずの春子さんと、桜子は約束を交わしてきたんだ。


    　──私は絶対にやってみせるよ、ってな。


    　声に指示されるがまま、桜子は清水をすくうような仕草で、そっと両手の上へ清せい十じゆう郎ろうの首をのせた。


    「……私は、あなたが何なのか、何者なのかよく知らない。わからない。どうしてあなたがおばあちゃんの部屋の中にいたのか、そしてなんでこんな姿になっているのか、それすらも知らないの。でもね────────でも、ありがとう」


    　桜子の手の中、清十郎の嚙かみ合う歯の根の音が止まった。
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    　空気が──場を覆おおう空気が、急に静せい謐ひつさを帯び始める。


    　まるで滑なめらかな水面に一滴の乳ちちを垂らしたかのように、柔らかな気配が波は紋もんのように桜さくら子こを中心に広がっていく。


    　そして再び温かく煌きらめき始める浄化の光。今度は舞うなんて表現じゃ足りない。清せい十じゆう郎ろうの首から噴き出した光が、まるで雪のように呪じゆ詛そ捨て場いっぱいに降り注ぎ始める。


    　さっきまで犬いぬ神がみだの、狐きつねだののせいで荒れていた空気が噓うそのようだった。


    　夜ってのはこんなにも穏やかで静かで優しいものだったのかよ、頭の片かた隅すみにはそんな考えがよぎっていた。


    



    「ありがとう──あなたは私を助けてくれたのよね。きっとおばあちゃんも、タマをもあなたは助けてくれたんだよね。こんな姿になってまで、あなたはみんなを救ってくれた。きっと誰しもがあなたにお礼を言いたいのだと思うよ。だからね、


    　ありがとう──そして、もういいの。もう苦しまないで、もう荒ぶることなく存分に魂たましいを休めて。これ以上、縛しばられることはないんだよ。あなたはもう本来の姿に戻っていいの、もう死を受け入れていいんだよ。


    　ありがとう──かつてあなたが存在してくれていたこと、そのことに私は感謝をします」


    



    　──それはきっと結けつ露ろだったのだろう。


    　山の夜風はこんな夏の時期でも冷たい。だから空洞である頭ず蓋がい骨こつの中に湿しつ気けが溜たまっていたのだと思う。


    　もう潤うるおうことなどない清十郎の暗い眼めの奧から、つぅと二筋の涙が零こぼれたんだ。


    　同時に甲高く乾いた音が響き、桜子の柔らかで温かな手の中、音を立てて清十郎の頭蓋骨が真っ二つに割れた。


    　割れた頭蓋からは光があふれ、滝のように地の中へと零れていった。


    　清浄なる一陣の風が吹き抜けた。


    　その風の中に、私は見たような気がする。


    　ちゃんと胴と首のつながった一匹の犬が、小さな頭蓋骨の中から抜け出していくのを。


    　そして成長した桜子の周囲を愛いとしそうに回り、声がした頭上の木の枝の中を嬉うれしそうに眺め、すっと風に乗って再び消えるのを。


    　同時に清十郎の頭とう骨こつは桜子の手の中からカラリと滑り落ち──桜子もまた前のめりに土の上へと倒れこんだ。


    　穏やかで安らかな、見る者すべてを優しい気持ちにさせるような、そんな満ち足りた笑みを浮かべたまま、桜子は気を失っていた。


    　それを見て私は、長い夜がようやく終わったことを悟った。


    　ははっ、と乾いた笑いを漏もらし、


    「おい！　もういいぞ」


    　と言うやいなや、木の枝からドサリとぼろ雑ぞう巾きんのようなものが落ちてきた。それは着地というよりも墜つい落らくで、落ちてからごろごろと土の上を転がる。


    　そうして大の字に倒れた私の、そのすぐ横で止まったのは、全身傷だらけの化け猫だった。


    「おまえ……何な故ぜ、吾わが輩はいの言うことを聞かんかった」


    「ばぁか。誰がおまえの言うことなんかに、素直に従うかよ」


    「桜さくら子こは死ぬとこだったんだぞ！」


    「知るか、文句は桜子に言え。おまえが死ぬのは嫌だって、駄だ々だこねたのはあいつだ。これを機にもう一度、箱入り娘の教育方針を見直すこったな」


    「おまえ、言うに事欠きおって！　あのままでは吾輩どころか、全員が──」


    「でもっ！　────みんな助かった。おまえも、助かったんだろ？」


    　と、小言を無理やり遮さえぎった私に対し、化け猫は細長の目を丸くする。


    「……そうだ。そうだな」


    「なら文句ばっか言ってねぇで、少しぐらい感謝しても罰ばちは当たらないんじゃね？　誰かさんの腕が悪いから狐きつねまでもが出てくるしよ」


    「黙れ、腐ふ女じよ子し。そうだとしても本当にこの結果は紙かみ一ひと重えだったのだ。そもそもおまえが桜子を連れてこねば、八はち尾びはあのまま土の中で消えて終わりだった。清せい十じゆう郎ろうがかろうじて八尾の気配を感じたから助かったものを、すべてが首の皮一枚だったのだぞ。もうこれは奇き跡せきと呼んでもいいような、そんな確率の結果なのだ」


    「あっそ…………まあとにかくさ、桜子だけでなくおまえも生きてんなら、それでいいよ」


    　いい加減に化け猫との会話にも疲れた私は、その場で目を閉じる。


    「ところで、化け猫。一つおまえに頼みがあるんだけど」


    「なんだ、こんなときに」


    「たぶん、私このまま寝ちまうわ。桜子が起きるよりも先に、起こしてくれない？」


    　目を閉じた瞬間、意識が吸い込まれるかのように薄れていく。


    「ふざけとんのか、おまえは！　まだ吾輩の話は終わっておらんぞ。それに吾輩とてもう起きてはおれん…………」


    　へへっ、残念だったな。こういうの先には寝た者勝ちだ。


    「おい……寝るな、吾輩はまだおまえに……ちゃんと……礼も言って…………」


    　そのあと化け猫が私に何を言ったのかは知らない。


    　とにもかくにも私はそのまま、気を失うようにして泥の上で眠ってしまったんだ。


    



    
      ◆ ◆ ◆

    


    



    　翌日のこと。


    　あの晩、山で寝てしまった吾わが輩はいたちを運んでくれたのは、様子を見にきたヤクモだった。


    　翌朝、屋根裏で目を覚ますなり愚ぐ痴ちられた。


    　やれ二人と一匹を運ぶのは重かっただの、揃そろって暢のん気きに寝てやがってだの、ここぞとばかりに耳元でピーチクだ。そんなに近くで言わんでも、吾輩のピンと張った耳にはよく聞こえとるというのに。


    　ちなみに桜さくら子こは自室のベッドに寝かされていたが、命みことに関しては、吾輩と同じく屋根裏のリビングに泥まみれで放置である。


    　何も言わんでおるが、ヤクモはヤクモでお気に入りの幼女姿に、ヤクモちゃん（仮）などという不本意な名を勝手につけられて、ひそかに腹を立てておるのである。


    　まあ吾輩の指示には従わんかったが、それでもあれほど尽じん力りよくしてくれた命に、いくらなんでもその扱あつかいはあるまいと思ったが、ヤクモはヤクモちゃん（仮）のことになると性格が変わるからなぁ。


    　あのヤクモには吾輩も関わりたくないので、やっぱり黙っておくことにした。


    　まあそれはさておき、とにもかくにも床に放り投げられていた命が「……節々が痛い」と涙目で呻うめきながら目覚めると同時に、吾輩は急いで話し合いを始めた。


    　というのも、昨日きのうはあまりに多くの出来事を桜子に見られた。藤ふじ里さとの家と吾輩の秘密を守るためには、いろんなことをごまかしておく必要がある。そのためには桜子が起きるよりも先に、命にいろいろと吹き込んでおかねばならん。


    　当初の予定のまま、春はる子この姿だけだったならそれこそ夢か幻まぼろしか、ないしは本当に幽霊が現れたぐらいで桜子自身も勝手に納得できたであろうがな。


    　しかし、人じん語ごを解かいす巨きよ大だい狐ぎつねに襲おそわれ、犬の頭ず蓋がい骨こつに助けられ、そして空から降ってきた助言に従うまま犬いぬ神がみを祝い直した。すべて本人が直じかに体験したことである。


    　これほどの内容を、さすがに夢や幻覚だけでごまかすのには無理があった。


    　命だって呪じゆ詛そ捨て場の場所を知っておったり、吾輩が清せい十じゆう郎ろうから逃げていたことを桜子に暴ばく露ろしておるのだ。


    　目を覚ませば、桜子が命を質問攻めにするのは、一いち目もくするまでもないほど瞭りよう然ぜんである。


    　吾輩としては藤里の家業と、この身の正体だけはなんとしても隠しておきたい。


    　そこさえごまかせれば、昨夜のことは『奇怪で奇妙で不思議だった、一夜の妖あやしい出来事』と思い込ませ、やがては夢か現うつつかもわからぬ曖あい昧まいな記憶にまで風化させることもできよう。


    　そうすれば知らぬも同じだ。桜子は再び変わらない日常を過ごすことができるのである。


    　よっていかに桜さくら子こに悟られぬようごまかすかを命みことと喧けん々けん諤がく々がくと話し合った結果、出てきたのは「すべて春はる子こさんが枕まくら元に立って教えてくれたことにする」というごり押しな結論だった。


    　桜子が見たものや体験したことはそのまま知らぬ存ぜぬで通し、命が知っていたことに関してはすべて春子が夢で命に語った内容だと貫つらぬく、と命は言うのだ。


    　桜子を騙だますこと、それに関していささか命は不服なのである。本当の春子のことを教えてやりたい、そんな心情が抵抗しているらしく、こんな消極的な噓うそをつかせるのが限界だった。


    　──本当のことを教えてやるのが、常に本人のためになるとは限らんのにな。


    　まあ全部まとめて「わかんねぇ」と藪やぶの中に放り投げさせたほうが、桜子には疑問は残ろうが案外いい方法なのかもしれん。桜子はヤクモが化けた春子と会話もしておるわけで、夢枕というのも意外と信しん憑ぴよう性せいはあろう。


    　そんなわけで命を屋根裏から送り出し、昼過ぎにやっとこ目を覚ました桜子を居間へと引っぱり出させて、昨夜の話を始めさせた。


    　その様を吾わが輩はいとヤクモは床の穴から覗のぞき、聞き耳を立てて探る。


    　疑問に感じていたことをすぐに命に尋ね出す桜子。そうして命の夢枕一点張りの回答を聞き終えるや否いなや、拍ひよう子し抜けするぐらいあっさりと「そう、わかった」とうなずいたのである。


    　さすがに怪け訝げんに感じた命が問い質ただしてみれば、どうやら春子の部屋の片づけを繰り返すうちに、桜子は自分の祖母の職業が、藤ふじ里さとの家に代々継がれてきた生なり業わいが、極めて特殊なものであると薄々気がついていたらしい。


    　これに関しては、どうせ桜子には知識も興味もないから何を見られてもだいじょうぶであろう、とたかをくくっていた吾輩の完全なる失しつ策さくであり、床に耳をそばだてながら冷や汗を流す。


    　そんな吾輩の心情などつゆほども知らぬまま、桜子がさらに続けた。


    「──決めたよ、命」


    「は？　なんだよ、いきなりさ」


    「私ね、おばあちゃんの形かた見みを眺めながら意識の片かた隅すみで、ずっと考えてたの」


    「だから、何をだよ」


    「私、おばあちゃんと同じ、陰おん陽みよう師じになるよ！」


    　……………………。

  



  
     後 説


    



    　──そして。


    　桜さくら子この電撃宣言から六日後の朝。


    　桜子は高校の制服に袖そでを通し、居間のテーブルの上に置いた鏡に向かって髪をとかしていた。


    　あの衝しよう撃げき発言に続けて桜子曰いわく「やっぱり真っ当に職に就くには、高校ぐらいはちゃんと出ないとね」だそうだ。


    　しかし高校の事務室に置かれた求人票に隅すみから隅まで目を通しても、桜子が就きたい職の求人はなかろうと思う。


    　神しん職しよくではないのだ。むしろ【要高卒】なんて陰おん陽みよう師じの募集資格を記載する輩やからがいたら、何を考えてそんな条件をつけたのか、膝ひざをつき合わせて話をしたいものである。


    　しかしまあそれはそれであり、桜子が自分で学校に行くと言い出したのに、どんな動機であれ反論する理由はない。


    　そんなわけで、今日きようは桜子にとっては実に久しぶりの登校なのである。


    「桜子、いい加減に行くぞ」


    　と、桜子の背後から時計を気にした命みことが、焦あせった声を出す。


    「も、もうちょっとだけ待って」


    　桜子が髪をとかす手を速めるが、一か月を越す引きこもりで完全に染みついた癖毛は、そんなことではびくともしない。


    「ほれ、もう限界だよ」


    　いつまでも鏡の前から動かない桜子の首根っこを、命がつまむ。


    　しぶしぶと立ち上がる桜子だが、


    「──あっ！　ごめん、あと少しだけ」


    　と、命の手を払って居間の片かた隅すみにある仏壇へと手を合わせた。


    　中ちゆう陰いん壇は既に片づけられ、仏壇の中には真新しい位い牌はいが一つ追加されている。


    「行ってくるね」


    　仏壇の上に掛けられた春はる子この遺い影えいが、桜子を見下ろしていた。


    「それから高校出たら、きっとおばあちゃんの後を継いで、立派な陰陽師になるからね」


    　と神しん妙みような顔で言いながら、桜子が手を合わせたまま命のほうに振り向く。


    「それともさ、やっぱり専門学校ぐらいは行ったほうがいいのかな？」


    「いや、どんな専門なんだよ、そこ。……って、まあだいじょうぶじゃね。おまえならさ。きっとなれるよ。なんといったって、猫にもなれる職業なんだからな」


    　命がここぞとばかりに、しししっとヤクモ顔負けのしたり笑いを天井に向けやがる。


    　──あほたれ。ただの猫に務まるわけがなかろうが。


    　そんな脈みやく略りやくのない言げん動どうに疑問符を浮かべる桜さくら子この手を、ごまかすようにして命みことがつかむ。


    「って、本当に遅刻だぞ。春はる子こさんだって、手を合わせてもらって遅刻されたんじゃ嘆くに嘆けないんだからな」


    　わかってるよ、と応える桜子。


    　そして命に手を引かれながら、少しだけ嬉うれしそうな顔でもって、ぴしゃりとふすまを閉めた。


    　居間から二人がいなくなるのを見計らい、吾わが輩はいは天井裏から下りる。


    　春子の部屋の文ふ机づくえに乗ると、制服姿の桜子と命が玄関から走っていくのが見えた。


    　──やれやれ。


    　ヤクモは心を閉ざした桜子に関してとやかく言っておったがな、吾輩はこれっぽっちも心配などしておらんかったのだ。


    　桜子はな、春子の孫だ。弥生やよいの娘だ。


    　あれもまた二人と似て、芯しんは強い。ちゃんと立ち直ることぐらいお見通しだ。


    　だから、こうして学校へ行く桜子の背中を見送ろうとも、何の感かん慨がいもありはしない。


    　これは決まりきっていたことなのである。


    　なのに。


    　なのに────吾輩の足は立たなかった。


    　長いこと巻きつけられた重しがとれたかのように四し肢しは脱力し、吾輩の体はまるで陸に揚げられたイカのようになっていた。


    　欠伸あくびでもないのに、勝手に大きな息が漏もれた。


    　窓から入ってくる日差しは心地よい──とはとても言えぬ域で、まだ朝なのにじりじりと吾輩の毛先を焼いてくる。


    　しかし、桜子を久しぶりに見送った春子の机の上から、吾輩は離れたくない気分だった。


    　このままここで、無理やり朝寝と洒しや落れこむか、とさえ思ったのだが──。


    『……たま……り……た………ふり』


    　懐なつかしい声が、吾輩の後ろから聞こえた。


    『魂たま振ふり』


    　魂振り──その吾輩の本名を知るものは少ない。


    　吾輩の本当の名を呼ぶ者。


    　おそらくは、と思いつつ吾輩が振り返った先にいたのは、


    「────やっぱり、春子か」


    　吾輩の後ろに立っていたのは春子だった。


    　不意打ちなれど、思わず失笑してしまう


    「しかし、いくらもう自分の好きな姿になれるとはいえ、おまえもやはり女だな」


    　何を思ってか、春はる子この姿は若かりしころのものだった。まだ弥生やよいすら生まれる前のころのだろう。娘と呼んでもそう差し支えのない姿で、背後から吾わが輩はいに向かって呼びかけていたのだ。


    「で、どうした？　もう四十九日は過ぎたぞ、迷い出ていい期間は終わっとる」


    『ごめんなさいね、魂たま振ふり』


    「ん？」


    　春子が迷い出てまで、吾輩に謝る理由。一番に思いつくのは、先の清せい十じゆう郎ろうの件だ。


    　清十郎をもうこれ以上苦しませたくない一心で、犬いぬ神がみの呪じゆ縛ばくは解けぬが、それでも少しでも静かに眠らせておいてやりたくて、吾輩と春子は蒼そう龍りゆうを練り上げたのだ。


    　その蒼龍が八はち尾びを討うてるほどに十分に力を蓄たくわえてからは、清十郎を桜さくら子この手が届くようなあんな場所に置いておく必要はもはやなかったのである。


    　むしろ桜子のためを思えば、箱ごと封印してどこぞの地中奥深くにでも埋めておくべきだったし、当然そうしているものだろうと吾輩も勝手に思っていた。


    　しかし、春子はそれをしておらなかった。


    　最初は迂う闊かつだと思った。怠たい慢まんだと怒りさえ感じた。未練なのか、と悲しくもなった。


    　だがすべてが丸く納まった今、吾輩はようやく春子の気持ちの想像がついた。


    　春子は希望を託たくしたかったのである。


    　弥生は陰おん陽みよう師じである藤ふじ里さとの血筋のために死んだようなものだ。


    　だから春子は、桜子に陰陽師を継がせはしないと常々言っていた。


    　けれども吾輩すら知らぬ春子の祖母が、母が──そして「もう時代じゃないわよ」と不平を言いながらも、自分の娘までもが継いでくれた陰陽師という家業を、相あい反はんしながらも心の底では桜子にも継いでほしいと思っていたのだろう。


    　それは春子も弥生も、ひいてはそのすべての娘たちを生んで育てた藤里家の母たちが生きていた証あかしであるからだ。


    　そしてもし仮に桜子が陰陽師を継いでくれたならば──いつかは大たい恩おんある清十郎に、封じるという一いち時じ凌しのぎなんかではなく、永遠なる安眠を与えてくれるかもしれない。


    　清十郎の件は、そんな春子の希望が起こした事件だったのだ。


    　そして時期は少々早すぎたうえに、難なん渋じゆうし、苦悩し、吾輩も桜子も死ぬような目にはあったが──。


    　結果は、万事がうまくいったのである。


    　ゆえに化けて出られようがその件で春子を責める気など、吾輩には毛もう頭とうなかった。


    「ふん、すべておまえの望みどおりになったろうが。それに吾輩も桜子もこうして生きておるからには、謝ることなどあるまい」


    　と、半ば透ける春子の顔をよく見てみる。


    　春子は亡ぼう魂こんのくせに、吾輩の言葉を聞いて苦々しく笑っていた。


    　──違うのか？


    　清せい十じゆう郎ろうの件を気に病んで、迷い出てきたのではないというのか？


    『私があなたに謝りたかったのはね──それは、あなたの名前のことよ、魂たま振ふり』


    　…………そうか。


    　そういうことか。


    　僅わずかその一言ですべて合が点てんがいき、吾わが輩はいの狭い眉み間けんに皺しわが寄った。


    　……おまえが迷い出てきたのは、桜さくら子このためではなく、吾輩のためだったか。


    『ごめんなさいね、魂振り。あのころの私はまだ未熟だったから、拾った子猫に何も考えず〈魂振り〉なんていう大層な名前を与えてしまった。そんな迂う闊かつな真ま名なをつけたから、あなたは肉体を名で縛しばられて、普通の猫ではなくなってしまった──』


    　吾輩の真なる名──『魂振り』。


    　魂たましいが振り滾たぎる。魂を奮ふるい立たせ活性化させるという意味の名──真名とはその存在の本質を示すものである。


    　名は体たいを表わすというが、それも度が過ぎると体が名に縛られる。


    　力ある春はる子こが力ある言葉によって吾輩をそう名付けたから、吾輩は普通の猫ならぬ、力ある猫ねこ又またとなってしまったのである。


    　もう昔のことだ。


    『私がそんな名前を与えたから、ただの猫の身であったはずのあなたに結果としてすべてを任せてしまうことになってしまった。八はち尾びのことも、清十郎のことも、辛つらいところはみんなあなた一人に背負わせてしまった。私も弥生やよいもいない今、仮に命を落とすことになっても、それは桜子が自分で背負わなければならなかった業ごうなのに、すべてあなたが肩代わりしてくれた。本当に、ありがとう。だからね────もういいのよ、魂振り。辛ければその名を捨ててもね。桜子もまだあなたの存在を知らない。今ならばまだ、普通の猫に戻りまっとうにその命を終えたって誰もあなたを責めやしないわ』


    　永えい劫ごうに生きる妖よう異いの猫又、としてはではなく、普通の猫として生涯を閉じる──。


    　それは確かに、魅力的なことに思えた。


    　吾輩を拾ってくれた春子も、吾輩より後に生まれた弥生でさえも、もはやこの世のどこにもいないのだ。


    　桜子だって、人である限りはいつかは必ず春子たちのもとへと行く。


    　春子のときにも、弥生のときにも味わったあの寂せき寞ばくとした、たった一人で無人島に残されてしまうような感情をいつかまた、吾輩は味わうことになるのである。


    　そして春子のときにそうであったように、普段は誇らしく思うこの猫又の身を、きっと呪のろうのだ。


    　──しかし。


    　しかし、だ。


    　そのとき吾わが輩はいの傍そばには、きっと桜さくら子この娘がいるはずだ。ともすれば桜子の孫さえいるかもしれん。


    　それは春はる子こにも、弥生やよいにも似た娘であるかもしれないのだ。


    　いや、きっと似ていることだろう。間違いなくそっくりなはずである。


    　その春子にも弥生にも桜子にも似たその娘は、そこからさらに自分をも付け加えた娘をまた生むだろう。


    　吾輩は、まだ見ぬその娘たちに会ってみたいのである。


    　だから春子の言い分を、鼻で嗤わらってやった。


    「くだらん、実にくだらん理由で迷い出てきたな、春子。勘違いもはなはだしい。吾輩はな、この名を与えてくれたことに感謝こそすれ、恨んだことなぞ一度としてないぞ。おまえがこの名を与えてくれたからこそ、吾輩は叡えい智ちを得ることができたのだ。名を捨てるなどとんでもない。猫ねこ又またである吾輩はもっともっと長生きするつもりだぞ」


    『……魂たま振ふり』


    　吾輩はぷいと窓のほうに顔を戻し、春子に背を向けたまま話す。
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    「だからな春子、よちよちの桜子の面倒くらい暇ひまつぶしにいくらでも見てやるさ。どうせこの先も長いのだ、慰なぐさみにおまえから桜子の間で途切れてしまった藤ふじ里さと流の陰おん陽みよう道どうを、吾輩が手て解ほどきしてやるのも一興だろうよ」


    『本当に…………ありがとう…………』


    「相変わらずの馬ば鹿か者ものよな、暇ひまつぶしと言ったろう？　礼を言われるようなことなど──」


    　そうしてもう一度振り向いたとき、既に春はる子この姿は消えていた。


    　吾わが輩はいの背後には、主あるじのいないがらんとした部屋が広がっていた。


    　……まったく、死んでからも相変わらず勝手なやつだ。自分の言いたいことだけ言って消えおってからに。


    　────今ので。


    　おそらくはもう二度と、吾輩も春子と会うことはあるまい。


    　既に別れは今いま際わの際きわにすませたのだ。


    　だからこんな素そっ気けない会話であっても、後悔はしていない。


    　確かに春子に言いたいこと、話したかったことは山とあった。


    　桜さくら子このこと、命みことのこと、清せい十じゆう郎ろうのこと。


    　けれどもそれは言えぬが定めなのだ。


    　それらを死者たる春子に語ることは不自然な、許されぬことなのだ。


    　ただその姿をもう一度見ることができた、それだけでも許されざるほどの幸運だ。


    　心を止めてまでひたすら祖母に逢あいたがった桜子に、決して顔向けなどできぬほどのな。


    「死し人びとはな、生せい者じやの心配なんぞせんでいい。せいぜい安らかにしてろ」


    　閉じた吾輩の両の目から、ついと涙が零こぼれた。


    　これは朝寝をしようとまどろんでいたから流れた涙だ。


    　吾輩はそう自分に言い聞かせ、わざと大きく欠伸あくびをした。


    　…………さてさて。


    　これからどうしたものかな。


    　どうやら桜子は本気で陰おん陽みよう師じになるとか抜かしておる。やはり血は争えんな。


    　ならば吾輩が正体を隠す必要はもはやないのだが、ただ明かすというのも実につまらん。


    　それに──春子の正体には気がついても、吾輩の正体には気づかんというのは、少し癪しやくではないか。


    　仮にも陰陽師を目指す以上、吾輩の真の姿ぐらい自分で気がつけなければ話にもならんしな。


    　だとしたら、これは桜子への試験としよう。


    　吾輩の正体を見抜くことができたなら、そのとき晴れて吾輩がいろんなことを教えてやる。


    　桜子が知らぬ、偉大な祖母の一面とともにな。


    　きっとそれは遠からぬ日のはずだ、そんな予感がする。


    　桜子と正面を向いて、春子の思い出話を饒じよう舌ぜつに語り合う──そんな様を夢想しながら、吾輩は本格的に朝寝を楽しむことにした。

  



  
     あとがき


    



    　初めまして、竹たけ林ばやし七なな草くさと申します。よろしくお願い致します。


    　あれは某ぼう月げつ某日のこと、担当の江え橋ばし様との初めての打ち合わせを終えた私は、これから始まる改稿という名の苦く行ぎようの辛つらさも知らず、によによと勝手に下がる目め尻じりと頰ほおを両手で押さえ、道行く人が目を逸そらすほど気持ち悪い顔で家に帰っていました。


    　今思えば、小学館本社へと出かける前から、既に罠わなは張られていたのです。


    　出かける直前、蛍光灯がチラついているな、でも時間がないなぁ、と放っておいたら、帰ってきたときにはもう完全な点滅状態。ホラー映画なら私の背後に、びしょ濡ぬれの女が立っているレベルです。


    　しようがないので着替えもしないまま、脚きや立たつを出す→乗って蛍光灯を外す→勢い余って足を滑らす→反射的に器具を握る→体重で器具ごとちぎれる→脚立ごと転倒→蛍光灯と壊れた器具を握りしめつつ、床でもんどり打って悶もだえ続ける、という綺き麗れいな一連の流れのあと「浮かれてんじゃねーよ、バーカ」と天からの声が聞こえました。


    　幸い骨は折れてはいなかったのですが「よし、これから原稿を頑張るぞ！」と決意した翌日に、何な故ぜか大量の湿しつ布ぷを抱えて、真っ暗なキッチンの中で電気工事に精を出す、という自分の姿にもはや謎なぞの涙目状態でした。


    　それでも、握ったまま床に叩たたきつけていた蛍光灯がもし仮に破は裂れつしていたら、きっと授賞式には右上に丸い枠で囲まれた、記念写真のみでの参加だったことでしょう。ないしはほかの受賞者の肩を拝はい借しやくして、手だけでの執しゆう念ねんの参加です。


    　何もしていないうちから、危あやうく第六回の幻まぼろしの五人目となってしまうところでした。


    　まあ結局何が言いたいのかといえば、これから小学館ライトノベル大賞に応募される皆様は「受賞してもあんまり浮かれすぎないほうがいいですよ」ということですかね……。


    　さてここからは紙面をいただき、感謝の言葉を綴つづらせてください。


    　まずは私の愚作に目をかけてくださり、右も左もわからない私に丁てい寧ねいなご指導と多くの秀しゆう逸いつなアイデアで、出版までの手て解ほどきをしてくださいました担当の江橋様、並びに編集部の皆々様。本当にありがとうございます。


    　本作に美麗な絵を添えてくださいましたイラストレーターの藤ふじちょこ様。渾こん身しんのイラストをありがとうございました。藤ちょこ様のイラストでようやくキャラたちに命が入ったような、そんな気分です。


    　そうして何よりも、今この本を手にとってくださっている皆様、ありがとうございます。


    　そしてあらためて、初めまして。未熟な新人ですが、これからなんとしても精しよう進じんし、読んでくださる方々が少しでも面白かったと思える物語をお届けしたいと思っています。


    　この本に関わってくださった皆様、すべてに最高の感謝を込めまして。


    　それではまたいずれ、どこかでお会いできる機会を楽しみにしております。
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    竹林七草


    Nanakusa Takebayashi


    



    埼玉県在住。かつて『自分を動物に例えると？』というプロフィール欄に『猫又』と素で書いて、どん引きされた経験有り。茅葺き屋根を眺めているだけで鼻血を出せる、特殊な趣味の人。
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